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※本報告書には，小学校調査の結果が掲載されています。

１．調査の概要 
 
（１）調査の目的 
   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，
そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。また，
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 
 
（２）調査の対象とする児童生徒 
 【小学校調査】 
・小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年 
【中学校調査】 
・中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第３学年 
 
（３）調査事項及び手法 
①児童生徒に対する調査 
ア  教科に関する調査 
  〔国語Ａ，算数・数学Ａ〕 
・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生
活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい
知識・技能など（主として「知識」に関する問題）を中心とした出題 
〔国語Ｂ，算数・数学Ｂ〕 
・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のため
の構想を立て実践し評価・改善する力などにかかわる内容（主として「活用」
に関する問題）を中心とした出題 
イ  質問紙調査 
学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施した。 
②学校に対する質問紙調査 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の
状況等に関する質問紙調査を実施した。 
  
（４）調査の方式 
   平成 19 年度から 21 年度までの悉皆調査の結果，全国及び各地域等の信頼性の高い
データが蓄積され，教育に関する検証改善サイクルの構築も着実に進んでいることか
ら，22 年度調査においては，これまでの調査と一定の継続性を保ちながら，調査方式
を悉皆調査から抽出調査及び希望利用方式に切り替えている。 
 
（５）調査日時  
平成 22 年４月 20 日（火） 
  【小学校調査】 
１時限目(45 分) ２時限目(45 分) ３時限目(45 分) ４時限目以降 
国語Ａ(20 分) 
算数Ａ(20 分) 
国語Ｂ(40 分) 算数Ｂ(40 分) 児童質問紙(20 分) 
【中学校調査】 
１時限目(50 分) ２時限目(50 分) ３時限目(50 分) ４時限目(50 分) ５時限目以降 
国語Ａ(45 分) 国語Ｂ(45 分) 数学Ａ(45 分) 数学Ｂ(45 分) 生徒質問紙(20 分) 
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（６）集計学校・児童数（小学校） 
 
◆本調査結果概要は，小学校の抽出調査の結果を掲載したものである。 
 
① 集計基準 
抽出対象校に在籍する児童に対する調査について，平成22年４月20日に実施された
教科に関する調査及び質問紙調査の結果を集計（推計を含む）。学校に対する質問紙調
査については，児童が抽出調査を実施した学校の結果を集計（推計を含む）。 
 
② 集計学校数（小学校，特別支援学校小学部） 
  
調査対象者の在
籍する学校数 
 
４月20日に抽出調
査を実施した学校
数（実施率％） 
【参考】 
４月21日～５月７
日に抽出調査を実
施した学校数 
【参考】 
希望利用した学
校数（希望利用
率％） 
公立 21,300校 
5,372校
（25.2％）
2校 
10,206校
（47.9％）
国立 76校 
48校
（63.2％）
0校 
15校
（19.7％）
私立 199校 
29校
（14.6％）
0校 
24校
（12.1％）
合計 21,575校 
5,449校
（25.3％）
2校 
10,245校
（47.5％）
※公立学校については，調査対象者の在籍する学校を設置管理する1,803教育委員会の
うち，1,373教育委員会において4月20日に抽出調査を実施した。 
 
③ 集計児童数（小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年） 
  
調査対象児童数 
 
４月20日に抽出調
査を実施した児童
数 
【参考】 
４月21日～５月７
日に抽出調査を実
施した児童数 
【参考】 
希望利用した学
校の在籍児童数 
公立 1,171,300人 264,193人 1,204人 520,370人
国立 7,652人 4,877人 25人 1,529人
私立 12,663人 1,485人 4人 1,507人
合計 1,191,615人 270,555人 1,233人 523,406人
※調査対象児童数について，抽出対象校及び希望利用校においては，調査実施前に学
校から申告された児童数，その他の学校においては，平成21年度学校基本調査によ
る。調査当日までの転入出等により増減の可能性がある。 
※抽出調査を実施した児童数は，回収した解答用紙が最も多かった算数Ａの解答用紙
の枚数で算出。 
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 
本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実
施しているが，実施教科が国語，算数・数学の２教科のみであることや，必ずしも学
習指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児
童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であることや，学校における教育活動の
一側面に過ぎないことに留意することが必要である。 
また，本調査は抽出調査であり，各都道府県（公立）の教科に関する調査については
誤差±１％程度の精度となるように標本抽出が行われているため，推計値である集計値
については，全国（国・公・私立）の教科に関する調査及び児童に対する質問紙調査に
ついては誤差±0.2％程度，学校質問紙調査については誤差±１％程度並びに各都道府
県（公立）の教科に関する調査については誤差±１％程度の精度となっていることにも
留意することが必要である。 
 
本調査の結果においては，国語Ａ・Ｂ，算数Ａ・Ｂごとの平均正答数，平均正答率等
の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみでは必ずしも調査結果のすべてを
表すものではなく，平均正答率の95％信頼区間，中央値，標準偏差等の数値や分布の状
況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評価することが必
要である。また，個々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把握，分析し，児
童生徒の学習改善や学習意欲の向上につなげることも重要である。 
 
なお，児童に対する質問紙調査又は学校質問紙調査の結果と教科に関する調査の結
果とのクロス集計に関しては，22年度調査の新規項目（児童質問紙質問35及び43並びに
学校質問紙質問49，66，81及び82）に限って分析し，相関関係の見られたものを掲載し
ているが，必ずしも因果関係を示したものではないことに留意することが必要であり，
データから読み取れる内容と実際の状況とをよく照らし合わせて分析する必要があ
る。学校質問紙調査の結果と正答率との関係については，児童に対する質問紙の結
果と正答率との関係に比べ，相関関係が表れにくい傾向があるが，そのうち相関関
係が比較的強く見られた項目について，掲載するものである。 
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＜用語説明＞  
 語 句  説       明 
平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，
それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答
率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の
百分率。 
平均正答率の
95％信頼区間 
95％の確率で，全員を対象とした調査（悉皆調査）の場合の平均正答
率が含まれる範囲。 
中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値としてとらえられる。 
最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 
標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数
値。標準偏差が０とは，ばらつきがない（データの値がすべて同じ）
ことを意味する。 
分布が正規分布になっていると仮定すると，「平均±標準偏差」の間
に全体の約70％のデータが含まれる。 
相関係数 ２つの変数間の関係の程度を１つの数値で表す指標。相関係数は－１
から１までの範囲の値をとり，１に近いほど正の相関，－１に近いほ
ど負の相関が強いことを表す。 
解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理
したもの。 
 
（参考） 
 
○箱ひげ図について 
 
ある集団の値の分布の状況を箱（①）とひげ（②）
で視覚的に表したもの。 
箱の中程には，中央値（③）が示され，中央値
から箱の両端（④と⑤）までの間にそれぞれ集団
の 25％（つまり箱の中には集団の 50％）が含まれ
る。また，正規分布においては，箱から伸びるひ
げの上端（⑥）からひげの下端（⑦）の間に集団
の約 99％が含まれる。 
集団の値の分布がばらついていたり，偏っていたりする場合には，平均値を代表的な値とするよ
り分布の形状に注目した方が良いことが多く，箱ひげ図はこうした分布の形状を確認することに適
した図である。 
②ひげ
①箱
←⑥ひげの上端
←④箱の上辺
←③中央値
←⑤箱の下辺
←⑦ひげの下端
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２．教科に関する調査の結果 
（１）国語 
○調査問題の趣旨・内容 
 
国語Ａ－ 基礎的・基本的な言動活動や言語事項に関する知識・技能が身に付いている 
かどうかをみる問題 
（例） ■ 物語に登場する人物を相互に関係付けて読む。 
■ メモにある二つの文の論理を考え，指示された文の構成に合わせて一文で書く。 
■ 見学したことの説明として，冒頭に全体構成を伝えていることをとらえる。 
■ 共通語と方言との違いを押さえ，それぞれの使われ方を理解する。 
 
国語Ｂ－ 基礎的・基本的な言語活動や言語事項に関する知識・技能を活用することが 
できるかどうかをみる問題 
（例） ■ 学級新聞をよりよく書くために，二つの意見の共通点や相違点をとらえる。 
■ 物語の内容を要約したり，構成の効果をとらえたりして，自分の考えをまとめる。 
■ 写真を提示し，問いかけながら話したり，観点を明確にして質問したりする。 
■ 三つの目覚まし時計の中から条件に合ったものを選び，それを選んだ理由を書く。 
 
 ○課題等 
 
 
 
◇(A) 聞き手が理解しやすいように，話の全体の構成を工夫することについては，相当 
   数の児童ができている。〔Ａ６〕 
◆(B) 話の中心や話し手の意図をとらえながら聞き，適切に質問することに課題がある。 
〔Ｂ３三〕    
 
 
  ◇(B) 読み手が評価した内容を整理することについては，相当数の児童ができている。 
〔Ｂ１〕 
◆(A) 文と文との意味のつながりを理解し，文の論理を考えて書くことに課題がある。 
〔Ａ４〕  
 
 
  ◇(A) 説明的な文章の内容を押さえながら読むことについては，相当数の児童ができて 
いる。〔Ａ２〕  
◆(A) 文学的な文章に登場する人物を相互に関係付けて読むことに課題がある。〔Ａ３〕 
  ◆(B) 目的や意図に応じて，必要な情報を関係付けて読み，理由を明確にして説明する 
ことに課題がある。〔Ｂ４〕 
 
 
  ◇(A) 今回出題した漢字の読みと書きについては，相当数の児童ができている。〔Ａ１〕 
  ◇(A) 語句の構成や語形の変化を理解することについては，相当数の児童ができている。 
〔Ａ９〕 
 
◇･･･相当数の児童ができている点 ◆･･･課題のある点    (  )内の記号は，A･･･国語Ａ，B･･･国語Ｂ  
〔 〕内の記号は，問題番号 
話すこと・聞くこと
書くこと 
読むこと 
言語事項 
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○指導改善のポイント 
 
 
 
  ○ 話の中心や話し手の意図をとらえながら聞き，適切に質問する指導の充実 
・ 話の中心や話し手の意図をとらえながら聞き，適切に質問するには，話し手を尊重 
して主体的に聞こうとする態度を高めるとともに，話し手と聞き手の両者にとって大 
事なことを押さえ，話し手の意図や話の内容に合わせて質問を工夫できるようにする 
ことが重要である。そのためには，話し手の意図や話の中心を的確にとらえ，自分の 
意見と比べるなどした上で，様々な観点に合わせながら，聞きたいことを明確にして 
質問することができるように指導することが大切である。 
 
 
 
  ○ 文と文との意味のつながりを理解し，文の論理を考えて書く指導の充実 
・ 相手に伝えたいことを的確に表すには, 文と文とのつながりを理解できるようにす 
ることが重要である。そのためには，「書くこと」の記述や推
す い
敲
こ う
の段階などにおいて， 
文と文との接続関係に着目し，必要に応じて複数の文を一文に書き換えるように指導 
することが大切である。さらに，一文が長くなり，意味が伝わりにくい重文や複文に 
ついては，一文一文に分けて簡潔に書くように指導することも大切である。 
 
  
 
  ○ 文学的な文章に登場する人物を相互に関係付けて読む指導の充実 
・ 文学的な文章に登場する人物を相互に関係付けて読むには，それぞれの人物の行動 
や会話，情景などについての叙述に着目し，人物相互の関係をとらえることができる 
ようにすることが重要である。そのためには，家族や同級生のように物語を設定する 
上での実体的な関係や，仲間や好敵手のように物語が進むにつれて明らかになる構造 
的な関係を整理し，物語の展開に即して人物像や人物相互の関係，役割を押さえなが 
ら読むことができるように指導することが大切である。 
   
○ 目的や意図に応じて，必要な情報を収集し，効果的な読み方を工夫する指導の充実 
・ 目的や意図に応じて，必要な情報を収集し，選択するには，複数の情報を比べて読 
むなど，効果的な読み方を工夫できるようにすることが重要である。そのためには， 
複数の情報に含まれる共通点や相違点を整理して検討するように指導することが大切 
である。その際，複数の情報について観点を明確にして分類するとともに，情報の内 
容がもつ特徴や情報の送り手が強調している事柄などをとらえることができるように 
することが大切である。また，示された情報の内容だけでは分からないことや分かり 
にくいことなどについても検討することが大切である。  
 
 
 
  ○ 相手や場面，状況に応じて共通語や方言を使い分ける指導の充実 
・ 相手や場面，状況に応じて共通語や方言を使い分けるには，それぞれの特質を理解 
できるようにすることが重要である。そのためには，様々な文脈の中で使われている 
共通語と方言を取り出して，比較・対照しながら整理するなどの具体的な活動を通して， 
それぞれの特質を理解できるように指導することが大切である。特に，共通語の指導 
については，学校行事や校内放送などの改まった場面で実際に話すことを通して，そ 
の特質や必要性についての理解が深まるようにすることが重要である。 
書くこと 
読むこと 
言語事項 
話すこと・聞くこと
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【国語Ａ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 平均正答率の 95％信頼区間 中央値 標準偏差 最頻値 
270,544 人 12.5問/15問 83.5％ 83.3％ － 83.6％  13.0 問 2.7 15 問 
 
正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)     正答数累積グラフ(横軸:正答数，縦軸:累積割合) 
 
 
分類・区分別集計結果                        正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：設問数） 
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分類 区分 対象設問数
（問）
平均正答率
(％)
話すこと・聞くこと 1 83.3
書くこと 2 67.9
読むこと 2 74.4
言語事項 11 85.9
国語への関心・意欲・態度 1 60.6
話す・聞く能力 1 83.3
書く能力 2 67.9
読む能力 2 74.4
言語についての知識・理解・技能 11 85.9
選択式 5 81.0
短答式 10 84.7
記述式 0
問題形式
評価の観点
学習指導要領の領域等
0% 
5% 
10% 
15% 
20% 
25% 
30% 
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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記
述
式
１一（１） ○ ○ ○ 96.2 1.0
１一（２） ○ ○ ○ 96.0 1.2
１一（３） ○ ○ ○ 96.5 1.1
１二（１） ○ ○ ○ 80.3 11.3
１二（２） ○ ○ ○ 74.9 5.7
１二（３） ○ ○ ○ 90.4 3.4
２ ○ ○ ○ 83.5 0.5
３ ○ ○ ○ 65.3 1.7
４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 60.6 1.9
５ ○ ○ ○ 75.3 0.8
６ ○ ○ 83.3 0.9
７ ○ ○ ○ 81.5 1.3
８ ○ ○ ○ 81.2 2.3
９ア ○ ○ ○ 95.4 2.6
９イ ○ ○ ○ 91.7 3.0
共通語と方言の使われ方として適切なものを
それぞれ選択する
共通語と方言との違いを押さえ，
それぞれの使われ方を理解する
二つの言葉を組み合わせて，一つの言葉にし
て書く
語句の構成や語形の変化を理解す
る
一つの言葉を二つの言葉に分けて書く
見学したことの説明の工夫として適切なもの
を選択する
聞き手が理解しやすいように，話
の全体の構成を工夫する ○
国語辞典を利用して，複数の言葉の意味の中
から適切なものを選択する
文脈に適した多義語の意味を理解
する
メモを基にして，児童会だよりの中に入る適
切な内容を書く
文と文との意味のつながりを理解
し，文の論理を考えて書く
意見文に書く内容をまとめた４枚のカードを
構成した順番に並べ替える
自分の考えが明確になるように，
文章全体の構成の効果を考えて書
く
説明的な文章の中に入る適切な言葉を選択す
る
説明的な文章の内容を的確に押さ
えながら読む
物語の登場人物の関係をとらえて書く 文学的な文章に登場する人物を相互に関係付けて読む
漢字を書く（ひさしぶりにおじさんに会う）
学年別漢字配当表の当該学年の前
の学年までに配当されている漢字
を正しく書く
漢字を書く（ぎじゅつが進歩する）
漢字を書く（星の位置がへんかする）
正
答
率
(
％
)
無
解
答
率
(
％
)
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
漢字を読む（新しいクラスに慣れる）
学年別漢字配当表の当該学年の前
の学年までに配当されている漢字
を正しく読む
漢字を読む（本の目次を見る）
漢字を読む（いつも清潔なハンカチを持つ）
設問番号 設問の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式
設問別集計結果 
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【国語Ｂ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 平均正答率の 95％信頼区間 中央値 標準偏差 最頻値 
270,533 人 7.8 問/10 問 78.0 77.9％ － 78.2％ 9.0 問 2.4 10 問 
 
正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)      正答数累積グラフ(横軸:正答数，縦軸:累積割合)   
                                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：設問数） 
 
 
 
 
 
分類 区分 対象設問数
（問）
平均正答率
(％)
話すこと・聞くこと 4 75.6
書くこと 2 91.7
読むこと 4 73.7
言語事項 1 73.3
国語への関心・意欲・態度 6 79.7
話す・聞く能力 4 75.6
書く能力 2 91.7
読む能力 4 73.7
言語についての知識・理解・技能 1 73.3
選択式 4 75.6
短答式 2 91.7
記述式 4 73.7
学習指導要領の領域等
評価の観点
問題形式
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１ア ○ ○ ○ ○ 93.8 2.0
１イ ○ ○ ○ ○ 89.6 2.4
２一（１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 73.3 5.2
２一（２） ○ ○ ○ 73.2 2.0
２二 ○ ○ ○ ○ 82.5 7.7
３一① ○ ○ 80.9 2.0
３一② ○ ○ 78.1 2.1
３二 ○ ○ ○ 73.3 11.1
３三 ○ ○ 70.1 4.3
４ ○ ○ ○ ○ 65.7 3.0
三つの時計の中から，条件に合ったものを選
び，それを選んだ理由を書く
目的や意図に応じて，必要な情報
を関係付けて読み，理由を明確に
して説明する
話し手が聞き手に問いかけるよさについての
説明を書く
目的や意図に応じて，聞き手を引
き付けるように話す ○
聞き手が質問した内容に合う質問の観点を選
択する
話の中心や話し手の意図をとらえ
ながら聞き，適切に質問する ○
物語を読んで思ったことや考えたことと，そ
の理由を書く
物語を読んで思ったことや考えた
ことを，理由を明確にしてまとめ
て書く
発表の中で写真を示す場面として適切な箇所
を選択する
伝えたいことと資料とを関係付
け，資料を効果的に提示して話す
○
○
物語を読んで，指示された部分についてのあ
らすじを書く
登場人物の行動や場面の移り変わ
りに注意しながら，あらすじを書
く
物語を読んで，発表した内容の中に入る適切
な言葉を選択する 物語全体の構成の効果をとらえる
正
答
率
(
％
)
無
解
答
率
(
％
)
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
学校新聞に対する二つの意見の共通点を書く 目的や意図に応じて，読み手が評
価した内容を整理し，表現の効果
などについて確かめたり工夫した
りする学校新聞に対する二つの意見の相違点を書く
設問番号 設問の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式
設問別集計結果   
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（２）算数 
○調査問題の趣旨・内容 
算数Ａ－ 数量や図形についての基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどう 
かをみる問題 
 (例) ■ 整数，小数の四則計算をする。 
■ 角の大きさを求める。  
■ 立方体の展開図を完成させる。 
■ 基準量と比較量から割合を求める。  
 
算数Ｂ－ 数量や図形についての基礎的・基本的な知識・技能を活用することができる 
かどうかをみる問題 
 (例) ■ 条件に合うように問題を変更したり，式に( )を書き加えて正しい式に修正したりする。 
■ 示された説明を解釈し，用いられている考えを別の図形に適用して説明を記述する。  
■ 図形の定義や性質を基に，事象から見いだした図形を判断して理由を選ぶ。  
■ 二次元表に示された数の意味を考え，円グラフと関連付ける。  
 
 ○課題等 
 
◇(A) 整数，小数，分数の四則計算は，相当数の児童ができている。〔Ａ１(1)～(5)〕 
◆(A) 商が１より小さくなる等分除の場面で除法が用いられることや数量を等分したとき
の１つ分を分数で表すことの理解に課題がある。〔Ａ２(1)(2)〕 
◆(B) 示された式を解釈し，条件に合うように問題を修正することに課題がある。〔Ｂ１(1)〕  
 
 
◇(A)  示された角の大きさを求めることは，相当数の児童ができている。〔Ａ５(1)〕 
◆(B)  平行四辺形に対してなされた説明を解釈し，それを台形に適用して筋道を立てて説 
明を記述することに課題がある。〔Ｂ４〕 
◆(A)  円を分割し並べ替えて作った長方形の横の長さが，円周の半分と等しいことの理解
に課題がある。〔Ａ４(2)〕 
 
 
◇(A)  立方体を展開図から構成することは，相当数の児童ができている。〔Ａ６〕 
◆(B)  平面上にかかれた立体図形や平面図形を基に長方形の大きさを考え，記述することに課題がある。〔Ｂ２(1)〕 
◆(B)  日常事象から見いだした図形の名称を，図形の定義を基に判断し，その理由を選択することに課題がある。〔Ｂ６(1)〕 
 
 
◇(B)  円グラフから必要な情報を読み取ることは，相当数の児童ができている。〔Ｂ３(1)〕 
◆(AB) 計算の順序についてのきまりを理解し，加法と乗法の混合した整数の計算をするこ 
と，（ ）を用いて式を書くことに課題がある。〔Ａ１(6),Ｂ１(2)〕 
◆(AB) 百分率を求めること，割合が一定の場面で比較量が最も大きくなるときの基準量を 
判断し，その理由を記述することに課題がある。〔Ａ９(1),Ｂ５(2)〕 
◆(B)  二次元表に示された数の意味を考え，二次元表と円グラフを関連付けることに課題がある。〔Ｂ３(3)〕 
◇･･･相当数の児童ができている点 ◆･･･課題のある点    (  )内の記号は，A･･･算数Ａ，B･･･算数Ｂ  
〔 〕内の記号は，問題番号 
数と計算 
量と測定 
図形 
数量関係 
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○指導改善のポイント 
 
○ 場面から数量の関係をとらえ，除法を用いて式で表現する活動の充実 
・ 商が１より小さくなる等分除「(整数)÷(整数)」の場面では，何が被除数で，何が
除数かをとらえて立式できるようにすることが大切である。示された数量を図に表す 
活動を取り入れ，数量の関係をとらえられるようにすることが大切である。 
○ つくった問題を評価して，条件に合うように問題を修正する活動の充実 
・ 問題をつくり，実際にその問題を解いてみるなどして，問題をつくる活動の充実を
図ることが大切である。現実の場面に即して数量の大きさが適切かどうかを吟味する 
などして，条件に合うように問題を修正できるようにすることが大切である。 
 
 
○ 他者が記述した説明を解釈し，根拠を明らかにして自分の考えを説明する活動の充実 
・ 他者が記述した説明から，説明に用いられている考えや説明の仕方を理解できるよ
うにすることが大切である。また，自分の考えを記述して説明する際に，必要な事柄
をもれなく含み，的確な言葉を用いて説明できるようにすることが大切である。 
○ 求積対象の図形とそれを変形してできた図形を対応させて考える活動の充実 
・ 円の面積の公式を学習する際に，円を等分して並べ替えた図形を平行四辺形や長方
形とみなしたり，長方形の縦と横の長さが元の円のどの部分に当たるかなどを考えた
りして，円の面積の公式の意味を実感的に理解できるようにすることが大切である。 
 
 
○ 複数の条件を基に筋道を立てて図形の大きさを考え，算数の用語を用いて表現する活動の充実 
・ 示された図から分かる事柄を整理するなどの活動を取り入れ，考えの進め方に着目
できるようにすることが大切である。また，図形を表現し伝え合う活動を取り入れ，
算数の用語を的確に用いることができるようにすることが大切である。 
○ 身の回りの事象を観察して図形を見いだし，図形の定義や性質を根拠に説明する活動の充実 
・ 身の回りから平面図形や立体図形を見いだし，その図形とみなすことができる理由
を，図形の定義や性質を根拠にして説明する活動を取り入れることが大切である。 
 
 
○ 計算の順序についてのきまりを基に，式を計算したり式を書いたりする活動の充実 
・ 複数の式を１つの式（総合式）に表現し直す場を設定したり，式の表現が誤ってい
る例を基に，修正の仕方を考える活動を取り入れたりして，計算の順序についてのき
まりを確実に理解できるようにすることが大切である。 
○ 二次元表と円グラフの関連を理解したり，割合の考えを用いて論理的に説明したりで
きるようにする指導の重視 
・ 目的に応じて二次元表から情報を取り出し，円グラフをかく活動を取り入れるなど
して，二次元表と円グラフを関連付けて考える場を設定することが大切である。また，
割合に関する問題解決の場面で，(基準量)×(割合)＝(比較量) などの割合の考えを 
根拠にして，式や言葉で理由を説明できるようにすることが大切である。 
 
数と計算 
数量関係 
図形 
量と測定 
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【算数Ａ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 平均正答率の 95％信頼区間 中央値 標準偏差 最頻値 
270,555 人 14.1問/19問 74.4％ 74.2％ － 74.6％ 15.0 問 4.0  17 問 
 
正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)      正答数累積グラフ(横軸:正答数，縦軸:累積割合)   
 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：設問数） 
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分類 区分 対象設問数
（問）
平均正答率
(％)
数と計算 8 74.3
量と測定 5 74.3
図形 3 83.2
数量関係 3 66.1
算数への関心・意欲・態度 0
数学的な考え方 0
  数量や図形についての表現・処理 9 82.5
  数量や図形についての知識・理解 10 67.1
選択式 7 76.7
短答式 12 73.1
記述式 0
学習指導要領の領域
評価の観点
問題形式
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設問別集計結果 
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１（１） ○ ○ 87.0 0.2
１（２） ○ ○ 84.4 0.4
１（３） ○ ○ 89.7 1.7
１（４） ○ ○ 83.4 1.1
１（５） ○ ○ 86.2 1.7
１（６） ○ ○ ○ 66.3 0.8
２（１） ○ ○ 54.1 3.6
２（２） ○ ○ 40.6 5.3
３ ○ ○ 69.0 0.8
４（１） ○ ○ ○ 80.3 0.9
４（２） ○ ○ ○ 55.5 1.0
５（１） ○ ○ ○ 82.9 2.3
５（２） ○ ○ ○ 70.4 2.4
６ ○ ○ ○ 88.4 1.4
７ ○ ○ ○ 76.3 1.9
８（１） ○ ○ ○ 82.3 2.6
８（２） ○ ○ ○ 84.9 2.5
９（１） ○ ○ ○ 57.8 10.2
９（２） ○ ○ ○ 74.0 4.2
27×3.4 を計算する
912÷4 を計算する
8－0.5 を計算する
243－65 を計算する ○繰り下がりのある減法の計算をすることができる
出題の趣旨
除法の計算をすることができる
数
と
計
算
無
解
答
率
(
％
)
学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 正
答
率
(
％
)
設問番号 設問の概要
○
平行四辺形の定義や性質について
理解している
立方体を展開図から構成できる
等分してできる部分の大きさを表
すのに分数が用いられることを理
解している
円を分割し，並べ替えて作った長
方形の縦の長さについて理解して
いる
○
○
○
○
加法と乗法の混合した整数の計算
をすることができる
○
○小数の乗法の計算をすることができる
商が１より小さくなる等分除 (整
数)÷(整数) の場面で，除法が用
いられることを理解している
数量を等分したときの１つ分を分
数で表すことができることを理解
している
小数の減法の計算をすることがで
きる
方眼紙上で，３点が与えられた平行四辺形の
残りの点の位置を選ぶ
円を分割して並べたときにできる長方形につ
いて，縦の長さが円のどの部分に当たるかを
選ぶ
長方形の黒い部分を表す分数を選ぶ
立方体の展開図をかく場面で，５つの面が示
されたとき，残りの１つの面をかく場所を選
ぶ
商が小数になる除法の計算をする
ことができる
2ℓのジュースを3等分したときの１つ分の量を
分数で表す
８ｍの重さが４kgの棒の1ｍの重さを求める式
と答えを書く
50＋150×2 を計算する
6÷5 の商を小数で表す
円を分割して並べたときにできる長方形につ
いて，横の長さが円のどの部分に当たるかを
選ぶ
三角定規が示された場面で，60°の補角の大
きさを求める
上底3cm，下底7cm，高さ4cmの台形の面積を求
める式と答えを書く
円を分割し，並べ替えて作った長
方形の横の長さについて理解して
いる
補角の大きさを求めることができ
る
台形の面積の求め方を理解し，面
積を求めることができる
長方形を１本の対角線で切って組み合わせて
できた図形の名前を選ぶ
二等辺三角形の定義や性質を理解
している
折れ線グラフを読み，気温の上がり方が最も
大きい時間を書く
折れ線グラフから，増え方が最も
大きい区間を読み取ることができ
る
じゃがいも畑の面積40㎡が，学校の畑の面積
50㎡のどれだけの割合に当たるかを書く 割合の意味を理解している
長方形を１本の対角線で切って組み合わせて
できた図形の面積が，元の長方形の面積と比
べてどれだけの大きさになるかを選ぶ
図形の一部を移動して形の異なる
図形に変形した場合に，面積が変
わらないことを理解している
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【算数Ｂ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 平均正答率の 95％信頼区間 中央値 標準偏差 最頻値 
270,544 人 5.9 問/12 問 49.6％ 49.4％ － 49.8％ 6.0 問 2.7 6 問 
 
正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)    正答数累積グラフ(横軸:正答数，縦軸:累積割合) 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分類・区分別集計結果                      正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：設問数）  
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分類 区分 対象設問数
（問）
平均正答率
(％)
数と計算 1 56.2
量と測定 1 33.5
図形 5 42.3
数量関係 6 54.5
算数への関心・意欲・態度 0
数学的な考え方 8 40.6
  数量や図形についての表現・処理 2 78.8
  数量や図形についての知識・理解 2 55.9
選択式 5 59.3
短答式 2 69.3
記述式 5 31.9
学習指導要領の領域
評価の観点
問題形式
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１（１） ○ ○ 56.2 0.6
１（２） ○ ○ ○ 42.7 12.0
２（１） ○ ○ ○ 32.0 13.4
２（２） ○ ○ ○ 65.9 1.5
３（１） ○ ○ ○ 96.0 1.1
３（２） ○ ○ ○ 61.6 3.6
３（３） ○ ○ ○ 40.2 1.2
４ ○ ○ ○ ○ 33.5 21.8
５（１） ○ ○ ○ 69.2 1.8
５（２） ○ ○ ○ 17.4 4.4
６（１） ○ ○ ○ 65.1 3.1
６（２） ○ ○ ○ 14.9 9.1
バスのドアが動く様子を表した図を見て，円
周の一部と直線の長さの大小についての正し
い記述を選び，判断のわけを書く
示された図や考えを基に，長さの
大小を判断し，その判断の理由を
記述できる
割引券を使うと値引きされる金額が最も大き
くなる商品を選び，そのわけを書く
割合が一定の場面で，比較量が最
も大きくなるときの基準量を判断
し，その理由を記述できる
バスのドアの下にできる三角形について，そ
の名前を選び，判断のわけを選ぶ
与えられた条件や図形の定義，性
質を基に，図形を判断し，その理
由を選択できる
平行四辺形から台形に図形を変えて，示され
た２つの三角形の面積が等しいことの説明を
書く
平行四辺形に対してなされた説明
を解釈し，それを台形に適用し
て，説明を記述できる
定価1000円の図に対して，定価の30％引き後
の値段を表している図を選ぶ
基準量と比較量の関係を表してい
る図を判断できる
二次元表の中の数が何を意味しているのかを
書く
二次元表の中の数が表す事柄を２
つの項目と単位に着目して読み取
り，その内容を記述できる
二次元表の一部分の数を使ってかくことので
きる円グラフを選ぶ
二次元表に示された数の意味を考
え，円グラフと関連付けることが
できる
示された部品を組み立てて，作ることができ
る本立てを２つ選ぶ
示された平面図形を基に台形の大
きさを考え，平面上にかかれた立
体図形と対応付けることができる
３つの円グラフを見て，けがが最も多く起
こった場所を書く
示された３つの円グラフから目的
に合うものを選び，必要な情報を
読み取ることができる
おつりを正しく求められるように式に（　）
を書き加える
計算の順序についてのきまりを理
解し，最初に考えた式に（　）を
書き加えて正しい式に修正できる
本立ての部品の図を見て，どのような長方形
かを書く
平面上にかかれた立体図形や平面
図形を基に長方形の大きさを考
え，それを記述できる
正
答
率
(
％
)
無
解
答
率
(
％
)
数
と
計
算
えんぴつ１本の定価を整数にするために，お
つりの金額を何円に変えればよいかを選ぶ
示された式を解釈し，えんぴつ１
本の定価が整数になるおつりの金
額を判断できる
○
設問番号 設問の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
設問別集計結果 
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正答数（国語Ａ) （問）
■国語Ａと国語Ｂの相関 
  
  ○ 国語Ｂ（活用）の正答数が多い児童は，国語Ａ（知識）の正答数も多い。 
  ○ 国語Ａ（知識）の正答数が多い児童は，国語Ｂ（活用）の正答数において広く分布 
している。 
 
国語Ａ(知識)の正答数，国語Ｂ(活用)の正答数，正答児童数の相関をバブルチャート
※
に表し
たもの。 
※ バブルチャート：2軸の座標軸の上に，大きさが 3軸目の指標を示す円状の図（バブル）を配置した図表。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※0.1％以上のデータを表示    
児童数 相関係数 
270,158  0.725  
（３）知識に関する調査と活用に関する調査の相関 
正答数（国語Ａ）×正答数（国語Ｂ）
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正
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Ｂ)
正答数（算数Ａ) （問）
■算数Ａと算数Ｂの相関 
 
○ 算数Ｂ（活用）の正答数が多い児童は，算数Ａ（知識）の正答数も多い。 
○ 算数Ａ（知識）の正答数が多い児童は，算数Ｂ（活用）の正答数において広く分布 
している。 
 
算数Ａ(知識)の正答数，算数Ｂ(活用)の正答数，正答児童数の相関をバブルチャートに表し
たもの。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※0.1％以上のデータを表示 
児童数 相関係数 
270,026  0.712  
正答数（算数Ａ）×正答数（算数Ｂ）
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（４）都道府県の状況 
○ 各都道府県（公立）の状況については，平均正答率を見ると，21 年度同
様，ほとんどの都道府県が平均正答率の±５％の範囲内にあり，ばらつき
が小さい。 
 
[国語Ａ]                  
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数）             
 
[国語Ｂ] 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数） 
 
 
[算数Ａ]                  
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数）             
 
[算数Ｂ] 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数） 
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全国(公立)の 
平均正答率（％） 
[95%信頼区間] 
47 都道府県(公立)中， 
最高平均正答率（％） 
[95%信頼区間] 
（全国との差） 
47 都道府県(公立)中， 
最低平均正答率 
[95%信頼区間] 
（全国との差） 
国語Ａ 
83.2～83.5 
(83.3±0.2) 
88.7～89.9 
【+5.2～+6.7】 
79.1～80.5 
【-4.4～-2.7】 
国語Ｂ 
77.7～78.0 
(77.8±0.2) 
83.9～85.7 
【+5.9～+8.0】 
72.5～74.6 
【-5.5～-3.1】 
 
全国(公立)の 
平均正答率（％） 
[95%信頼区間] 
47 都道府県(公立)中， 
最高平均正答率（％） 
[95%信頼区間] 
（全国との差） 
47 都道府県(公立)中， 
最低平均正答率 
[95%信頼区間] 
（全国との差） 
算数Ａ 
74.0～74.4 
(74.2±0.2) 
82.1～84.2 
【+7.7～+10.2】 
67.8～69.9 
【-6.6～-4.1】 
算数Ｂ 
49.1～49.5 
(49.3±0.2) 
57.8～60.3 
【+8.3～+11.2】 
43.7～45.5 
【-5.8～-3.6】 
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（５）国・公・私立学校の状況 
○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要
があるが，平均正答数についてみると，21 年度同様，国立・私立学校は，
公立学校を上回っている。 
 
○国語Ａ                 ○国語Ｂ 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）    ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
 
 
＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
 
 
＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
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0%
10%
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0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問
12.5 / 15 83.2 －
平均正答率
(％)
2.883.5
児童数 標準偏差
264,182
平均正答数
83.3
中央値
13.0
平均正答率の95％信頼区間
(％)
7.8 / 10 77.7 －
平均正答率
(％)
平均正答率の95％信頼区間
(％) 中央値 標準偏差
264,170 77.8 78.0 9.0 2.4
児童数 平均正答数
14.0 / 15 93.0 －
平均正答率
(％)
1.593.8
児童数 標準偏差
4,877
平均正答数
93.4
中央値
15.0
平均正答率の95％信頼区間
(％)
9.1 / 10 90.5 －
平均正答率
(％)
平均正答率の95％信頼区間
(％) 中央値 標準偏差
4,878 91.1 91.7 10.0 1.4
児童数 平均正答数
13.8 / 15 91.1 －
平均正答率
(％)
1.693.4
児童数 標準偏差
1,485
平均正答数
92.3
中央値
14.0
平均正答率の95％信頼区間
(％)
8.9 / 10 87.4 －
平均正答率
(％)
平均正答率の95％信頼区間
(％) 中央値 標準偏差
1,485 88.7 90.1 9.0 1.6
児童数 平均正答数
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○算数Ａ                 ○算数Ｂ 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
 
 
＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
 
 
＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
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３．質問紙調査の結果 
（１）児童質問紙 
 
○ 過去に行った調査との比較については，平成 13 年度教育課程実施状況調査及び
平成 15 年度教育課程実施状況調査（以上，第５学年）（※），並びに平成 19 年度全
国学力・学習状況調査，平成 20 年度全国学力・学習状況調査及び平成 21 年度全国
学力・学習状況調査（以上，第６学年）における同一の質問の調査結果を使用して
いる。 
なお，教育課程実施状況調査との比較に当たっては，教育課程実施状況調査が第５
学年の２月に実施しているのに対し，全国学力・学習状況調査は第６学年の４月に実
施しているため，単純な比較はできないことに留意する必要がある。 
 
教育課程実施状況調査 共通事項回答者 国語回答者 算数回答者 
平成13年度教育課程実施状況調査 
（平成14年２月21日実施） 
103,804人 51,713人 51,610人 
平成15年度教育課程実施状況調査 
（平成16年２月17日実施） 
105,857人 52,879人 52,922人 
※教育課程実施状況調査（小学校第５学年）の質問紙調査の調査結果は，無作為抽出した者（抽
出人数は上表）の回答状況。 選択肢の「わからない」は，「その他」として集計。 
 
全国学力・学習状況調査【小学校】 調査対象児童数 調査実施日に調査を実施した児童数
平成19年度全国学力・学習状況調査 
（平成19年４月24日実施） 
1,176,802人 1,139,492人 
平成20年度全国学力・学習状況調査 
（平成20年４月22日実施） 
1,193,590人 1,166,319人 
平成21年度全国学力・学習状況調査 
（平成21年４月21日実施） 
1,183,278人 1,150,097人 
 
 
 
  ○ 学力との相関関係の分析については，教科に関する調査における児童の正答数と
のクロス集計の結果を使用している。 
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＜学習に対する関心・意欲・態度＞ 
○ 国語の授業の内容がよく分かると思う児童の割合に，若干の増加傾向
がうかがえる。 
○ 国語の勉強が好きな児童の割合，国語の勉強が役に立つと思う児童の割
合は，21 年度と比べやや高くなっている。 
○ 国語の勉強が大切だと思う児童の割合は，21 年度と比べ大きな変化は
見られない。 
 
 
 
 
＊質問 52：国語の勉強は好きですか 
 
 
＊質問 53：国語の勉強は大切だと思いますか 
 
 
＊質問 54：国語の授業の内容はよく分かりますか 
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当てはまる           どちらかといえば，当てはまる         どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない        その他                        無回答 
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＊質問 56：国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 
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○ 以下と回答している児童の割合は，21 年度と比べやや高くなっている。
・国語の授業で目的に応じて資料を読み，考えを話したり書いたりする 
・国語の授業で発表のとき，話の組み立てを工夫する 
・国語の授業で考えの理由が分かるように気をつけて書く 
・国語の授業で段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読む 
 
 
 
 
＊質問 57：国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり，書いたりしていますか 
 
 
＊質問 58：国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝わるように話の組み立てを工夫していますか 
 
 
＊質問 59：国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由が分かるように気をつけて書いていますか 
 
 
＊質問 60：国語の授業で文章を読むとき，段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいますか 
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当てはまる           どちらかといえば，当てはまる         どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない        その他                        無回答 
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＊質問 61：国語Ｂ－２の問題にあるような，長い文章を読むのは難しかったですか 
 
※平成 21 年度調査においては，国語Ｂ－１の問題についての質問である。 
 
 
 
 
＊質問 62：解答を文章で書く国語の問題について，どのように解答しましたか 
 
 
 
 
 
＊質問 74：解答時間は十分でしたか（国語Ａ） 
＊質問 75：解答時間は十分でしたか（国語Ｂ) 
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○ 長い文章を読むのが難しいと思った児童の割合，国語の解答時間が十分
でないと感じた児童の割合は，21 年度と比べ低くなっている。 
○ 解答を文章で書く国語の問題について，最後まで解答を書こうと努力
した児童の割合に，増加傾向がうかがえる。 
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難しいと思う          どちらかといえば，難しいと思う        どちらかといえば，難しいと思わない 
難しいと思わない       その他                        無回答 
最後まで解答を書こうと努力した   途中であきらめたものがあった     
書く問題は全く解答しなかった      その他              無回答 
時間があまった       ちょうどよかった     やや足りなかった 
全く足りなかった       その他           無回答 
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○ 算数の勉強が好きな児童の割合は，21 年度と比べやや低くなっている。
○ 算数の勉強が大切だと思う児童の割合，算数の授業の内容がよく分か
ると思う児童の割合，算数の勉強が役に立つと思う児童の割合は，21 年
度と比べ大きな変化は見られない。 
 
 
 
 
＊質問 63：算数の勉強は好きですか 
 
 
＊質問 64：算数の勉強は大切だと思いますか 
 
 
＊質問 65：算数の授業の内容はよく分かりますか 
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当てはまらない        その他                        無回答 
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＊質問 69：算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 
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○ 算数の授業で新しい問題を解いてみたいと思う児童の割合に，若干の増
加傾向がうかがえる。 
○ 以下と回答している児童の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。
・算数の問題の解き方が分からないとき，あきらめずにいろいろな方法を考える
・算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える 
・算数の授業で問題を解くときにもっと簡単に解く方法がないか考える 
・算数の授業で公式やきまりのわけを理解しようとする 
・算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書く 
 
 
 
 
＊質問 66：算数の授業で新しい問題に出合ったとき，それを解いてみたいと思いますか 
 
 
＊質問 67：算数の問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろいろな方法を考えますか 
 
 
＊質問 68：算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 
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当てはまらない        その他                        無回答 
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＊質問 70：算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか 
 
 
＊質問 71：算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしていますか 
 
 
＊質問 72：算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか 
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○ 言葉や式を使って，わけや求め方を書く算数の問題について，最後まで
解答を書こうと努力した児童の割合は，21 年度と比べ低くなっている。
○ 算数Ａの解答時間が十分でないと感じた児童の割合は，21 年度と比べ
やや低くなっている。 
○ 算数Ｂの解答時間が十分でないと感じた児童の割合は，21 年度と比べ
高くなっている。 
 
 
 
 
＊質問 73：言葉や式を使って，わけや求め方を書く算数の問題について，どのように解答しましたか 
 
 
 
 
 
＊質問 76：解答時間は十分でしたか（算数Ａ） 
 
 
＊質問 77：解答時間は十分でしたか（算数Ｂ) 
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書く問題は全く解答しなかった        その他                    無回答 
時間があまった       ちょうどよかった                 やや足りなかった 
全く足りなかった       その他                        無回答 
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○ 「総合的な学習の時間」の勉強が好きな児童の割合，「総合的な学習の
時間」の勉強が役に立つと思う児童の割合は，21 年度と比べやや高くな
っている。 
 
 
 
 
＊質問 44：「総合的な学習の時間」の勉強は好きですか 
 
 
＊質問 45：「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは，普段の生活や社会に出たときに役に立つ 
と思いますか 
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7.0 
6.4 
5.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
40.6 
33.7 
33.5 
37.5 
37.7 
42.0 
44.1 
44.4 
16.1 
18.3 
17.3 
14.2 
5.3 
5.7 
4.8 
3.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
当てはまる           どちらかといえば，当てはまる         どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない        その他                        無回答 
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○ 授業で自分の考えを発表する機会があると思う児童の割合，ノートを
丁寧に書いている児童の割合は，21 年度と比べやや高くなっている。 
○ 以下と回答している児童の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
・授業で，本やインターネットを使って，グループで調べる活動を行っ
ていると思う 
・児童の間で話し合う活動を行っていると思う 
・400字づめ原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くのは難しいと思う 
・自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりするのは難しいと
思う 
 
 
＊質問 46：普段の授業では，本やインターネットを使って，グループで調べる活動をよく行っていると
思いますか 
 
＊質問 47：普段の授業で自分の考えを発表する機会が与えられていると思いますか 
 
＊質問 48：普段の授業では，学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていると思いますか 
 
＊質問 49：授業では，ノートを丁寧に書いていますか 
 
  
14.8
15.2 
38.2
39.0 
35.1
34.8 
11.8
10.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
40.1 
43.2 
45.7 
39.6 
36.2 
35.8 
15.6 
15.5 
14.0 
4.5 
5.0 
4.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
33.5
32.6 
42.1
43.5 
19.9
19.9 
4.3
3.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
36.2
38.9 
37.4
36.7 
19.1
17.7 
7.1
6.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
当てはまる         どちらかといえば，当てはまる     どちらかといえば，当てはまらない  
当てはまらない      その他                            無回答 
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＊質問 50：400 字づめ原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くのは難しいと思いますか 
 
 
＊質問 51：学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりするのは難しいと思
いますか 
 
 
  
34.5 
35.3 
34.1 
32.6 
19.7 
19.9 
11.0 
11.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
25.7
27.4 
38.7
37.8 
23.5
22.7 
11.5
11.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
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＜学習時間等＞ 
○ 自分で計画を立てて勉強をしている児童の割合，家で学校の授業の予習
をしている児童の割合，家で学校の授業の復習をしている割合に，増加
傾向が見られる。 
○ 以下と回答している児童の割合は，21 年度と比べやや高くなっている。 
・休みの日に，１日当たり１時間以上学習する 
・家で苦手な教科の勉強をしている 
・家でテストで間違えた問題について，間違えたところを後で勉強している
○ 普段（月～金曜日）の１日当たりの学習時間，家で宿題をしている児童
の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
 
 
 
 
 
＊質問 16：学校の授業時間以外に，普段(月～金曜日)，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか 
 
  
 
 
 
 
＊質問 17：土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか 
 
  
5.9 
7.0 
11.2 
11.7 
11.9 
11.9 
9.0 
10.1 
14.7 
14.2 
14.2 
14.5 
23.0 
24.7 
32.3 
30.5 
31.4 
32.3 
30.1 
30.3 
25.8 
26.2 
26.2 
26.2 
19.1 
17.3 
11.9 
12.8 
12.2 
11.2 
10.6 
9.1 
4.0 
4.5 
4.0 
3.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
13年度調査
15年度調査
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
6.6 
6.8 
6.9 
7.0 
4.9 
4.9 
4.8 
5.1 
11.9 
11.4 
11.5 
12.1 
30.1 
28.9 
29.6 
30.8 
35.6 
35.9 
35.4 
33.9 
10.8 
12.1 
11.7 
11.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
３時間以上                 ２時間以上，３時間より少ない     １時間以上，２時間より少ない 
30 分以上，１時間より少ない      30 分より少ない                全くしない   
その他                       無回答 
４時間以上                 ３時間以上，４時間より少ない     ２時間以上，３時間より少ない 
１時間以上，２時間より少ない     １時間より少ない                全くしない   
その他                       無回答 
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している            どちらかといえば，している         あまりしていない                
全くしていない      その他                            無回答 
 
 
 
＊質問 25：家で自分で計画を立てて勉強をしていますか  
 
 
＊質問 26：家で学校の宿題をしていますか 
 
 
＊質問 27：家で学校の授業の予習をしていますか 
 
 
＊質問 28：家で学校の授業の復習をしていますか 
 
 
＊質問 29：家で苦手な教科の勉強をしていますか 
 
 
  
21.8 
23.4 
25.1 
30.4 
31.5 
33.4 
33.1 
31.8 
30.1 
14.7 
13.2 
11.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
82.9 
83.5 
84.3 
85.4 
11.8 
11.7 
11.2 
10.7 
4.2 
3.7 
3.4 
3.0 
1.2 
1.1 
1.0 
0.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
11.8 
13.6 
14.3 
15.1 
21.3 
21.9 
23.3 
25.3 
40.1 
38.0 
38.6 
37.8 
26.8 
26.5 
23.8 
21.7 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
14.4 
16.5 
17.5 
19.3 
25.9 
27.1 
28.6 
30.4 
37.2 
34.4 
34.6 
33.0 
22.5 
21.8 
19.2 
17.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
19.6
20.6 
28.5
29.8 
32.9
32.1 
18.9
17.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
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＊質問 30：家でテストで間違えた問題について，間違えたところを後で勉強していますか 
 
 
  
23.8 
20.5 
21.7 
39.4 
29.3 
30.5 
25.0 
31.4 
30.7 
11.6 
18.3 
16.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
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○ 学習塾（家庭教師を含む）で勉強している児童の割合は，21 年度と比べ
大きな変化は見られない。 
 
 
 
 
 
 
＊質問 18：学習塾(家庭教師を含む)で勉強をしていますか 
 
 
  
54.7 
51.2 
52.1 
52.1 
23.9 
23.7 
23.4 
23.5 
7.0 
7.8 
7.3 
7.5 
7.2 
8.0 
8.1 
8.5 
6.9 
9.0 
8.9 
8.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
学習塾に通っていない          学校の勉強より進んだ内容や，難しい内容を勉強している（2） 
学校の勉強でよく分からなかった内容を勉強している（3）      (2) ，(3)の両方の内容を勉強している
(2) ，(3)の内容のどちらともいえない                        その他       無回答 
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○ 家や図書館で１日当たり 30 分以上読書をする児童の割合，読書が好き
な児童の割合，本を読んだり，借りたりするために，学校図書館・室や
地域の図書館へ月に１回以上行く児童の割合は，21 年度と比べ大きな変
化は見られない。 
 
 
 
 
 
＊質問 19：家や図書館で，普段(月～金曜日)，１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか 
 
※13 年度調査及び 15 年度調査については，「２時間以上」の選択肢がないため，２時間以上読書をしている児童につい
ても，「１時間以上，２時間より少ない」に分類して集計している。 
 
 
 
 
＊質問 55：読書は好きですか 
 
 
 
 
 
＊質問 20：昼休みや放課後，学校が休みの日に，本を読んだり，借りたりするために，学校図書館・室
や地域の図書館へどれくらい行きますか 
 
6.4 
5.8 
6.1 
6.4 
10.6 
9.9 
11.4 
10.5 
10.1 
10.1 
17.3 
17.1 
21.6 
20.6 
19.2 
19.7 
26.2 
27.3 
24.7 
26.0 
26.0 
26.5 
16.3 
17.0 
14.8 
16.7 
16.9 
16.7 
28.6 
28.3 
21.1 
20.3 
21.6 
20.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
13年度調査
15年度調査
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
45.5 
46.2 
46.6 
47.9 
25.8 
26.1 
25.4 
25.2 
17.7 
16.9 
17.0 
16.3 
10.8 
10.6 
10.9 
10.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
3.3
3.4 
14.9
15.3 
24.3
24.8 
26.1
26.8 
30.9
29.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
２時間以上                 １時間以上，２時間より少ない      30 分以上，１時間より少ない 
10 分以上，30 分より少ない       10 分より少ない                 全くしない 
その他                  無回答 
当てはまる         どちらかといえば，当てはまる     どちらかといえば，当てはまらない  
当てはまらない      その他                            無回答 
だいたい週に４回以上行く     週に１～３回程度行く            月に１～３回程度行く 
年に数回程度行く           ほとんど，または，全く行かない    その他        無回答 
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○ 携帯電話を持っている児童において，携帯電話の使い方について，家
の人と約束したことを守っている児童の割合は，21 年度と比べ高くなっ
ている。 
○ １日当たりのテレビやビデオ・ＤＶＤを見たり，聞いたりする時間は，
21 年度と比べやや低くなっている。 
○ 携帯電話で通話やメールをほぼ毎日している児童の割合，携帯電話を
持っていない児童の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
○ １日当たりのテレビゲームをする時間，インターネットをする時間は，
21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
 
 
 
＊質問 15：携帯電話で通話やメールをしていますか  
 
 
 
 
 
＊質問 24：携帯電話の使い方について，家の人と約束したことを守っていますか 
（母数：携帯電話を持っている児童） 
 
※21 年度調査において，「守ってない」及び「携帯電話は持っているが，約束はない」と回答した児童については，「守
ってない，または，約束はない」に分類して集計している。 
 
 
  
9.2 
11.6 
10.0 
9.7 
13.4 
13.9 
13.9 
13.9 
5.6 
6.0 
6.4 
6.4 
71.6 
68.1 
69.1 
69.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
55.2 
61.2 
25.2 
25.1 
2.9 
2.9 
16.7 
10.7 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
きちんと守っている                 だいたい守っている          あまり守っていない 
守っていない，または，約束はない     その他                  無回答 
ほぼ毎日している        時々している     全く，または，ほとんどしていない 
携帯電話を持っていない      その他           無回答   
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＊質問 12：普段(月～金曜日)，１日当たりどれくらいの時間，テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり，聞い
たりしますか 
 
 
＊質問 13：普段(月～金曜日)，１日当たりどれくらいの時間，テレビゲームをしますか 
 
  
＊質問 14：普段(月～金曜日)，１日当たりどれくらいの時間，インターネットをしますか 
 
 
  
16.7 
24.0 
23.9 
22.6 
17.3 
21.8 
21.6 
20.4 
25.7 
23.7 
23.8 
24.2 
25.0 
19.3 
19.7 
21.0 
13.2 
9.7 
9.7 
10.3 
2.0 
1.4 
1.4 
1.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
5.6 
5.4 
5.4 
6.2 
6.0 
5.8 
11.9 
11.8 
11.6 
23.8 
24.3 
24.8 
34.7 
34.6 
34.7 
17.7 
17.9 
17.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
1.6 
1.6 
1.7 
1.7 
1.8 
1.8 
3.8 
3.9 
4.0 
9.9 
10.4 
10.5 
29.2 
29.1 
29.9 
53.8 
53.2 
52.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
４時間以上                    ３時間以上，４時間より少ない    ２時間以上，３時間より少ない 
１時間以上，２時間より少ない     １時間より少ない            全くしない 
その他                       無回答 
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＜学校生活等＞ 
○ 学校で友達に会うのは楽しいと思う児童の割合，学校に好きな授業があ
る児童の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
○ 学級の友達同士で話し合って学級のきまりなどを決めていると思う児
童は約 81％である。 
 
 
 
 
＊質問 31：学校で友達に会うのは楽しいと思いますか 
 
 
＊質問 32：学校で好きな授業がありますか 
 
 
＊質問 43：あなたの学級では，学級の友達同士で話し合って学級のきまりなどを決めていると思います   
か（新規） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
82.8 
83.3 
83.6 
83.5 
13.4 
13.0 
12.9 
13.0 
2.6 
2.5 
2.4 
2.4 
1.1 
1.1 
1.1 
1.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
77.1 
75.8 
78.8 
80.2 
15.7 
16.7 
14.6 
13.9 
4.6 
4.7 
4.0 
3.7 
2.6 
2.8 
2.5 
2.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
31.5 49.5 14.5 4.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
22年度調査
そう思う               どちらかといえば，そう思う           どちらかといえば，そう思わない 
そう思わない           その他                             無回答 
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＜基本的生活習慣＞ 
○ 朝食を毎日食べている児童の割合に，若干の増加傾向がうかがえる。 
○ 学校に行く前に持ち物を確認している児童の割合に，増加傾向がうか
がえる。 
 
 
 
 
 
  
＊質問 1：朝食を毎日食べていますか 
 
 
＊質問 2：学校に持って行くものを，前日か，その日の朝に確かめていますか  
 
  
76.0 
77.7 
86.3 
87.1 
88.5 
89.0 
16.3 
15.3 
8.9 
8.3 
7.5 
7.4 
4.7 
4.4 
4.0 
3.7 
3.2 
3.0 
2.1 
2.0 
0.8 
0.8 
0.7 
0.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
13年度調査
15年度調査
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
40.7 
43.5 
64.0 
63.9 
65.6 
65.1 
39.1 
37.6 
21.1 
21.5 
20.9 
22.0 
12.9 
12.2 
11.4 
11.2 
10.3 
10.1 
6.5 
6.2 
3.4 
3.4 
3.2 
2.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
13年度調査
15年度調査
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
している             どちらかといえば，している          あまりしていない 
全くしていない         その他                       無回答 
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＊質問 3：毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 
 
 
＊質問 4：毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 
 
  
36.9 
35.2 
37.5 
37.1 
35.0 
37.5 
37.6 
38.3 
20.7 
20.6 
19.0 
18.9 
7.3 
6.6 
5.9 
5.7 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
58.8 
58.6 
61.1 
60.5 
29.8 
30.5 
29.1 
29.8 
8.3 
8.0 
7.2 
7.1 
3.0 
2.9 
2.6 
2.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
○ 毎日，同じくらいの時刻に寝ている児童の割合に，若干の増加傾向が
うかがえる。 
○ 毎日，同じくらいの時刻に起きている児童の割合は，21 年度と比べ大
きな変化は見られない。 
している             どちらかといえば，している          あまりしていない 
全くしていない         その他                       無回答 
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＊質問 9：普段(月～金曜日)，何時ごろに起きますか 
 
 
 
 
 
＊質問 10：普段(月～金曜日)，何時ごろに寝ますか 
 
 
 
 
 
 
＊質問 11：普段(月～金曜日)，１日にどれくらいの時間，睡眠をとることが最も多いですか 
 
7.7 
8.1 
8.3 
8.3 
26.9 
27.6 
28.2 
28.9 
40.0 
39.4 
40.1 
40.1 
21.8 
21.4 
20.2 
19.7 
3.0 
3.0 
2.7 
2.6 
0.5 
0.4 
0.4 
0.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
5.5 
5.4 
5.6 
5.9 
36.3 
35.9 
37.5 
37.7 
40.4 
40.2 
39.8 
40.0 
14.3 
15.0 
13.8 
13.4 
3.4 
3.5 
3.2 
3.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
9.0 
9.0 
7.2 
6.9 
7.2 
7.6 
27.6 
27.2 
28.7 
28.5 
29.0 
29.1 
34.7 
34.6 
37.0 
37.0 
37.9 
36.9 
16.7 
17.1 
18.6 
18.5 
17.7 
18.3 
7.9 
8.2 
6.6 
7.0 
6.3 
6.3 
3.0 
3.1 
1.8 
1.9 
1.7 
1.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
13年度調査
15年度調査
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
○ 午前７時より早く起きる児童の割合に，若干の増加傾向がうかがえる。
○ 児童の寝る時間，児童の睡眠時間は，21 年度と比べ大きな変化は見ら
れない。 
午後 9 時より前          午後 9 時以降，午後 10 時より前    午後 10 時以降，午後 11 時より前 
午後 11 時以降，午前 0 時より前     午前 0 時以降          その他        無回答 
午前 6 時より前     午前 6 時以降，午前 6 時 30 分より前     午前 6 時 30 分以降，午前 7 時より前
午前 7 時以降，午前 7 時 30 分より前      午前 7 時 30 分以降，午前 8 時より前     午前 8 時以降
その他                  無回答 
10 時間以上         9 時間以上，10 時間より少ない         8 時間以上，9 時間より少ない 
7 時間以上，8 時間より少ない     6 時間以上，7 時間より少ない     6 時間より少ない 
その他                  無回答 
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＜家庭でのコミュニケーション＞ 
○ 家の人と学校での出来事について話をしている児童の割合に，増加傾向
がうかがえる。 
○ 普段，家の人と一緒に夕食を食べている児童の割合，家の手伝いをして
いる児童の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
 
 
 
 
＊質問 21：家の人と普段(月～金曜日)，夕食を一緒に食べていますか 
 
 
＊質問 22：家の人と学校での出来事について話をしていますか 
 
 
 
 
 
＊質問 23：家の手伝いをしていますか 
 
  
67.8 
68.7 
70.8 
71.2 
19.9 
19.3 
18.1 
18.3 
9.3 
9.0 
8.3 
8.2 
3.0 
3.0 
2.8 
2.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
37.5 
38.8 
40.6 
43.5 
31.0 
30.5 
30.3 
30.8 
22.6 
22.1 
20.9 
19.3 
8.9 
8.5 
8.1 
6.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
28.1 
28.1 
29.9 
31.9 
50.3 
49.4 
48.6 
48.3 
17.8 
18.5 
17.6 
16.3 
3.8 
4.0 
3.8 
3.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
している             どちらかといえば，している          あまりしていない 
全くしていない         その他                       無回答 
よくしている                時々している             あまりしていない 
全くしていない               その他                無回答 
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＜社会に対する興味・関心＞ 
○ 新聞やテレビのニュースなどに関心がある児童の割合，今住んでいる地
域の行事に参加している児童の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られ
ない。 
 
 
 
 
＊質問 33：新聞やテレビのニュースなどに関心がありますか 
 
 
＊質問 34：今住んでいる地域の行事に参加していますか 
 
  
26.3 
26.9 
28.6 
27.0 
39.7 
39.4 
39.4 
40.1 
24.8 
24.5 
23.3 
24.1 
9.1 
9.2 
8.7 
8.7 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
33.0 
29.6 
32.7 
31.7 
28.7 
30.1 
29.5 
29.6 
21.2 
22.5 
21.4 
22.3 
16.7 
17.6 
16.3 
16.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
当てはまる           どちらかといえば，当てはまる         どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない        その他                        無回答 
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＜自尊意識＞ 
○ 将来の夢や目標を持っている児童の割合に，若干の増加傾向がうかがえる。
○ 以下と回答している児童の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。
・ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある 
・難しいことでも，失敗をおそれないで挑戦している 
・自分には，よいところがあると思う 
・人の気持ちが分かる人間になりたいと思う 
・人の役に立つ人間になりたいと思う 
 
 
 
 
＊質問 5：ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがありますか 
 
 
＊質問 6：難しいことでも，失敗をおそれないで挑戦していますか 
 
 
＊質問 7：自分には，よいところがあると思いますか  
 
  
70.6 
69.2 
70.0 
69.8 
22.6 
24.3 
23.9 
24.4 
5.4 
5.0 
4.8 
4.6 
1.5 
1.4 
1.3 
1.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
23.2 
22.3 
23.3 
23.3 
49.2 
50.1 
50.9 
51.0 
23.9 
23.7 
22.2 
22.3 
3.7 
3.9 
3.5 
3.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
29.5 
30.3 
32.3 
31.5 
42.1 
43.1 
42.3 
43.0 
20.5 
19.1 
18.2 
18.4 
7.8 
7.4 
7.1 
7.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
当てはまる           どちらかといえば，当てはまる         どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない        その他                        無回答 
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＊質問 8：将来の夢や目標をもっていますか 
 
 
＊質問 40：人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか  
 
 
＊質問 42：人の役に立つ人間になりたいと思いますか 
 
  
66.7 
67.7 
70.0 
70.3 
17.1 
17.1 
16.3 
16.5 
9.3 
8.5 
7.8 
7.6 
6.8 
6.7 
5.8 
5.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
65.5 
67.0 
66.6 
66.8 
25.5 
24.9 
24.8 
25.2 
6.6 
5.9 
6.2 
6.0 
2.4 
2.1 
2.3 
1.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
66.3 
67.0 
67.7 
68.8 
25.7 
25.4 
24.9 
24.6 
5.8 
5.3 
5.4 
4.8 
2.0 
1.9 
1.9 
1.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
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＜規範意識等＞ 
○ 学校のきまりを守っている児童の割合，人が困っているときは，進んで
助けている児童の割合に，若干の増加傾向がうかがえる。 
○ 友達との約束を守っている児童の割合，近所の人に会ったときにあいさ
つをしている児童の割合，いじめはどんなことがあってもいけないことだ
と思う児童の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
 
 
 
 
＊質問 36：学校のきまりを守っていますか 
 
 
＊質問 37：友達との約束を守っていますか 
 
 
＊質問 38：人が困っているときは，進んで助けていますか 
 
 
  
31.5 
31.7 
35.7 
34.1 
54.7 
54.7 
52.8 
55.0 
11.9 
11.7 
10.0 
9.6 
1.9 
1.8 
1.5 
1.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
59.5 
61.1 
63.1 
61.8 
36.5 
35.3 
33.4 
34.9 
3.3 
3.0 
2.8 
2.7 
0.6 
0.6 
0.7 
0.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
23.4 
24.4 
25.5 
25.5 
53.0 
53.4 
53.1 
54.2 
20.5 
19.2 
18.3 
17.7 
3.1 
2.9 
2.9 
2.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
当てはまる           どちらかといえば，当てはまる         どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない        その他                        無回答 
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＊質問 39：近所の人に会ったときは，あいさつをしていますか 
 
 
＊質問 41：いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 
 
  
62.0 
61.3 
62.9 
62.3 
26.6 
27.4 
26.6 
27.6 
8.8 
8.7 
8.2 
8.1 
2.5 
2.4 
2.3 
2.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
76.1 
75.7 
76.6 
75.7 
18.6 
19.0 
18.3 
19.3 
3.8 
3.8 
3.7 
3.7 
1.4 
1.3 
1.3 
1.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
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＜幼児教育経験＞ 
○ ３歳から６歳の間で，「幼稚園に通っていた」児童は約 57％，「保育所に
通っていた」児童は約 40％であった。 
 
 
 
＊質問 35：保育所や幼稚園に通っていましたか（新規） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
＊質問 35：保育所や幼稚園に通っていましたか（新規） 
※「わからない」の選択肢は省略している。 
 
56.8 39.6 
1.0 
2.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
22年度調査
85.4 
80.7 82.1 
75.9 
70.5 
63.2 
20%
40%
60%
80%
100%
国語Ａ 国語Ｂ
76.8 
52.1 
72.1 
47.1 
62.3 
38.2 
20%
40%
60%
80%
100%
算数Ａ 算数Ｂ
○ ３歳から６歳の間で，「幼稚園に通っていた」児童，「保育園に通って
いた」児童，「どちらにも通っていなかった」児童の順に，正答率が高
い傾向が見られる。 
幼稚園に通っていた     保育所に通っていた       どちらにも通っていなかった 
わからない            その他            無回答 
幼稚園に通っていた            保育所に通っていた         どちらにも通っていなかった 
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＜小学校調査と中学校調査の結果の差異＞ 
○ 小学校調査における児童質問紙の結果と中学校調査における生徒質問
紙の結果について，20 ポイント以上（※）の差異があった質問は以下のと
おりである。 
 ※選択肢が４つの質問においては，肯定的な選択肢２つを足した結果の差異。 
 ※以下（ ）内の質問番号は，中学校調査の質問番号。 
 
 
 
 
＊質問 10(10)：普段(月～金曜日)，何時ごろに寝ますか 
 
 
 
 
 
 
＊質問 11(11)：普段(月～金曜日)，１日にどれくらいの時間，睡眠をとることが最も多いですか 
 
 
 
 
 
＊質問 15(15)：携帯電話で通話やメールをしていますか  
 
 
 
 
5.9 
0.7 
37.7 
5.0 
40.0 
26.0 
13.4 
40.0 
3.0 
19.9 8.3 
0.1 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
7.6 
1.2 
29.1 
4.2 
36.9 
18.1 
18.3 
37.7 
6.3 
29.2 
1.6 
9.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
9.7 
31.6 
13.9 
23.0 
6.4 
5.5 
69.4 
39.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
午後 9 時より前         午後 9 時以降，午後 10 時より前      午後 10 時以降，午後 11 時より前
午後 11 時以降，午前 0 時より前     午前 0 時以降，午前 1 時より前    午前 1 時以降（中学校調査のみ）
その他                  無回答 
ほぼ毎日している            時々している               全く，または，ほとんどしていない 
携帯電話を持っていない        その他                      無回答   
10 時間以上         9 時間以上，10 時間より少ない         8 時間以上，9 時間より少ない 
7 時間以上，8 時間より少ない     6 時間以上，7 時間より少ない    6 時間より少ない 
その他                         無回答
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＊質問 34(34)：今住んでいる地域の行事に参加していますか 
 
 
＊質問 46(46)：普段の授業では，本やインターネットを使って，グループで調べる活動をよく行ってい
ると思いますか 
 
 
＊質問 48(48)：普段の授業では，学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていると思いますか 
 
 
＊質問 68(68)：算数（数学）の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 
 
 
＊質問 69(69)：算数（数学）の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 
 
31.7 
11.1 
29.6 
22.2 
22.3 
32.7 
16.3 
33.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
15.2 
5.4 
39.0 
19.6 
34.8 
44.3 
10.9 
30.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
32.6 
14.8 
43.5 
39.4 
19.9 
34.5 
3.9 
11.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
29.8 
12.5 
34.9 
24.5 
24.5 
38.2 
10.6 
24.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
65.3 
33.4 
23.8 
34.2 
7.7 
20.8 
2.9 
10.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
当てはまる           どちらかといえば，当てはまる         どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない        その他                        無回答 
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（２）学校質問紙 
 
○ 過去に行った調査との比較については，平成 19 年度全国学力・学習状況調査，
平成 20 年度全国学力・学習状況調査及び平成 21 年度全国学力・学習状況調査（以
上，第６学年）における同一の質問の調査結果を使用している。 
 
 
調査対象者の在籍 
する学校数 
調査実施日に 
調査を実施した学校数 
平成19年度全国学力・学習状況調査 
（平成19年４月24日実施） 
22,194校 22,072校 
平成20年度全国学力・学習状況調査 
（平成20年４月22日実施） 
21,971校 21,849校 
平成21年度全国学力・学習状況調査 
（平成21年４月21日実施） 
21,800校 21,643校 
 
 
  ○ 学力との相関関係の分析については，教科に関する調査における児童の正答数と
のクロス集計の結果を使用している。なお，クロス集計の結果を掲載している設問
のうち，最も否定的な選択肢（「そう思わない」など）を選択している学校数が著し
く少ない（全国で 100 校未満）設問については，より実態に即した相関関係を表す
ため，否定的な選択肢（「そう思わない」「どちらかといえば，そう思わない」）をま
とめて集計している。 
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＜学習態度＞ 
○ 児童は熱意をもって勉強していると思う，児童は授業中の私語が少なく，
落ち着いていると思う，児童は礼儀正しいと思うと回答している学校の割合
は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
 
 
 
 
＊質問 11： 児童は，熱意をもって勉強していると思いますか 
 
 
＊質問 12：児童は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思いますか 
 
 
＊質問 13：児童は，礼儀正しいと思いますか 
 
 
  
 
  
22.8 
22.9 
23.7 
23.1 
67.8 
68.9 
68.3 
69.2 
9.0 
7.9 
7.7 
7.6 
0.3 
0.2 
0.2 
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
36.2 
33.7 
34.6 
33.0 
53.6 
56.4 
55.7 
57.6 
9.4 
9.4 
9.2 
8.8 
0.8 
0.6 
0.5 
0.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
23.9 
24.0 
24.2 
23.8 
62.0 
63.1 
63.1 
63.8 
13.4 
12.4 
12.2 
12.0 
0.7 
0.5 
0.5 
0.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
そのとおりだと思う     どちらかといえば，そう思う           どちらかといえば，そう思わない 
そう思わない        その他，無回答 
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 ＜指導方法・学習規律＞ 
○ 児童に将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をしている学校
の割合に，若干の増加傾向がうかがえる。 
○ 以下の取組を行っている学校の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見ら
れない。 
・児童の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指
導をしている 
・児童の発言や活動の時間を確保して授業を進めている 
・私語をしないなど学習規律の維持を徹底している 
・適切にノートをとるなど学習方法に関する指導をしている 
・学級全員で取り組んだり挑戦したりする課題やテーマを与えている 
・本やインターネットなどを使った資料の調べ方が身に付くよう指導している 
・資料を使って発表ができるよう指導している 
・児童が自分で調べたことや考えたことを分かりやすく文章に書かせる指
導をしている 
・学校や地域であいさつをするよう指導している 
 
 
 
＊質問 27：児童の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしていますか 
 
 
＊質問 28：児童の発言や活動の時間を確保して授業を進めていますか 
 
 
 
 
 
29.2 
29.9 
29.7 
65.1 
64.9 
64.7 
5.6 
5.1 
5.5 
0.0 
0.0 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
38.8 
38.8 
39.3 
58.2 
58.6 
57.9 
2.9 
2.5 
2.8 
0.0 
0.0 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
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 ＊質問 29：児童に将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をしていますか 
 
 
＊質問 30：学習規律(私語をしない，話をしている人の方を向いて聞く，聞き手に向かって話をするな
ど)の維持を徹底していますか 
 
 
＊質問 31：学習方法（適切にノートをとる，テストの間違いを振り返って学習するなど）に関する指導 
をしていますか 
 
 
＊質問 32：児童に対して，学級全員で取り組んだり挑戦したりする課題やテーマを与えていますか 
 
 
＊質問 33：児童に対して，本やインターネットなどを使った資料の調べ方が身に付くよう指導していますか 
 
 
＊質問 34：児童に対して，資料を使って発表ができるよう指導していますか 
 
12.2 
13.0 
13.4 
54.0 
56.6 
57.4 
33.2 
29.9 
28.7 
0.4 
0.4 
0.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
53.9 
57.6 
57.8 
42.7 
39.7 
39.4 
3.3 
2.6 
2.7 
0.1 
0.0 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
49.5 
52.3 
51.6 
48.2 
45.6 
46.4 
2.3 
2.0 
2.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
38.7 
38.7 
37.4 
52.6 
52.9 
54.1 
8.5 
8.3 
8.4 
0.1 
0.1 
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
32.8
31.0 
60.3
61.7 
6.7
7.1 
0.1
0.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
28.0 
26.6 
62.3
64.2 
9.6
9.0 
0.1
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
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 ＊質問 35：児童が自分で調べたことや考えたことを分かりやすく文章に書かせる指導をしていますか 
 
 
＊質問 36：学校や地域であいさつをするよう指導していますか 
 
  
27.5
26.7 
63.8
65.7 
8.7
7.5 
0.0 
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
75.7 
76.2 
77.2 
23.7 
23.0 
22.1 
0.5 
0.7 
0.7 
0.0 
0.1 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
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 ＜学力向上に向けた取組等＞ 
○ 以下の取組を行っている学校の割合に，増加傾向がうかがえる。 
・「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けている 
・学校図書館を活用した授業を計画的に行っている 
・放課後を利用した補充的な学習サポートを実施している 
・長期休業日を利用した補充的な学習サポートを実施した 
○ 土曜日を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割合は，
21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
 
 
 
 
 
＊質問 22：「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けましたか 
 
※19 年度調査及び 20 年度調査については，「はい」と「いいえ」のみの選択肢であったため，「はい」と回答した学校については
「不定期に行った」に，「いいえ」と回答した学校については「行っていない」に分類して集計している。 
 
  
 
 
 
＊質問 23：学校図書館を活用した授業を計画的に行いましたか 
 
※19 年度調査及び 20 年度調査については，「はい」と「いいえ」のみの選択肢であったため，「はい」と回答した学校については
「年に数回程度行った」に，「いいえ」と回答した学校については「行っていない」に分類して集計している。 
 
  
20.5 
19.7 
41.9 
41.9 
27.1 
27.7 
3.2 
3.5 
91.8 
93.0 
5.1 
5.2 
8.2 
7.0 
2.2 
2.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
17.1 
16.8 
31.0 
31.1 
29.7 
30.8 
60.0 
67.3 
16.5 
16.7 
40.0 
32.6 
5.7 
4.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
週に 1 回程度，またはそれ以上行った     月に数回程度行った         学期に数回程度行った 
年に数回程度行った                 行っていない              その他，無回答 
基本的に毎日行った              週に複数回，定期的に行った     週に１回，定期的に行った 
月に数回程度，定期的に行った    不定期に行った                行っていない 
その他，無回答 
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＊質問 24：放課後を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか 
 
※19 年度調査及び 20 年度調査については，「はい」と「いいえ」のみの選択肢であったため，「はい」と回答した学校については
「年に数回程度行った」に，「いいえ」と回答した学校については「行っていない」に分類して集計している。 
 
 
 
 
＊質問 25：土曜日を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか 
 
※19 年度調査及び 20 年度調査については，「はい」と「いいえ」のみの選択肢であったため，「はい」と回答した学校については
「年に数回程度行った」に，「いいえ」と回答した学校については「行っていない」に分類して集計している。 
 
 
 
 
＊質問 26：長期休業日を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか（長期休業日に実施した日数の累計） 
 
※19 年度調査及び 20 年度調査については，「はい」と「いいえ」のみの選択肢であったため，「はい」と回答した学校については「１
日から延べ４日」に，「いいえ」と回答した学校については「行っていない」に分類して集計している。 
  
2.1 
2.2 
12.2 
12.9 
14.6 
11.9 
20.0 
21.3 
40.9 
42.0 
12.0 
13.7 
59.0 
58.0 
39.1 
37.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
0.2 
0.4 
1.1 
0.9 
0.6 
0.9 
2.3 
1.8 
0.7 
1.1 
97.7 
98.1 
96.8 
96.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
2.3 
2.3 
4.4 
3.5 
18.5 
18.7 
47.7 
49.9 
31.7 
33.8 
52.2 
50.0 
43.0 
41.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
基本的に毎週行った                  月に数回程度行った          学期に数回程度行った 
年に数回程度行った                  行っていない               その他，無回答 
延べ 13 日以上           延べ９日から 12 日             延べ５日から８日 
１日から延べ４日          行っていない                   その他，無回答 
週に４回以上行った               週に２～３回行った            週に 1 回行った 
月に数回程度行った           年に数回程度行った             行っていない 
その他，無回答 
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 ＜国語科の指導方法＞ 
○ 国語の指導として，発展的な学習の指導を行った学校の割合，書く習慣
を付ける授業を行った学校の割合に，増加傾向がうかがえる。 
○ 国語の指導として，目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行
った学校の割合に，若干の増加傾向がうかがえる。 
○ 国語の指導として，補充的な学習の指導を行った学校の割合，様々な文
章を読む習慣を付ける授業を行った学校の割合，漢字・語句など基礎的・
基本的な事項を定着させる授業を行った学校の割合は，21 年度と比べ大き
な変化は見られない。 
 
 
 
 
＊質問 56：国語の指導として，補充的な学習の指導を行いましたか 
 
 
＊質問 57：国語の指導として，発展的な学習の指導を行いましたか 
 
  
＊質問 58：国語の指導として，目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか 
 
11.7 
15.0 
13.4 
12.9 
53.4 
56.7 
55.5 
56.6 
30.7 
25.5 
28.0 
27.5 
4.2 
2.8 
3.1 
3.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
3.0 
3.9 
4.2 
4.2 
30.7 
34.0 
35.3 
35.4 
58.1 
56.4 
55.2 
55.7 
8.1 
5.6 
5.3 
4.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
25.8 
23.0 
22.9 
22.0 
58.8 
62.7 
64.5 
66.7 
14.9 
13.8 
12.3 
11.1 
0.4 
0.4 
0.2 
0.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
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 ＊質問 59：国語の指導として，書く習慣を付ける授業を行いましたか 
 
 
＊質問 60：国語の指導として，様々な文章を読む習慣を付ける授業を行いましたか 
 
 
＊質問 61：国語の指導として，漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか 
 
 
 
 
  
23.2 
25.8 
27.2 
28.6 
60.4 
61.6 
61.9 
61.0 
16.1 
12.3 
10.8 
10.3 
0.3 
0.2 
0.1 
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
20.3 
21.4 
21.2 
21.2 
60.1 
61.6 
62.2 
61.9 
19.2 
16.7 
16.3 
16.7 
0.4 
0.3 
0.2 
0.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
49.4 
53.1 
52.1 
52.7 
47.5 
44.7 
45.9 
45.3 
2.9 
2.0 
2.0 
1.9 
0.1 
0.1 
0.1 
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
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 ＜算数科の指導方法＞ 
○ 算数の指導として，実生活における事象との関連を図った授業を行った
学校の割合に，若干の増加傾向がうかがえる。 
○ 算数の指導として，発展的な学習の指導を行った学校の割合に，若干の
減少傾向がうかがえる。 
○ 算数の指導として，補充的な学習の指導を行った学校の割合，計算問題
などの反復練習をする授業を行った学校の割合は，21 年度と比べ大きな変
化は見られない。 
 
 
 
 
 
＊質問 62：算数の指導として，補充的な学習の指導を行いましたか 
 
 
＊質問 63：算数の指導として，発展的な学習の指導を行いましたか 
 
 
＊質問 64：算数の指導として，実生活における事象との関連を図った授業を行いましたか 
 
 
  
36.0 
36.1 
29.6 
29.0 
51.7 
53.8 
57.0 
58.6 
10.8 
9.1 
11.9 
10.7 
1.4 
0.9 
1.4 
1.7 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
13.3 
11.6 
9.5 
8.1 
45.2 
46.3 
45.3 
46.1 
37.7 
39.4 
42.1 
43.3 
3.7 
2.6 
3.2 
2.4 
0.1 
0.1 
0.0 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
8.8 
8.2 
7.9 
7.7 
51.4 
52.7 
54.1 
55.1 
38.4 
37.9 
37.0 
36.4 
1.4 
1.1 
1.0 
0.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
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 ＊質問 65：算数の指導として，計算問題などの反復練習をする授業を行いましたか 
 
 
  
57.8 
58.5 
56.4 
57.1 
39.5 
39.5 
41.6 
40.9 
2.5 
1.9 
1.9 
1.9 
0.1 
0.1 
0.1 
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
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 ＜習熟度別少人数指導＞ 
○ 前年度の算数の指導として，習熟の遅いグループに対して少人数による
指導を行った学校の割合，習熟の早いグループに対して発展的な内容につ
いて少人数による指導を行った学校の割合に，若干の減少傾向がうかがえ
る。 
○ 第４学年のときの算数の指導として，習熟の遅いグループに対して少人
数による指導を行った学校の割合，習熟の早いグループに対して発展的な
内容について少人数による指導を行った学校の割合は，21 年度と比べ大き
な変化は見られない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊質問 50：前年度の算数の指導として，習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行い，習得で
きるようにしましたか 
 
 
＊質問 51：前年度の算数の指導として，習熟の早いグループに対して発展的な内容について少人数によ
る指導を行いましたか 
 
 
 
 
 
 
18.5 
17.5 
18.2 
9.5 
10.1 
9.4 
12.4 
12.0 
11.6 
15.6 
14.6 
14.4 
43.8 
45.7 
46.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
13.6 
12.0 
11.7 
8.0 
8.5 
8.2 
11.9 
11.7 
11.5 
18.6 
18.5 
18.5 
47.7 
49.3 
50.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
年間の授業のうち，おおよそ３／４以上で行った 
年間の授業のうち，おおよそ１／２以上，３／４未満で行った 
年間の授業のうち，おおよそ１／４以上，１／２未満で行った 
年間の授業のうち，おおよそ１／４未満で行った 
習熟度別の少人数指導を行っていない 
その他，無回答 
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＊質問 54：第４学年のときの算数の指導として，習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行い，
習得できるようにしましたか 
 
＊質問 55：第４学年のときの算数の指導として，習熟の早いグループに対して発展的な内容について少
人数による指導を行いましたか 
 
  
13.6
13.8 
8.7
8.7 
11.3
11.5 
15.2
14.7 
50.8
51.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
9.6
9.0 
7.1
7.4 
10.7
10.8 
18.1
17.9 
54.1
54.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
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＊質問 52：算数の授業において，習熟度別の少人数による指導を行うにあたって，少人数学習集団をどのよう
に編制しましたか（母数：前年度の算数の授業において習熟度別少人数指導を行った学校） 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊質問 53：算数の授業において，習熟度別の少人数による指導を行うにあたって，主にどのような教材
を用いましたか（母数：前年度の算数の授業において習熟度別少人数指導を行った学校） 
 
 
  
71.6
71.2 
28.4
28.7 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
18.1
18.3 
63.1
64.6 
15.7
14.5 
3.1
2.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
○ 算数の授業において，習熟度別の少人数による指導を行うにあたっての
少人数学習集団の編制の仕方と主に用いた教材は，21 年度と比べ大きな変
化は見られなかった。 
すべての学習集団で同一の教材 
各学習集団の習熟度に合わせて既存の教材を組み合わせたもの 
各学習集団の習熟度に合わせて独自に作成した教材 
個々の児童の個人差に合わせて作成した教材 
その他，無回答 
１つの学級を２つ以上の学習集団に分けた 
複数の学級から学級とは別の２つ以上の学習集団に分けた 
その他，無回答 
-70-
 ＜コンピュータなどを活用した教育＞ 
○ 算数の指導として，学期に１回以上，教員がコンピュータ等を使って，
資料等を拡大表示したり，デジタル教材を活用したりするなどの工夫をし
ている学校の割合に，増加傾向が見られる。 
○ 国語の指導として，学期に１回以上，教員がコンピュータ等を使って，
資料等を拡大表示したり，デジタル教材を活用するなどの工夫をしている
学校の割合に，増加傾向がうかがえる。 
○ 国語・算数の指導として，学期に１回以上，普通教室でのインターネッ
トを活用した授業を行っている学校の割合に，若干の増加傾向がうかがえ
る。 
○ 国語・算数の指導として，発表や自分の考えを整理する際に，児童がコ
ンピュータを使う学習活動を行っている学校の割合は，21 年度と比べ大き
な変化は見られない。 
 
 
 
＊質問 37：国語の指導として，普通教室でのインターネットを活用した授業を行っていますか 
 
＊質問 40：算数の指導として，普通教室でのインターネットを活用した授業を行っていますか 
 
＊質問 38：国語の指導として，発表や自分の考えを整理する際に，児童がコンピュータを使う学習活動
を行っていますか 
 
 
1.6 
1.4 
1.5 
11.6 
12.0 
12.1 
21.6 
22.4 
24.6 
65.1 
64.2 
61.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
0.8 
0.8 
1.0 
5.9 
6.3 
6.6 
16.1 
16.4 
18.2 
77.1 
76.4 
74.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
1.7 
1.5 
1.5 
18.0 
18.1 
17.9 
42.9 
43.7 
44.6 
37.2 
36.7 
36.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
週１回以上               月１回以上              学期に１回以上 
ほとんど，または，全く行っていない                    その他，無回答 
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 ＊質問 41：算数の指導として，発表や自分の考えを整理する際に，児童がコンピュータを使う学習活動
を行っていますか 
 
＊質問 39：国語の指導として，教員がコンピュータ等を使って，資料等を拡大表示したり，デジタル教
材を活用するなどの工夫をしていますか 
 
＊質問 42：算数の指導として，教員がコンピュータ等を使って，資料等を拡大表示したり，デジタル教
材を活用するなどの工夫をしていますか 
 
 
 
  
0.9 
0.9 
1.1 
9.9 
9.3 
10.0 
28.3 
28.7 
28.6 
60.8 
61.1 
60.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
4.8 
5.5 
7.2 
25.6 
27.4 
28.2 
40.0 
41.3 
40.4 
29.5 
25.8 
24.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
4.5 
5.2 
7.0 
21.1 
21.7 
22.8 
38.7 
39.8 
38.9 
35.6 
33.2 
31.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
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 ＜家庭学習・家庭との連携＞ 
○ 国語・算数の指導として，家庭学習の課題（宿題）をよく与えた学校の
割合に，増加傾向が見られる。 
○ 国語・算数の指導として，保護者に対して児童の家庭学習を促すよう働
きかけを行っている学校の割合に，若干の増加傾向がうかがえる。 
 
 
 
 
＊質問 73：国語の指導として，家庭学習の課題(宿題)を与えましたか 
 
  
＊質問 77：算数の指導として，家庭学習の課題(宿題)を与えましたか 
 
 
＊質問 74：国語の指導として，保護者に対して児童の家庭学習を促すよう働きかけを行いましたか 
 
 
＊質問 78：算数の指導として，保護者に対して児童の家庭学習を促すよう働きかけを行いましたか 
 
60.1 
70.6 
73.8 
77.0 
36.9 
28.1 
25.1 
22.0 
2.7 
1.2 
1.0 
0.9 
0.2 
0.0 
0.0 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
62.9 
71.8 
74.5 
78.1 
34.6 
26.9 
24.5 
21.0 
2.3 
1.1 
1.0 
0.9 
0.1 
0.0 
0.0 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
38.1 
43.5 
46.5 
52.4 
49.5 
47.6 
9.3 
6.8 
5.8 
0.1 
0.1 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
39.5 
43.7 
46.7 
50.8 
48.7 
46.9 
9.4 
7.4 
6.3 
0.2 
0.2 
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
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＊質問 76：国語の指導として，児童に与えた家庭学習の課題について，評価・指導を行いましたか 
 
 
＊質問 80：算数の指導として，児童に与えた家庭学習の課題について，評価・指導を行いましたか 
 
 
 
 
 
＊質問 75：国語の指導として，家庭学習の課題の与え方について，校内の教職員で共通理解を図ってい
ますか 
 
 
＊質問 79：算数の指導として，家庭学習の課題の与え方について，校内の教職員で共通理解を図ってい
ますか 
 
55.8 
55.3 
57.5 
41.5 
40.2 
38.7 
2.5 
4.2 
3.6 
0.1 
0.2 
0.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
58.1 
55.3 
57.4 
39.3 
39.9 
38.7 
2.5 
4.5 
3.7 
0.1 
0.3 
0.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
27.6
33.1 
48.4
47.8 
21.5
17.3 
2.4
1.7 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
27.6
33.4 
47.9
47.9 
21.8
16.9 
2.6
1.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
○ 算数の指導として，家庭学習の課題の与え方について，校内の教職員で
共通理解を図っている学校の割合は，21 年度と比べ高くなっている。 
○ 国語の指導として，家庭学習の課題の与え方について，校内の教職員で
共通理解を図っている学校の割合は，21 年度と比べやや高くなっている。
○ 国語・算数の指導として，児童に与えた家庭学習の課題について，評価・
指導を行った学校の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
当てはまる           どちらかといえば，当てはまる        どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない         その他，無回答 
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＊質問 81：家庭学習の取組として，調べたり文章を書いたりしてくる宿題を出していますか（新規） 
 
 
＊質問 82：家庭学習の取組として，学校では，児童に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教える
ようにしていますか（新規） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊質問 81：家庭学習の取組として，調べたり文章を書いたりしてくる宿題を出していますか（新規） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
16.5 55.8 27.4 0.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
22年度調査
27.9 60.4 11.5 0.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
22年度調査
○ 国語・算数の指導について，家庭学習の取組として，調べたり文章を書
いたりしてくる宿題を出している学校の割合は約 72％であり，家庭での学
習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしている学校の割合は約
88％である。 
よく行った             どちらかといえば，行った         あまり行っていない 
全く行っていない          その他，無回答 
○ 国語・算数の指導について，家庭学習の取組として，調べたり文章を
書いたりしてくる宿題を出している学校の方が，平均正答率が高い傾向
が見られる。 
84.3 
79.4 81.8 76.3 
20%
40%
60%
80%
100%
国語Ａ 国語Ｂ
75.4 
50.0 
72.8 
47.5 
20%
40%
60%
80%
100%
算数Ａ 算数Ｂ
よく行った           どちらかといえば，行った          あまり行っていない/全く行っていない   
-75-
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※Ａ群およびＢ群による比較を行っているグラフについては，第６学年の学級数が２学級以上の公立学
校（特別支援学校を除く）について分析している。国語Ａ・Ｂ，算数Ａ・Ｂのすべてにおいて，学校
の平均正答率が，公立学校に在籍する児童の正答率の全国平均を５ポイント以上上回る公立学校（221
校）を「Ａ群」，全国平均を５ポイント以上下回る公立学校（197 校）を「Ｂ群」とする。 
 
 
 
＊質問 81：家庭学習の取組として，調べたり文章を書いたりしてくる宿題を出していますか（新規） 
 
 
＊質問 82：家庭学習の取組として，学校では，児童に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教える
ようにしていますか（新規） 
 
 
  
16.7 
5.5 
63.2 
51.3 
20.1 
42.7 
0.0 
0.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
A群
B群
29.3 
15.5 
54.4 
65.0 
15.5 
19.5 
0.8 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
A群
B群
○ 平均正答率が５ポイント以上全国平均を上回る学校（Ａ群）の方が，
５ポイント以上全国平均を下回る学校（Ｂ群）より， 
 ・国語・算数の指導について，家庭学習の取組として，調べたり文章を
書いたりしてくる宿題を出している 
 ・国語・算数の指導について，家庭学習の取組として，学校では，児童
に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしている 
 と回答している割合が高い傾向が見られる。  
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
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 ＜教員研修＞ 
○ 模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っている学校の割合に，若
干の増加傾向がうかがえる。 
○ 授業研究を伴う校内研修を前年度，年間７回以上実施している学校の割
合は，21 年度と比べやや高くなっている。 
○ 学校でテーマを決め，講師を招聘
へい
するなどの校内研修を行っている学校
の割合，教員が，他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に
参加できるようにしている学校の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見ら
れない。 
 
 
 
＊質問 86：学校でテーマを決め，講師を招聘
へい
するなどの校内研修を行っていますか  
 
 
＊質問 87：模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか  
 
 
＊質問 88：教員が，他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加できるようにしていますか 
 
  
56.2 
57.0 
56.6 
57.7 
34.8 
35.0 
35.2 
34.3 
7.8 
6.8 
6.8 
6.7 
1.3 
1.1 
1.4 
1.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
52.5 
54.6 
56.0 
58.5 
38.8 
38.2 
37.7 
36.0 
8.2 
6.8 
6.0 
5.2 
0.5 
0.4 
0.3 
0.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
50.7 
50.5 
52.2 
53.8 
45.6 
45.6 
44.0 
42.7 
3.6 
3.7 
3.8 
3.4 
0.1 
0.1 
0.0 
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
よくしている          どちらかといえば，している           あまりしていない 
全くしていない         その他，無回答 
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＊質問 89：授業研究を伴う校内研修を前年度，何回実施しましたか 
 
  
21.7 
22.0 
20.7 
21.9 
5.1 
5.4 
5.2 
6.1 
7.7 
7.8 
7.6 
8.2 
10.2 
10.9 
10.2 
11.0 
17.9 
18.0 
18.6 
18.5 
20.7 
20.2 
20.6 
18.3 
14.2 
13.4 
14.3 
13.8 
2.3 
2.1 
2.3 
1.9 
0.1 
0.2 
0.1 
0.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
年間 15 回以上           年間 13 回から 14 回            年間 11 回から 12 回 
年間９回から 10 回            年間７回から８回       年間５回から６回 
年間３回から４回              年間１回から２回             全く実施していない 
その他，無回答 
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 ＜教職員の取組＞ 
○ 校長が校内の授業を週に２～３日程度以上見て回っている学校の割合
に，増加傾向が見られる。 
○ 以下と回答している学校の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られな
い。 
・教職員が，校内外の研修や研究会に参加し，その成果を教育活動に積極
的に反映させている 
・指導計画の作成にあたっては，教職員同士が協力し合っている 
・学校の教育目標やその達成に向けた方策について，全教職員の間で共有
し，取組にあたっている 
 
 
 
＊質問 90：教職員は，校内外の研修や研究会に参加し，その成果を教育活動に積極的に反映させていますか 
 
 
＊質問 91：指導計画の作成にあたっては，教職員同士が協力し合っていますか 
 
 
＊質問 92：学校の教育目標やその達成に向けた方策について，全教職員の間で共有し，取組にあたって
いますか 
 
 
 
30.5 
32.1 
32.9 
63.5 
62.1 
60.8 
6.0 
5.7 
5.8 
0.0 
0.1 
0.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
45.8 
51.1 
50.5 
50.3 
46.1 
46.2 
3.8 
2.7 
3.2 
0.0 
0.0 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
51.1 
54.6 
55.4 
46.9 
43.8 
42.7 
1.9 
1.6 
1.7 
0.0 
0.0 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
よくしている          どちらかといえば，している          あまりしていない 
全くしていない         その他，無回答 
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＊質問 93：校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか 
 
 
  
38.3 
42.9 
46.1 
39.1 
38.4 
37.2 
21.3 
17.7 
15.8 
1.1 
0.9 
0.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
ほぼ毎日                   週に２～３日程度          月に数日程度 
ほとんど行っていない            その他，無回答 
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 ＜幼児教育と小学校教育の連携＞ 
○ 保育所や幼稚園との連携を行っている学校の割合は，約 78％である。 
 
 
 
＊質問 66：あなたの学校では，保育所や幼稚園との連携を行っていますか（新規） 
 
  
78.3 21.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
22年度調査
はい                  いいえ                    その他，無回答 
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 ＜地域の人材の活用・施設等の活用＞ 
○ 以下と回答している学校の割合は，21 年度と比べやや高くなっている。 
・地域の人材を外部講師として招聘
へい
した授業を行った 
・ボランティア等による授業サポート（補助）を行った 
・博物館や科学館，図書館を利用した授業を行った 
・学校支援ボランティアの仕組みにより，保護者や地域の人が学校における教
育活動や様々な活動に参加してくれる 
○ 職場見学や職場体験活動を行っている学校の割合，ＰＴＡや地域の人が学
校の諸活動にボランティアとしてよく参加してくれると回答した学校の割合は，
21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
 
 
 
 
＊質問 67：地域の人材を外部講師として招聘
へい
した授業を行いましたか 
 
 
＊質問 68：ボランティア等による授業サポート(補助)を行いましたか 
 
  
25.2 
23.9 
23.3 
26.7 
53.0 
50.7 
50.7 
51.5 
18.8 
21.4 
22.1 
18.7 
2.9 
3.9 
3.9 
3.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
9.9 
10.2 
10.2 
11.5 
26.4 
25.6 
24.8 
26.6 
32.7 
31.5 
31.4 
31.8 
31.0 
32.7 
33.6 
30.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
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 ＊質問 69：博物館や科学館，図書館を利用した授業を行いましたか 
 
 
 
 
＊質問 70：職場見学や職場体験活動を行っていますか 
 
 
 
 
 
＊質問 71：ＰＴＡや地域の人が学校の諸活動にボランティアとして参加してくれますか 
 
 
 
 
 
＊質問 72：学校支援ボランティアの仕組みにより，保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な
活動に参加してくれますか 
 
  
5.2 
5.0 
4.6 
5.2 
33.4 
31.7 
29.7 
31.1 
45.5 
46.3 
48.1 
47.6 
15.8 
16.9 
17.6 
16.1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
32.6 
34.4 
36.1 
37.6 
67.2 
65.4 
63.6 
62.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
48.7 
50.6 
54.9 
56.9 
47.1 
45.2 
41.4 
40.0 
3.9 
4.0 
3.4 
3.0 
0.1 
0.1 
0.2 
0.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
31.6
34.0 
41.4
41.8 
4.6
3.7 
22.3
20.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
よく参加してくれる             参加してくれる                 あまり参加してくれない 
全く参加してくれない         その他，無回答 
よく参加してくれる                         参加してくれる        あまり参加してくれない 
学校支援ボランティアの仕組みがない     その他，無回答 
行っている                 行っていない              その他，無回答 
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 ＜開かれた学校＞ 
○ 学校の教育活動の情報について，ホームページを更新し，情報提供を行
った学校の割合に増加傾向がうかがえる。 
○ 保護者からの意見や要望を聞くために，学校として懇談会の開催やアン
ケート調査を年間３回以上実施した学校の割合は，21 年度と比べやや高く
なっている。 
○ 地域の人が自由に授業参観などができる学校公開日を設けている学校
の割合に，若干の増加傾向がうかがえる。 
 
 
 
 
 
＊質問 83：学校の教育活動の情報について，前年度にどのくらいの頻度でホームページを更新し，情報
提供を行いましたか 
 
※19年度調査及び20年度調査については，ホームページの開設について「はい」と「いいえ」のみの選択肢であったため，「はい」
と回答した学校については「１年に１回か，それより少ない頻度で更新した」に，「いいえ」と回答した学校については「ホームペー
ジを開設していない」に分類して集計している。 
 
 
 
 
＊質問 84：保護者からの意見や要望を聞くために，学校として懇談会の開催やアンケート調査を前年度
にどのくらい実施しましたか 
 
※19 年度調査及び 20 年度調査については，懇談会の開催やアンケート調査の実施について「はい」と「いいえ」のみの選択肢で
あったため，「はい」と回答した学校については「年間に１回実施した」に，「いいえ」と回答した学校については「実施していない」
に分類して集計している。 
  
13.4 
16.5 
29.9 
33.6 
19.1 
18.0 
73.5 
75.8 
19.8 
16.2 
26.5 
24.2 
17.7 
15.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
45.6 
48.0 
20.1 
20.5 
17.2 
16.9 
97.7 
98.3 
16.7 
14.4 
2.2 
1.6 
0.4 
0.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
週に１回以上更新した       月に１回程度更新した        学期に１回程度更新した 
１年に１回か，それより少ない頻度で更新した        ホームページを開設していない 
その他，無回答 
年間に４回以上実施した       年間に３回実施した        年間に２回実施した 
年間に１回実施した          実施していない           その他，無回答 
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＊質問 85：地域の人が自由に授業参観などができる学校公開日を設けていますか 
 
  
79.7 
81.0 
81.6 
83.3 
20.2 
19.0 
18.3 
16.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19年度調査
20年度調査
21年度調査
22年度調査
はい                      いいえ                    その他，無回答 
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 選択肢１ 選択肢２ 選択肢３ 選択肢４ 選択肢５ 選択肢６ 選択肢７
　中 央 値 49.6   49.5   49.2   48.5   47.5   46.0   41.7   
　箱 の 上 辺 56.8   54.9   52.9   52.4   51.7   50.3   49.0   
　箱 の 下 辺 42.9   45.7   45.6   44.6   43.1   41.3   33.5   
　ひ げ の 上 端 77.1   68.3   63.8   63.6   64.6   63.9   70.8   
　ひ げ の 下 端 22.2   32.7   35.1   33.0   30.6   27.8   16.7   
（ 学 校 数 ） 1002 校 895 校 1124 校 1360 校 606 校 319 校 118 校
選択肢１ 選択肢２ 選択肢３ 選択肢４ 選択肢５ 選択肢６ 選択肢７
　中 央 値 76.2   75.4   74.8   74.0   73.4   71.6   70.2   
　箱 の 上 辺 82.7   79.6   78.2   78.1   77.0   75.7   77.6   
　箱 の 下 辺 69.8   71.0   71.0   70.0   68.8   66.8   59.6   
　ひ げ の 上 端 100.0   92.6   88.7   90.0   88.3   88.0   100.0   
　ひ げ の 下 端 50.8   58.7   60.2   58.3   56.5   54.4   36.8   
（ 学 校 数 ） 1002 校 895 校 1124 校 1360 校 606 校 319 校 118 校
選択肢１ 選択肢２ 選択肢３ 選択肢４ 選択肢５ 選択肢６ 選択肢７
　中 央 値 80.7   79.0   78.7   77.8   76.6   75.0   72.1   
　箱 の 上 辺 87.2   83.2   82.1   81.5   80.9   79.0   80.0   
　箱 の 下 辺 75.0   75.2   75.1   73.7   72.1   69.1   61.1   
　ひ げ の 上 端 100.0   95.0   92.5   92.9   94.0   93.3   100.0   
　ひ げ の 下 端 56.7   63.9   64.5   61.9   60.2   54.4   40.0   
（ 学 校 数 ） 1002 校 895 校 1124 校 1360 校 606 校 319 校 118 校
選択肢１ 選択肢２ 選択肢３ 選択肢４ 選択肢５ 選択肢６ 選択肢７
　中 央 値 85.0   84.1   84.2   83.4   82.2   80.9   78.3   
　箱 の 上 辺 89.7   87.4   86.8   86.3   85.7   84.2   86.7   
　箱 の 下 辺 80.0   81.1   81.1   80.2   79.3   76.9   67.5   
　ひ げ の 上 端 100.0   96.7   94.4   95.2   93.9   94.7   100.0   
　ひ げ の 下 端 66.7   72.1   72.5   71.1   70.0   66.3   40.0   
（ 学 校 数 ） 1002 校 895 校 1124 校 1360 校 606 校 319 校 118 校
選択肢
＜算　数　Ｂ＞ 学校の平均 　正答率
選択肢
＜算　数　Ａ＞ 学校の平均 　正答率
選択肢
＜国　語　Ｂ＞ 学校の平均 　正答率
選択肢
＜国　語　Ａ＞ 学校の平均 　正答率
＜就学援助＞ 
 
 
 
 
 
 
＊質問 14：第６学年の児童のうち，就学援助を受けている児童の割合は，どれくらいですか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 就学援助を受けている児童の割合が高い学校の方が，その割合が低い
学校よりも平均正答率が低い傾向が見られる。 
○ 就学援助を受けている児童の割合が高い学校は，各学校の平均正答率
のばらつきが大きく，その中には，平均正答率が高い学校も存在する。 
選択肢１  在籍していない      選択肢２  ５％未満           選択肢３  ５％以上，10％未満 
選択肢４  10％以上，20％未満   選択肢５  20％以上，30％未満    選択肢６  30％以上，50％未満 
選択肢７  50％以上 
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 ＜全国学力・学習状況調査の活用＞ 
○ 全国学力・学習状況調査を，調査対象学年・教科だけではなく，学校全
体で活用した学校の割合，調査問題を第６学年や他学年の授業の中で活用
した学校の割合に，増加傾向が見られる。 
○ 全国学力・学習状況調査の自校の結果を分析し，指導計画等に反映させ
た学校の割合，具体的な教育指導の改善に活用した学校の割合に，増加傾
向がうかがえる。 
○ 全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人たち
に対して公表や説明を行った学校の割合は，21 年度と比べやや高くなっ
ている。 
○ 全国学力・学習状況調査を活用した学校の割合は約 98％であり，21 年
度と比べ大きな変化は見られない。 
○ 学校の指導計画等の検討にあたり，調査結果や報告書の内容を参考にし
た学校の割合は，21 年度と比べ大きな変化は見られない。 
○ 平成 21 年度調査や学校評価の結果等を踏まえた学力向上の取組につい
て，保護者や地域の人たちに対して働きかけを行った学校の割合は約74％
である。 
※以下質問 43 から質問 48 までに関して，20 年度調査については 19 年度調査の状況について，21 年度調査については
20 年度調査についての状況についての質問である。 
 
 
＊質問 43：平成 21 年度全国学力・学習状況調査の自校の結果を分析し，指導計画等に反映させましたか 
 
 
＊質問 44：平成 21 年度全国学力・学習状況調査の結果を分析し，具体的な教育指導の改善に活用しましたか 
 
 
 
86.7 
91.5 
92.0 
13.0 
8.2 
7.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
87.9 
92.7 
93.5 
11.8 
7.0 
6.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
はい                     いいえ                    その他，無回答 
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 ＊質問 45：平成 21 年度全国学力・学習状況調査の自校の結果を調査対象学年・教科だけではなく，学
校全体で活用しましたか 
 
 
＊質問 46：平成 21 年度全国学力・学習状況調査の調査問題を平成 21年度において，第６学年や他学年
の授業の中で活用しましたか 
 
 
＊質問 47：学校の指導計画や取組を検討するにあたり，平成 21 年度全国学力・学習状況調査の調査結
果や報告書の内容を参考にしましたか 
 
 
 
 
 
＊質問 43，質問 44，質問 45，質問 46，質問 47 への回答状況 
 
 
  
77.2 
83.3 
84.7 
22.6 
16.4 
15.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
48.5 
59.6 
61.1 
51.3 
40.1 
38.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
81.7 
84.4 
83.0 
18.1 
15.3 
16.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
36.6 
50.1 
51.2 
33.0 
28.4 
28.1 
15.9 
11.5 
11.2 
7.8 
5.4 
4.9 
4.0 
2.6 
2.7 
2.8 
2.2 
2.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年度調査
21年度調査
22年度調査
すべて肯定的な解答の学校   肯定的な回答が４つの学校   肯定的な回答が３つの学校 
肯定的な回答が２つの学校   肯定的な回答が１つの学校   全く肯定的な回答がない学校 
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＊質問 48：平成 21 年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人たちに対し
て公表や説明を行いましたか 
 
 
＊質問 49：平成 21 年度調査や学校評価の結果等を踏まえた学力向上の取組について，保護者や地域の
人たちに対して働きかけを行いましたか（新規） 
 
 
 
 
72.0 
74.3 
27.6
25.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年度調査
22年度調査
73.7 26.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
22年度調査
はい                     いいえ                    その他，無回答 
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（参考）「全国学力・学習状況調査の今後の在り方等に関する地方公共団体の意見等につい
ての調査」における【平成 21 年度の調査の活用について】の結果（速報）について 
 
 
平成 21 年度の調査の活用については，平成 22年６月現在で設置されている都道府県・市区町村教育
委員会を対象とした「全国学力・学習状況調査の今後の在り方等に関する地方公共団体の意見等につい
ての調査」において，【平成 21 年度の調査の活用について】を調査しており，その結果（速報）は以下
のとおりである。 
 
※平成 22 年 7 月 16 日時点，1,583 教育委員会の回答を集計している。 
※21 年６月の調査については，20 年度調査の活用状況についての質問，20 年６月の調査については，
19 年度調査の活用状況についての質問である。 
 
 
 
＊Ｑ34：平成 21 年度調査の結果について分析・検証を行いましたか  
 
※20 年６月の調査においては，都道府県・指定都市教育委員会について，平成 19 年度文部科学省「学力調査の結果に基づく検証改善サ
イクルの確立に向けた実践研究」を実施し，調査結果の活用を進めたため，調査の対象としていない。そのため，都道府県・指定都
市教育委員会については，「行った」と回答したと分類して集計している。 
 
 
＊Ｑ35：結果を踏まえ，自ら，改善計画等の策定・更新を行いましたか（複数選択可） 
１．改善計画の作成又は更新を行った 
２．改善計画以外で，既存の計画や教育委員会への方針の反映を行った 
３．行っていない 
４．無回答 
96.7 
96.7 
95.9 
3.3 
3.3 
3.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年６月
21年６月
22年６月
55.9 
44.3 
10.4 
0.5 
0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 % 90 % 100 %
１
２
３
４
22年６月
行った                    行っていない                無回答 
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＊Ｑ35 の回答状況：結果を踏まえ，自ら，改善計画等の策定・更新を行いましたか 
 
※22 年６月の調査については，「改善計画の作成又は更新を行った」，「改善計画以外で，既存の計画や教育委員会への方針の反映を行っ
た」と回答した教育委員会については「行った」に分類して集計している。21 年６月及び 20 年６月の調査については，「全国学力・
学習状況調査の結果を踏まえて新たに改善計画を策定したか，または作成した改善計画を更新した（ア）」，「ア以外の既存の計画や教
育委員会の方針への反映を行った（イ）」，「ア，イの両方とも行った」，「ア，イの両方とも行っていない」という選択肢であったため，
「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえて新たに改善計画を策定したか，または作成した改善計画を更新した（ア）」，「ア以外の既
存の計画や教育委員会の方針への反映を行った（イ）」，「ア，イの両方とも行った」と回答した教育委員会については「行った」に，
「ア，イの両方とも行っていない」と回答した教育委員会については「行っていない」に分類して集計している。また，20 年６月の
調査においては，都道府県・指定都市教育委員会について，平成 19 年度文部科学省「学力調査の結果に基づく検証改善サイクルの確
立に向けた実践研究」を実施し，調査結果の活用を進めたため，調査の対象としていない。そのため，都道府県・指定都市教育委員
会については，「行った」と回答したと分類して集計している。 
 
＊Ｑ36：どのような施策の改善・反映を行いましたか（複数選択可） 
  １．指導資料や教材の作成 
  ２．教職員研修・授業研究等への支援 
  ３．教職員や非常勤講師の配置等への配慮 
  ４．上記以外の取組 
  ５．特に反映していない 
  ６．無回答 
 
 
 
 
  
89.2 
88.7 
89.1 
10.8 
11.3 
10.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
20年６月
21年６月
22年６月
35.4 
82.0 
21.5 
10.5 
2.0 
0.7 
0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 % 90 % 100 %
１
２
３
４
５
６
22年６月
行った                     行っていない              無回答 
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＊Ｑ36 の回答状況：施策の改善・反映を行いましたか 
 
※22 年６月の調査については，「指導資料や教材の作成」，「教職員研修・授業研究等への支援」，「教職員や非常勤講師の配置等への配慮」，
「上記以外の取組」と回答した教育委員会については「はい」に，「特に反映していない」と回答した教育委員会については「いいえ」
に分類して集計している。21 年 6 月の調査のうち，指定都市を除く市町区村教育委員会に対しては，「全国学力・学習状況調査の結果
を踏まえた学校における具体的な改善の計画や取組に対し，学校の状況等に応じて，必要な指導・助言や支援等を行ったか」，「全国
学力・学習状況調査の結果を受けて，指導内容や指導方法等の改善を推進するため，指導資料や教材の作成等を行ったか」，「全国学
力・学習状況調査の結果を受けて，教職員研修・授業研究等への支援や教職員配置（非常勤講師を含む）への配慮などの教育施策の
改善に適切に反映したか」の質問において，１つ以上「行った」又は「反映した」と回答した教育委員会を「はい」に，すべて「行
っていない」又は「反映していない」と回答した教育委員会を「いいえ」に分類して集計している。 
 
 
＊Ｑ37：結果を踏まえ，家庭や地域に向けた取組等の周知・啓発を行いましたか 
 
 
 
 
 
 
 
＊Ｑ38：設置する学校における改善計画等に指導助言や支援を行いましたか（変更） 
 
  
93.7 
97.3 
6.3 
2.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年６月
22年６月
75.3 
72.2 
24.7 
26.5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年６月
22年６月
71.7 13.9 13.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
22年６月
 全ての学校に対し行った        特に必要と思われる学校に対し行った 
行っていない                     無回答 
はい                     いいえ                    無回答 
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＊Ｑ39：（都道府県教育委員会においては）市町村教育委員会や市町村立学校における改善計画等に指導
助言や支援を行いましたか。（変更） 
          （グラフ内の数字は都道府県教育委員会数） 
 
 
 
 
＊Ｑ38 及びＱ39 の回答状況：学校（都道府県教育委員会においては，学校・教育委員会）における改善
計画等に指導助言や支援を行いましたか 
 
※22 年６月の調査については，「全ての学校に対し行った」，「特に必要と思われる学校に対し行った」，「その他」と回答した教育委員会
については「行った」に分類して集計している。 
 
35 2 8 2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
22年６月
91.4
85.8 
8.6 
13.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
21年６月
22年６月
全ての学校に対し行った   特に必要と思われる学校に対し行った 
その他           行っていない                無回答 
 行った           行っていない              無回答 
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＜小学校調査と中学校調査の結果の差異＞ 
○ 小学校調査における学校質問紙の結果と中学校調査における学校質問
紙の結果について，20 ポイント以上（※）の差異があった質問は以下のと
おり。 
 ※選択肢が４つの質問においては，肯定的な選択肢２つを足した結果の差異。 
 ※以下（ ）内の質問番号は，中学校調査の質問番号。 
 
 
 
 
＊質問 23(23)：学校図書館を活用した授業を計画的に行いましたか 
 
 
 
 
 
＊質問 26(26)：長期休業日を利用した補充的な学習サポートを実施していますか（長期休業日に実施し
た日数の累計） 
 
 
 
 
 
＊質問 29(29)：児童（生徒）に将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をしていますか 
 
 
 
 
16.8 
2.0 
31.1 
11.1 
30.8 
32.2 
16.7 
38.7 
4.6 
15.7 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
2.3 
13.2 
3.5 
13.7 
18.7 
32.4 
33.8 
21.7 
41.5 
18.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
13.4 
36.1 
57.4 
59.5 
28.7 
4.3 
0.5 
0.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
延べ 13 日以上            延べ９日から 12 日        延べ５日から８日 
１日から延べ４日           行っていない            その他，無回答 
週に 1 回程度，またはそれ以上行った     月に数回程度行った         学期に数回程度行った 
年に数回程度行った                 行っていない              その他，無回答 
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＊質問 39(39)：国語の指導として，教員がコンピュータ等を使って，資料等を拡大表示したり，デジタ
ル教材を活用するなどの工夫をしていますか 
 
 
 
 
 
＊質問 67(66)：地域の人材を外部講師として招聘した授業を行いましたか 
 
 
＊質問 68(67)：ボランティア等による授業サポート(補助)を行いましたか 
 
 
＊質問 69(68)：博物館や科学館，図書館を利用した授業を行いましたか 
 
 
  
7.2 
2.7 
28.2 
12.6 
40.4 
32.7 
24.3 
51.8 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
26.7 
11.6 
51.5 
37.9 
18.7 
33.2 
3.1 
17.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
c
11.5 
5.5 
26.6 
12.6 
31.8 
23.9 
30.0 
58.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査 7
5.2 
1.9 
31.1 
13.3 
47.6 
42.9 
16.1 
41.9 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
週１回以上               月１回以上              学期に１回以上 
ほとんど，または，全く行っていない                    その他，無回答 
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＊質問 70(69)：職場見学や職場体験活動を行っていますか 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊質問 72(71)：学校支援ボランティアの仕組みにより，保護者や地域の人が学校における教育活動や
様々な活動に参加してくれますか 
 
 
 
 
 
＊質問 74(73)：国語の指導として，保護者に対して児童（生徒）の家庭学習を促すよう働きかけを行いましたか 
 
 
＊質問 78(77)：算数（数学）の指導として，保護者に対して児童（生徒）の家庭学習を促すよう働きか
けを行っていますか 
 
 
 
 
 
37.6 
94.1 
62.2 
5.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
34.0 
19.4 
41.8 
36.2 
3.7 
6.7 
20.5 
37.6 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
46.5 
22.9 
47.6 
48.6 
5.8 
25.0 3.4 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
46.7 
23.0 
46.9 
49.3 
6.3 
24.6 
0.1 
3.2 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
小学校調査
中学校調査
行っている                 行っていない              その他，無回答 
よく行った           どちらかといえば，行った           あまり行っていない 
全く行っていない       その他，無回答 
よく参加してくれる                          参加してくれる           あまり参加してくれない 
学校支援ボランティアの仕組みがない    その他，無回答 
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４．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（１）国語
小学校 国語Ａ １ 漢字を読んだり書いたりする
出題の趣旨
学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく読んだり書
いたりすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 言語事項
(１)ア 文字に関する事項
(ア) 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年まで
に配当されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されて
いる漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字
を漸次書くようにすること。
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分析概要
○ 学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく読んだり書い
たりするものである。今回出題した漢字の読みと書きについては，相当数の児童ができてい
る。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
１ 一 １ 「な（れる）」と解答しているもの 96.2 ◎
（1） ９ 上記以外の解答 2.8
０ 無解答 1.0
一 １ 「もくじ」と解答しているもの 96.0 ◎
（2） ２ 「もく」と解答しているが，「じ」と解答していないもの 0.7
３ 「もく」と解答していないが，「じ」と解答しているもの 0.4
９ 上記以外の解答 1.8
０ 無解答 1.2
一 １ 「せいけつ」と解答しているもの 96.5 ◎
（3） ２ 「せい」と解答しているが，「けつ」と解答していないもの 0.7
３ 「せい」と解答していないが，「けつ」と解答しているもの 0.2
９ 上記以外の解答 1.4
０ 無解答 1.1
二 １ 「久（しぶりに）」と解答しているもの 80.3 ◎
（1） ９ 上記以外の解答 8.3
０ 無解答 11.3
二 １ 「技術」と解答しているもの 74.9 ◎
（2） ２ 「技」と解答しているが，「術」と解答していないもの 6.7
３ 「技」と解答していないが，「術」と解答しているもの 8.5
９ 上記以外の解答 4.2
０ 無解答 5.7
二 １ 「変化」と解答しているもの 90.4 ◎
（3） ２ 「変」と解答しているが，「化」と解答していないもの 2.9
３ 「変」と解答していないが，「化」と解答しているもの 1.9
９ 上記以外の解答 1.4
０ 無解答 3.4
正答欄の表記は，次のとおりとする（以下同じ)。
「◎」…解答として求める条件をすべて満たしている正答
「○」…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
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分析結果と課題
○ 本問は，第５学年までに学習した漢字を文脈に沿って正しく読んだり書いたりするもので
ある。第５学年までに学習した漢字の読みを３問，書きを３問出題した。今回出題した漢字
については，書きより読みの正答率が高い。
※1
○ 今回出題した漢字は，過去の調査と同一問題とした。正答率は，以下のとおりである。
＜過去の調査における正答率との比較＞ ( )の中は，実施年度及び実施学年
< >の中は，該当漢字の配当学年
読み 全国学力調査 教育課程実施状況調査
特定の課題に関する
出題漢字 調査 今回書き (昭和34・41年度) (平成5・13・15年度) (平成16年度)
なれる
読み
93.4％(平成15年度)
96.2 ％
<第5学年> (第5学年)
もくじ
88.6％(平成5年度)
<「目」は第1学年， 読み
80.5％(昭和41年度) (第5学年)
96.0 ％
「次」は第3学年>
(第5学年) 92.9％(平成13年度)
(第5学年)
せいけつ
<「清」は第4学年， 読み 82.0％(第5学年) 96.5 ％
「潔」は第5学年>
久しぶりに
書き
79.2％(平成15年度)
80.3 ％
<第5学年> (第5学年)
技術
書き 74.0％(第6学年) 74.9 ％
<いずれも第5学年>
変化
43.1％(昭和34年度)
<「変」は第4学年， 書き
(第6学年)
90.4 ％
「化」は第3学年>
○ 漢字の読みの誤答には，設問一(1)「な(れる）」を「はい（れる）」や「て（れる）」と解
答しているものがある。また，設問一(2)「もくじ」を「もくつぎ」や「めつぎ」と解答し
ていたり，設問一(3)「せいけつ」を「せいそう」や「せっけつ」と解答していたりしてい
るものがある。
○ 漢字の書きの誤答には，設問二(1)「久」を「々」や「夊」のように，似た形の漢字にし
て解答しているものがある。設問二(2)「技術」では，「技」の「てへん」を「きへん」にし
て解答していたり，「術」の八画目の点画を省いて解答したりしているものなどがある。設
問二(3)「変化」では，「化」を「加」や「果」のように，同音の漢字を当てはめて解答して
いるものがある。
学習指導に当たって
○ 漢字を正しく読んだり書いたりするには，習得した漢字を文や文章の中で適切に使うこと
ができるようにすることが重要である。そのためには，習得した漢字の音訓，部首，点画な
どに間違いはないかどうかを日常的に確認するとともに，文や文章の中で果たす漢字の意味
をとらえた上で，正しく使用しているかどうかを評価するように指導することが大切である。
※1) 過去の調査
昭和34年度全国学力調査（昭和34年9月実施）対象：第6学年（抽出）約94,000人
昭和41年度全国小学校学力調査（昭和41年6月実施）対象：第5学年（抽出）約331,000人
平成５年度教育課程実施状況に関する総合的調査研究（平成6年2月実施）対象：第5,6学年（抽出）各学年
約16,000人
平成13年度小・中学校教育課程実施状況調査（平成14年2月実施）対象：第5,6学年（抽出）各学年約104,000人
平成15年度小・中学校教育課程実施状況調査（平成16年2月実施）対象：第5,6学年（抽出）各学年約106,000人
平成16年度特定の課題に関する調査（平成17年2月実施）対象：第4～6学年（抽出）各学年約3,000人
なお，各調査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意す
る必要がある。
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小学校 国語Ａ ２ 文章の内容を把握する
出題の趣旨
説明的な文章の内容を的確に押さえながら読むことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
イ 目的や意図などに応じて，文章の内容を的確に押さえながら要旨をとらえること。
分析概要
○ 正答率は，83.5％である。説明的な文章の内容を的確に押さえながら読むことについては，
相当数の児童ができている。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
２ １ １ と解答しているもの 2.6
２ ２ と解答しているもの 5.0
３ ３ と解答しているもの 4.8
４ ４ と解答しているもの 83.5 ◎
９ 上記以外の解答 3.7
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
○ 本問は，説明的な文章を読み，文と文との関係を押さえ，中心となる語句や文に着目しな
がら，文脈に合う適切な言葉を選択するものである。選択肢には，祭りに出る店の数と集ま
る人の数との相関関係を表す四つの組合せを取り上げた。一文一文が示す内容を理解し，中
心となる語句や文と文とのつながりに着目しながら，祭りに出る店の数が増えると人の数も
増えるという相関関係を的確に押さえて読む必要がある。正答率は，83.5％である。
○ 誤答には，人の数が多くなると予想し，それは店の数が昨年よりも少ないからと考えたも
の（解答類型２）が5.0％，人の数が少なくなると予想し，それは店の数が昨年よりも少な
いからと考えたもの（解答類型３）が4.8％ある。また，人の数が少なくなると予想し，そ
れは店の数が昨年よりも多いからと考えたもの（解答類型１）が2.6％ある。
祭りに出る店の数が今年のほうが昨年よりも二十増えるという事実をとらえることができ
なかったり，祭りに出る店の数と集まる人の数との相関関係をとらえることができなかった
りしたと考えられる。
学習指導に当たって
○ 文章の内容を的確に押さえながら読むには，目的や意図に応じて中心となる語や文をとら
え，段落相互の関係や事実と感想，意見などとの関係に着目できるようにすることが重要で
ある。そのためには，調べるために読む，紹介するために読むなど，本や文章を読む目的を
明確に設定する必要がある。目的や意図に応じて読み，取り上げる中心となる語や文を明確
にしながら，それらを用いて要点をまとめたり，段落相互の関係などを押さえて小見出しを
付けたりすることができるように指導することが大切である。
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小学校 国語Ａ ３ 登場人物を関係付けて読む
出題の趣旨
文学的な文章に登場する人物を相互に関係付けて読むことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 登場人物の心情や場面についての描写など，優れた叙述を味わいながら読むこと。
分析概要
○ 正答率は，65.3％である。文学的な文章に登場する人物を相互に関係付けて読むことに
課題がある。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３
１
アに「母さん」，イに「おじいちゃん」，ウに「ぼく」と解答して
53.5 ◎
いるもの
２
アに「母さん」，イに「おじいちゃん」，ウに「ぼく」と同じ意味
11.8 ○
で，本文中の言葉を使って解答しているもの
９ 上記以外の解答 33.0
０ 無解答 1.7
正答率 65.3
分析結果と課題
○ 本問は，物語の一部を読み，描写に着目しながら登場する人物の相互関係をとらえるもの
である。中心となる人物が「ぼく」であることを押さえ，「ぼく」，「母さん」，「おじいちゃ
ん」の三人の関係を前後の文脈に基づいて判断しながら読む必要がある。正答率は，65.3％
である。そのうち，11.8％は，「おじいさま」や「母」のように，正答と同じ意味で，本文
中の言葉を使って解答しているものである。
○ 誤答は，解答類型９が33.0％ある。その中には，アに「おじいちゃん」，イに「母さん」，
ウに「ぼく」と解答しているものや，アに「ぼく」，イに「おじいちゃん」，ウに「ぼく」
と解答しているものなどがある。
物語の語り手である主人公の「ぼく」についてはとらえることはできるが，登場する人物
の心情や場面についての描写に着目しながら，「ぼく」を取り巻く「母さん」と「おじいち
ゃん」との関係を的確に位置付けることはできなかったと考えられる。
○ 過去の全国学力・学習状況調査（以下，全国調査という。）では，平成19年度国語Ａ10「登
場人物を把握する」（正答率63.3％）において同様な問題を取り上げている。そこでは，登
場人物の相互関係を押さえた上で，主人公の心情をとらえることに課題があった。本問から
は，登場人物の相互関係をとらえることに課題があることが分かる。
これらのことを踏まえると，物語を読むときの基本ともなる主人公の心情や登場人物の相
互関係をとらえることに課題があると考えられる。
学習指導に当たって
○ 文学的な文章に登場する人物を相互に関係付けて読むには，それぞれの人物の行動や会話，
情景などについての叙述に着目し，人物相互の関係をとらえることができるようにすること
が重要である。そのためには，家族や同級生のように物語を設定する上での実体的な関係や，
仲間や好敵手のように物語が進むにつれて明らかになる構造的な関係を整理し，物語の展開
に即して人物像や人物相互の関係，役割を押さえながら読むことができるように指導するこ
とが大切である。
※出典等
斉藤洋『たったひとりの伝説』（理論社，1995年12月）による。
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場面
人　物
（朗読する人） セリフ
読み方の工夫
声の
出し方 理　由
残
雪
を
見
送
る
場
面
大　造
じいさん
（Ａさん）
　はっきりと
呼びかける
ように
　ずっと敵対関係でにくく
思っていた残雪のことを，
正々堂々と勝負するのにふ
さわしい相手だと認め，来
年の勝負を楽しみにしてい
ることを表したいから。
ナレーター
（Ｂさん）
　ゆっくりと
落ち着いて
　大造じいさんが今までの
残雪との関係を思い返した
り，これからの残雪との関
係を想像したりしているこ
とを表したいから。
【指導のねらい】
物語における登場人物の実体的な関係や構造的な関係をとらえたり，登場人物の性格や
心情，相互関係についての理解を深めたりすることができるようにする。
【例１】は課題を取り立てて指導する場合，【例２】は課題の解決を図る単元を通して指導する場合の具体例
【授業アイディア例１】物語における登場人物をカードに書き出し，それらを並べ替える
ことで，実体的な関係や構造的な関係をとらえる。
【授業アイディア例２】朗読の工夫について相互評価することで，登場人物の性格や心情，
相互関係についての理解を深める。
【留意点】
○ 朗読の指導においては，同じ文章を読んでも，一人一人の感じ方や思い，考えなどが違うこ
とを大事にする。また，どのように音声化すれば聞き手にもよく味わってもらえるのかなど
を考え，相互に声に出して読み合うことを楽しむことができるようにする。
１ 物語を読み，登場する順番に人物を
カードに書き出す。
２ 書き出した登場人物のカードを，物
語を設定する上での実体的な関係（家
族，同級生など）が分かるように並べ，
それらの相互関係を説明する。
３ 上記２で並べたカードを，主人公を
軸とした構造的な関係（仲間，好敵手
など）が分かるように並べ替え，それ
らの相互関係を説明する。
４ 主人公の視点，あるいは，主人公を
取り巻く他の登場人物の視点から感想
をまとめ，交流する。
【登場人物のつながりが分かるようにカードを並べたもの】
【主人公を軸とした人間関係が分かるようにカードを並べ替えたもの】
① 「おじいちゃん」は，「ぼく」を孫として純すいにかわいがっ
ている。だから，「ぼく」は，「おじいちゃん」に対して気軽に
接することができる。
② 「母さん」は，「おじいちゃん」に対して，敬う気持ちをもっ
ている。
③ 「母さん」は，「おじいちゃん」の存在を意識して，「ぼく」
に厳しく接している。
第一次
○ これまでの朗読の仕方につ
いて振り返り，学習課題「朗
読の工夫について互いに評価
しよう」を設定する。
第ニ次
○ 物語を読んで，登場人物の
性格や心情，相互関係をとら
える。
○ グループごとに朗読する場面
を決め，台本を書いて練習する。
第三次
○ グループごとの朗読を聞き，
解釈の仕方について話し合っ
たり，声の出し方について評
価したりする。
【グループごとに書いた台本（例）】
＜主人公＞
① ③
②
父 母
祖父
孫
おじいちゃん 母さん ぼ く
おじいちゃん ぼ く 母さん
例：平成20年度調査B2
『大造じいさんとガン』椋鳩十作
〔①，②，③が示す関係の説明〕
「セリフ」
については，
登場人物によ
る会話文だけ
ではなく，地
の文も取り上
げる。
例：平成22年度調査A３『たったひとりの伝説』斉藤洋作
「読み方の工夫」については，読み取った登場
人物の性格や心情，相互関係を「理由」として，
声の大きさ，声の質や速さ，間の取り方などの
「声の出し方」に反映できるようにする。
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小学校 国語Ａ ４ 文の構成を考えて書く
出題の趣旨
文と文との意味のつながりを理解し，文の論理を考えて書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
エ 事象と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳
しく書いたりすること。
〔第３学年及び第４学年〕 言語事項
(１)オ 文及び文章の構成に関する事項
(ウ) 文と文との意味のつながりを考えながら，指示語や接続語を使うこと。
分析概要
○ 正答率は，60.6％である。文と文との意味のつながりを理解し，文の論理を考えて書くこ
とに課題がある。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
４ １ 「開会式の集合時こくにおくれないように」と解答しているもの 52.2 ◎
２
「ないように」を使って，①の書き方に合わせ，「開会式の集合時
3.6 ○
こくにおくれないように」という意味を変えないで解答しているもの
「ないように」を使わず，①の書き方に合わせていないが，「開会
３ 式の集合時こくにおくれないように」という意味は変えないで解答 4.8 ○
しているもの
９ 上記以外の解答 37.4
０ 無解答 1.9
正答率 60.6
分析結果と課題
○ 本問は，相手に伝えたいことを明確に表現するために，事象と意見との関係を区別しなが
ら，文の論理を考えて書くものである。指示された文の構成に合わせて，二文を一文にして
書く必要がある。正答率は，60.6%である。そのうち，8.4%は，「ないように」を使った上
で，「集合時こく」を「集合時」や「集合時間」などと解答していたり，「ないように」を
使ってはいないが，「おくれないように」という意味を変えないで，「間に合うよう」や「お
くれないために」などと解答したりしているものである。
○ 誤答は，解答類型９が37.4％ある。その中には，「集合時こくにおくれないように」や「開
会式におくれないように」と，正答に必要な言葉である「開会式」や「集合時こく」のどち
らか一方，もしくはどちらも省いて解答しているものがある。また，「開会式に」や「開会
式の集合時こくに」のように，指示された文の構成にしないで解答していたり，「開会式の
集合時こくにおくれないようにする」のように，文末の「早めに行動すること。」とのつな
がりを考えずに解答したりしているものなどがある。
伝えるために必要な言葉を的確にとらえることができなかったり，文と文とのつながりを
考えて言葉を書き換えることができなかったりしたと考えられる。
○ 過去の全国調査では，平成19年度国語Ａ５「文を構成する」（正答率57.9％），平成20年
度国語Ａ３「文章を推敲する」（正答率34.0％），平成21年度国語Ａ８「一文を二文に分け
すいこう
る」（正答率15.0％）において同様な問題を取り上げている。過去三か年は，複数の内容を
含む一文を分析して理解することに課題があった。本問からは，接続助詞を使って二文を一
文に書き換えることに課題があることが分かる。
これらのことを踏まえると，複数の内容を含む一文の中の語句の役割や語句相互の関係を
理解したり，文と文との関係を押さえながら言語を操作して一文に書いたりすることに課題
があると考えられる。
学習指導に当たって
○ 相手に伝えたいことを的確に表すには, 文と文とのつながりを理解できるようにすること
が重要である。そのためには，「書くこと」の記述や推敲の段階などにおいて,文と文との接
続関係に着目し，必要に応じて複数の文を一文に書き換えるように指導することが大切であ
る。さらに，一文が長くなり，意味が伝わりにくい重文や複文については，一文一文に分け
て簡潔に書くように指導することも大切である。
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②
…することが……
課題となったのは、①
…… 不足するよ
うになったことや、③
…… する必要が
あったからです。
…
①
社会や経済の発展にともな
ざい
てん
い、紙はより多くの分野で使われるようになり、新しく木から作り出す紙だけでは不足するようになってきました。
②
そこで、
一度使い終わった紙を古紙とて、再生利用することが世界的に重要な課題とた。
③
紙の原料である森林を守
るため も 古紙を利用して、むやみに木を切ることがなうにす 必要があります。…
②
の文
〔課題〕
①
の文
〔理由〕③
の文
〔理由〕
【例】
教師
【指導のねらい】
文と文との意味のつながりに注意したり，文の構成についての理解を深めたりすること
ができるようにする。
【例１】は課題を取り立てて指導する場合，【例２】は課題の解決を図る単元を通して指導する場合の具体例
【授業アイディア例１】調査報告文を書くために，必要となる複数の文を一文に要約する
ことで，文と文との意味のつながりに注意する。
【授業アイディア例２】文の意味を分かりやすくするために，長い一文を複数の文に分け
て書くことで，文の構成についての理解を深める。
【留意点】
○ 複数の文を一文に要約することについては，調査報告文を書くという目的のほかに，
本や文章を要約して記録したり紹介したりするような目的に合わせて指導する。
○ 一文を複数の文に書き分けることについては，自分の考えを明確に伝えることを目的
とした推敲の指導と関連付けながら，様々な機会を通して指導する。
１ 調査報告文を書くため
に，収集した資料を読む。
例：平成19年度調査B2【資料１】
２ 資料の中から報告する
箇所を選び，文と文との意
味のつながりを考えなが
ら，一文に要約する。
○ 話題の中心的な文に着
目する。
○ 反復する言葉に着目す
る。
３ 上記２を踏まえて，そ
のほかに必要な箇所を要約
しながら，調査報告文を作
成する。
第一次
○ 一文が長くなることで，文の意味
が分かりにくくなる事例について話
し合い，学習課題「一文の意味を分
かりやすくしよう」を設定する。
例：平成20年度調査A3「文章を推敲する」
第ニ次
○ 右の事例の意味が分かりにくくなっ
ている理由を話し合い，主語と述語
に着目して一文を分けた上で，接続
関係を整えて複数の文に分けて書く。
○ 以前書いた意見文などを読み返し
て，意味が分かりにくい長い一文を
取り出し，複数の文に分けて書く。
第三次
○ 学習を振り返り，意味が分かりに
くい長い一文を複数の文に分けて書
くことの効果についてまとめる。
先生に相談すると、 「あ
なたの好きなことが、学校のためにつながるとよいですね。 」と話してくださったので、花が好きなところを生かせばよい気づいたの 、花いっぱいのきれいな学 にしようと思った。
意味が分かり
にくいのは、なぜでしょうか。
「ので」が二
回続いているから、分かりにくいと思います。
【一文が長くなること
で、意味が分かりにくくなる事例】
【主述に着目して一文を分けた例】
○
わたしは、先生に相談した。
○
先生が、 「あなたの好きなこと
が、学校のためにつながるとよいですね。 」 と話してくださった。
○
わたしは、花が好きなところ
を生かせばよいと気づいた。
○
わたしは、花いっぱいの れ
いな学校にしようと思った。
【複数の文に分けて書いた例】
先生に相談すると、 「あなたの好
きなことが、……つながるとよいですね。 」と話してくださった。そのことで、わたしは、 …を生かせばよいと気づき、花いっぱいのきれいな学校にしようと思った。
ア
同じ種類の古紙をひもでくくり、回収に出すこと。
イ
水分をとってから回収に出すこと。
ウ
金属をとってから回収に出すこと。
ウ
金属
ア
……をひもでくくったり、
イ・ウ
水分や金属をとった
りしてから回収に出す。
回収に
出すこと
イ
水分
ア
ひもでくくる
【例】
と る
【話題の中心的な文に着目して一文にする例】【反復する言葉に着目して一文にする例】
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小学校 国語Ａ ５ 意見文の構成の効果を考えて書く
出題の趣旨
自分の考えが明確になるように，文章全体の構成の効果を考えて書くことができるかど
うかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の組立ての効果を考えること。
分析概要
○ 正答率は，75.3 ％である。自分の考えが明確になるように，文章全体の構成の効果を考
えて書くことができるようにする必要がある。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
５ １ ①にイ，②にア，③にエ，④にウと解答しているもの 75.3 ◎
２
①にイ，②にエ，③にア，④にウと解答しているもの
5.4
（②と③を逆に解答しているもの）
３
①にウ，②にア，③にエ，④にイと解答しているもの
0.7
（①と④を逆に解答しているもの）
９ 上記以外の解答 17.9
０ 無解答 0.8
分析結果と課題
○ 本問は，意見文に書く内容をまとめたカードを，指示された構成の順番に並べ替えるもの
である。意見文の全体の構成を，①「問題の提示」，②「体験をもとにした事実と意見」，
③「調査をもとにした事実と意見」，④「まとめ」の順番になるように，それぞれのカード
の内容を的確にとらえる必要がある。正答率は，75.3％である。
○ 誤答には，「体験」と「調査」とを逆にとらえているもの（解答類型２）が5.4％，「問題」
と「まとめ」とを逆にとらえているもの（解答類型３）が0.7％ある。解答類型９は，17.9
％ある。その中には，文章全体のはじめの部分に当たる「問題」と結びの部分に当たる「ま
とめ」のどちらか一方しかとらえていないものなどがある。
語句と語句との関係や時制，文末表現に着目し，文の役割や文と文との関係を押さえなが
ら，それぞれのカードの内容を的確にとらえた上で，全体の構成を整えることができなかっ
たと考えられる。
○ 過去の全国調査では，平成20年度国語Ｂ４「意見文の組み立ての違いをとらえる＜校内の
けが＞」（正答率59.7％，35.9％）において同様な問題を取り上げている。そこでは，二つ
の意見文の組み立ての違いをとらえることに課題があった。本問からは，一つの意見文の組
み立てについては，ある程度理解できていることが分かる。
学習指導に当たって
○ 目的や課題に応じた意見文を書くには，自分の考えが明確になるように文章全体を構成で
きるようにすることが重要である。そのためには，例えば，冒頭部では身近な体験に基づく
事実や見聞した事実などを挙げて問題を提示すること，展開部では理由や根拠を示しながら
事象と感想，意見などとを区別して論を展開すること，終結部では提示した問題に対する自
分の考えを総括して書くことができるように指導することが大切である。
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最近、晴れた日でも休み時間
に室内で走り回っている高学年が増えてきている。…　
友達が外に出て遊んでいない
と、ついつい自分もめんどうで外に出なくなってしまう。…　
五月十日に「休み時間におけ
る外と室内で遊ぶ人数」を調べると、室内で遊んでいる人数のほうが多いことが分かった。…
　
晴れた日は、室内で過ごすの
ではなく、積極的に で遊ぶようにしたほうがよい。…
「積極的に外遊びしよう」
下書きした意見文
◎ 　
最近の休み時間におけるよくない
　
過ごし方を理由として、問題を提示
　
していてよい。 （天野）
◎ 　
前半は自分の体験をもとにした事
　
実を、後半は調査をもとにした事実
　
を取り上げ、意見の理由や根きょに
　
していてよい。 （白石）
▲ 　
調査については、わずか一日の結
　
果だけでは理由や根きょになり得な
　
いと思う。調べる日数を増やしたほ
　
うがよい。 （村山）
▲ 　
問題を解決する意見としては不十分
　
である。外遊びの内容や方法を示すな
　
どの具体的な提案がほしい。 （今田）
グループ内での評価（名前）
【指導のねらい】
意見文の全体を効果的に構成したり，意見の理由や根拠の明確さについて検討したりす
ることができるようにする。
【例１】は課題を取り立てて指導する場合，【例２】は課題の解決を図る単元を通して指導する場合の具体例
【授業アイディア例１】意見文に書く内容のまとまりをとらえ，それらを相互に関係付け
ることで，意見文の全体を効果的に構成する。
【授業アイディア例２】各自が下書きした意見文を観点に即して相互評価することで，
意見の理由や根拠の明確さについて検討する。
【留意点】
○ 意見文の構成については，自分の考えを明確に表現することができるように，冒頭部に総
括する場合の「頭括型」，終結部に統括する場合の「尾括型」，冒頭部・終結部の双方で統
括する「双括型」などがあることを指導する。また，意見の理由や根拠を述べる際は，「な
ぜかというと」，「その理由は」，「～ためである」などの表現を具体的に示して指導する。
新しい学年になっ
て、校内でけがが起きている。なぜ、けがが起きるのか。…
ろうかの曲がり角
に置かれたままのバケツにぶつかり、転んでけがをした。…
第一次
○ 生活における身近
な問題を解決するた
めに，学習課題「理
由や根拠を明確にし
た意見文を書こう」
を設定する。
１ 意見文に書く内容
をまとめたカードの
それぞれの小見出し
を考え，付箋に書い
せん
て貼る。
例：平成20年度調査Ｂ4
「校内のけが」
第二次
○ 各自下書きした意
見文をグループ内で
読み合い，教師が示
した観点に即して評
価する。
第三次
○ グループ内での評
価を参考にして，各
自推敲し，書いた意
見文を交流する。
調べると、けがが
起きる場所は、ろうかの曲がり角が多いことが分かった。…
ろうかなどに物の
置き忘れをなくしたり、危険な場所では、気をつけたり…
イ
体験をもとにした事実
ウ
調査をもとにした事実
………………………………
ア
問題…
イ
体験…
ウ
調査…
エ
解決…
３ グループごとに考
えた構成を発表し合
い，それらの効果に
ついてまとめる。
２ 付箋を貼ったカー
ドの内容を相互に関
係付けながら，グル
ープごとに全体の構
成を話し合う。
【例①：Ａグループが考えた構成】
【例②：Ｂグループが考えた構成】
はじめに，体験した事実をもとにして問題を提示します。それは，意見を受け
取る側も身近なこととして考えようとするからです。そして，調査して分かった
事実を理由や根きょにして，解決するための意見をまとめたらいいと思います。
はじめに問題を提示し，最後は解決するための意見にします。意見につなげて
いくには，まず体験をもとにした事実を示します。そのほうが実感がわくからで
す。次に，調査をもとにした事実を理由や根きょにすると説得力があります。
エ
解決・まとめ
ア
問題の提示
※アからエは，付箋に書いて貼った小見出し
※カードの内容とアからエの小見出しは，上記と同じ
【下書きした意見文とそれに対するグループ内での評価(例)】 【評価の観点
(例
)】
１
問題を提示した理由や根拠は、どのようなものか。
２
どのような事実を取り上げ、意見の理由や根拠にしているか。
３
取り上げた事実は、適切なものになっているか。
①
取り上げた事実は、間違いを含んでいないか。
②
取り上げた事実は、新しいものであるか（古過ぎないか）。
③
取り上げた事実は、どれくら 数を対象にしたものか。
４
問題を解決するための意見（提案）になっているか
。
（中略）（中略）（中略）
教 師
-110-
小学校 国語Ａ ６ 話の全体の構成を工夫する
出題の趣旨
聞き手が理解しやすいように，話の全体の構成を工夫することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 考えた事や自分の意図が分かるように話の組立てを工夫しながら，目的や場に応じた
適切な言葉遣いで話すこと。
分析概要
○ 正答率は，83.3％である。聞き手が理解しやすいように，話の全体の構成を工夫すること
については，相当数の児童ができている。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
６ １ １ と解答しているもの 3.6
２ ２ と解答しているもの 2.4
３ ３ と解答しているもの 83.3 ◎
４ ４ と解答しているもの 9.6
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.9
分析結果と課題
○ 本問は，見学したことを基に，分かったことや考えたことを説明するときの工夫として適
切な内容を選択するものである。選択肢には，①聞き手に問いかけながら述べること，②行
動した理由を最初に述べること，③話の全体構成を先に述べること，④取材した内容の全部
を述べることの四つを取り上げた。聞き手が理解しやすいように，話の全体の構成を示した
後で部分を説明していく工夫をとらえる必要がある。正答率は，83.3％である。
○ 誤答には，④取材した内容の全部を述べることと考えたもの（解答類型４）が9.6％，①
聞き手に問いかけながら述べることと考えたもの（解答類型１）が3.6％ある。また，②行
動した理由を最初に述べることと考えたもの（解答類型２）が2.4％ある。
「見学したことの中から，・・・について」と話の中心を明確にしていること，及び，「最
初に」，「そのあと」，「まず」と話の順序を示していることが，説明するときの工夫である
と理解できなかったと考えられる。
学習指導に当たって
○ 聞き手が理解しやすいように話すには，説明，報告，紹介や推薦など，目的や意図に合わ
せて構成を工夫できるようにすることが重要である。そのためには，例えば，調査したり体
験したりしたことを説明したり報告したりする場合，話の全体構成が聞き手に分かるように，
話の冒頭部において内容の概略や話す順序を大まかに述べるといった具体的な工夫ができる
ように指導することが大切である。
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小学校 国語Ａ ７ 多義語の意味を理解する
出題の趣旨
文脈に適した多義語の意味を理解することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 言語事項
(１)ウ 語句に関する事項
(ウ) 表現したり理解したりするために必要な語句について，辞書を利用して調べる
習慣を付けること。
(エ) 語感，言葉の使い方に対する感覚などについて関心をもつこと。
分析概要
○ 正答率は，81.5％である。文脈に適した多義語の意味を理解することについては，相当数
の児童ができている。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
７ １ １ と解答しているもの 3.9
２ ２ と解答しているもの 81.5 ◎
３ ３ と解答しているもの 4.9
４ ４ と解答しているもの 8.2
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 1.3
分析結果と課題
○ 本問は，多義語の意味について，国語辞典を利用して調べた内容から適切なものを選択す
るものである。選択肢には，「かたい」の辞書的な意味として，①物質的な意味での強度を
表すこと，②精神的な結び付きの強さを表すこと，③考え方に対する柔軟性のなさを表すこ
と，④動きのぎこちなさを表すことの四つを取り上げるとともに，それぞれの用例を示した。
ここでの「かたい」が指すものは，「クラスの団結」という②精神的な結び付きのことであ
り，その強さを表すものとしてとらえる必要がある。正答率は，81.5％である。
○ 誤答には，④動きのぎこちなさを表す「かたい」と考えたもの（解答類型４）が8.2％，
③考え方に対する柔軟性のなさを表す「かたい」と考えたもの（解答類型３）が4.9％ある。
また，①物質的な意味での強度を表す「かたい」と考えたもの（解答類型１）が3.9％ある。
「かたい」の辞書的な意味を理解した上で，文脈に応じた用い方の違いをとらえることが
できなかったと考えられる。
○ 過去の全国調査では，平成20年度国語Ａ４「言葉の使い方を比べる」（正答率53.4％）に
おいて同様な問題を取り上げている。そこでは，多義性のある言葉（「走行する」・「走る」）
の用法の違いを考察することに課題があった。本問からは，多義性のある言葉のそれぞれの
意味を区別することについては，理解できていることが分かる。
学習指導に当たって
○ 文脈に適した多義語の意味を理解するには，辞書的な意味を押さえるとともに，文脈の中
で使用する表現が適切か否かについて検討できるようにすることが重要である。そのために
は，まず辞書を積極的に利用し，多義的な意味を用例に合わせながら的確に理解できるよう
にすることが大切である。その上で，実際に話したり書いたりする中で，文脈に適した意味
で使用しているかどうかを相互に批正するなどして，多義語の意味を区別して使用すること
ができるように指導することが大切である。
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【ワークシ トー （例） 】
【ワークシート （例） 】
教師
【指導のねらい】
同音や同訓で意味が異なる言葉を文脈に合わせて使い分けたり，多義語のもつ複数の意
味の違いや用例を的確に理解したりすることができるようにする。
【例１】は課題を取り立てて指導する場合，【例２】は課題の解決を図る単元を通して指導する場合の具体例
【授業アイディア例１】同音や同訓で意味が異なる言葉を漢字にして集め，一覧表にまと
めることで，それらを文脈に合わせて使い分ける。
【授業アイディア例２】多義語について国語辞典を活用して調べ，言葉辞典にまとめるこ
とで，それらがもつ複数の意味の違いや用例を的確に理解する。
【留意点】
○ 国語辞典の中から書き出す言葉については，名詞・動詞・形容詞などに分けて整理す
ることが考えられる。また，配当漢字以外の漢字については，弾力的に取り扱う。
○ 例１・例２については，第３学年以上において，年間を通して，あるいは次年度にわ
たって累積的に展開し，一覧表や辞典などにまとめて，学級全体で共有できるようにする。
第一次
○ 「かたい」（例：平成22年度調
査A7）など，複数の意味をも
つ言葉があることについて話
し合い，学習課題「『いろい
ろな意味をもつ言葉辞典』を
作ろう」を設定する。
第二次
○ 国語辞典の中から複数の意
味をもつ言葉を分担して探
し，その言葉と分類されてい
る意味の数をワークシートに
まとめる。
第三次
○ 国語辞典の中から探した言
葉やその意味，用例をカード
に書き出し，「いろいろな意
味をもつ言葉辞典」を作成し，
活用する。
（
あ
）行
あ
合う
➏
上がる
⓫
い
生きる
➌
……
（ま
）行
ま
曲がる
➍
……
み
見る
➐
……
※ 丸数字は，分類されて
いる意味の数を表す。 【カード（例） 】
１ 右のようなワークシートを
用いて，同音や同訓で意味が
異なる言葉を漢字にして集
め，それらの意味の違いを考
えながら，それぞれ短い文を
書く。
〔あ(ける）以外の例〕
・あつい ・うつす ・おさめる
・かえる ・つとめる・はかる 等
２ 教科書や国語辞典を活用
し，正しく使い分けたい言葉
とその用例を書き出して，一
覧表にする。
※ 五十音を二人組やグルー
プで分担して，言葉を集め
る。
かな
漢字
用例
かえる
ア
帰る
歩いて家
に帰る。
イ
返る
落し物が
返る。
ウ
変える
方法を変
える。
エ
代える
あいさつ
に代える。
オ
換える
部屋の空
（小学校で
気を換え
習わない
る。
漢字）
カ
替える
冬服を夏
（小学校で
服に替え
習わない
る。
漢字）
はやい
ア
早い
つゆ入り
が早い。
【漢字にして正しく使い分
けたい言葉の一覧表 （例） 】
➊
一つになる。
（例）
意見が合う。
➋
ぴったり当てはまる。
（例）
くつが足の大きさに合う。
➌
引き合う。そんをし い
（例）
わりに合わない。
➊
目でながめる。
（例）
めずらしい花を見る。
➋
読む。
（例）
今日の新聞を見る。
➌
調べる。
（例）
料理の味を見る。
合う見る
… …
〔意味の数…
➐
〕
〔意味の数…
➏
〕
Ａグループは、
あ
行と
ま
行の中か
ら探しましょう。Ｂグループは…。
グループの中で
調べる文字を分担し、見つけたページに付箋を貼っておきましょう。
「上がる」の意
味が
⓫
もあって、
おどろきました。
①
「あ（ける） 」と
読む漢字を書こう。
②
（例）のように、
ア
・
イの漢字を使っ
て、それぞれ短い文を書こう。
ける
明
けるける
（例）
アイ
夜が明ける。
（例）
アイ
…
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小学校 国語Ａ ８ 共通語と方言の使われ方を理解する
出題の趣旨
共通語と方言との違いを押さえ，それぞれの使われ方を理解することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 言語事項
(１)カ 言葉遣いに関する事項
(イ) 共通語と方言との違いを理解し，また，必要に応じて共通語で話すこと。
分析概要
○ 正答率は，81.2％である。共通語と方言との違いを押さえ，それぞれの使われ方を理解す
ることについては，相当数の児童ができている。
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解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
８ １ 「共通語」に２・３，「方言」に１・４と解答しているもの 81.2 ◎
２
「共通語」に２・３と解答しているが，「方言」に１・４と解答し
0.2
ていないもの
３
「共通語」に２・３と解答していないが，「方言」に１・４と解答
0.2
しているもの
４
「共通語」に１・４，「方言」に２・３と解答しているもの
5.1
（１・４と２・３の組合せを逆にして解答しているもの）
９ 上記以外の解答 11.0
０ 無解答 2.3
分析結果と課題
○ 本問は，共通語と方言の使われ方として適切な内容をそれぞれ選択するものである。選択
肢には，共通語や方言の使われ方として，相手や場面，状況などの違いに応じた特質をそれ
ぞれ二つ取り上げた。カードに書かれた内容を理解し，共通語と方言のどちらの特質である
かを判断する必要がある。正答率は，81.2％である。
○ 誤答には，共通語と方言とを逆にとらえているもの（解答類型４）が5.1％ある。また，
共通語の特質をとらえていないもの（解答類型２）が0.2％，方言の特質をとらえていない
もの（解答類型３）が0.2％ある。解答類型９は，11.0％ある。その中には，共通語と方言
の両方の特質をとらえていないものなどがある。
共通語と方言のそれぞれの特質を的確にとらえることができなかったと考えられる。
学習指導に当たって
○ 相手や場面，状況に応じて共通語や方言を使い分けるには，それぞれの特質を理解できる
ようにすることが重要である。そのためには，様々な文脈の中で使われている共通語と方言
を取り出して，比較・対照しながら整理するなどの具体的な活動を通して，それぞれの特質
を理解できるように指導することが大切である。特に，共通語の指導については，学校行事
や校内放送などの改まった場面で実際に話すことを通して，その特質や必要性についての理
解が深まるようにすることが重要である。
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小学校 国語Ａ ９ 複合語の構成を理解する
出題の趣旨
語句の構成や語形の変化を理解することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 言語事項
(１)ウ 語句に関する事項
(イ) 語句の構成，変化などについての理解を深め，また，語句の由来などに関心を
もつこと。
分析概要
○ 正答率は，アが95.4％，イが91.7％である。語句の構成や語形の変化を理解することにつ
いては，相当数の児童ができている。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
９ ア １ 「走り続ける」と解答しているもの 95.4 ◎
２ 「走る続ける」と解答しているもの 0.1
９ 上記以外の解答 1.9
０ 無解答 2.6
イ １ 「結ぶ」と解答しているもの 91.7 ◎
２ 「結び」と解答しているもの 3.6
９ 上記以外の解答 1.7
０ 無解答 3.0
分析結果と課題
○ 本問は，複合語の構成や語形の変化をとらえるものである。例を基にして語形を変化させ，
二つの語を適切に組み合わせたり，一つの複合語を適切に分けたりする必要がある。正答率
は，アが95.4％，イが91.7％である。
○ アの誤答には，「走る」を活用させないでそのまま解答しているもの（解答類型２）が0.1
％ある。解答類型９は，1.9％ある。その中には，「走って」，「走りながら」など語句の構
成をとらえることができずに解答しているものなどがある。
イの誤答には，「結び」を言い切りの形にしないでそのまま解答しているもの（解答類型
２）が3.6％ある。解答類型９は，1.7％ある。その中には，「リボン」，「ひも」のように結
び付ける物を解答しているものなどがある。
語と語とが組み合わさった複合語の構成を的確にとらえることができなかったと考えられ
る。
学習指導に当たって
○ 語句の構成や変化を理解するには，音や語形，意味とのかかわりに着目できるようにする
ことが重要である。そのためには，語句の中に本問のような動詞と動詞が組み合わさったも
のだけでなく，名詞と名詞，形容詞と形容詞など複数の言葉が組み合わされたものがあるこ
とを理解した上で，音や語形，意味の変化について整理するなどの具体的な活動を通して指
導することが大切である。
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小学校 国語Ｂ １ 読み手の評価を生かす<学校新聞>
出題の趣旨
目的や意図に応じて，読み手が評価した内容を整理し，表現の効果などについて確
かめたり工夫したりすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ア 目的や意図に応じて，自分の考えを効果的に書くこと。
オ 表現の効果などについて確かめたり工夫したりすること。
〔第３学年及び第４学年〕 Ｂ 書くこと
言語活動例 経験した事を記録文や学級新聞などに表すこと
分析概要
○ 正答率は，アが93.8％，イが89.6％である。目的や意図に応じて，読み手が評価した内
容を整理し，表現の効果などについて確かめたり工夫したりすることについては，相当数の
児童ができている。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
１ ア １ 写真を掲載するという方法について解答しているもの 93.8 ◎
９ 上記以外の解答 4.2
０ 無解答 2.0
イ
１
出来事の様子が詳しく分からないという問題点について解答して
89.6 ◎
いるもの
９ 上記以外の解答 7.9
０ 無解答 2.4
分析結果と課題
○ 本問は，学校新聞に対して読み手が評価した意見の共通点や相違点を整理し，自分の表現
の効果を確かめるものである。読み手が評価した二つの内容について，意見とその理由や根
拠を整理した上で，学校新聞における表現の効果などについて確かめたり工夫したりする必
要がある。正答率は，アが93.8％，イが89.6％である。
○ アの誤答は，解答類型９が4.2％ある。その中には，「読みやすくする」や「みんなが分か
りやすくする」のように，「写真を掲載する」というＡとＢのカードに共通している意見に
触れず，抽象的に解答しているものなどがある。
イの誤答は，解答類型９が7.9％ある。「出来事の様子が分からず，読みたい気持ちが起こ
らない」のように，Ａのカードに書かれている理由や根拠に触れて解答しているものなどが
ある。また，「写真をのせればよい」のように，Ｂのカードに書かれている意見を問題点と
して解答しているものなどがある。
ＡのカードとＢのカードのそれぞれの文章の内容を，意見とその理由や根拠とに整理して
とらえることができなかったと考えられる。
学習指導に当たって
○ 書くことの一連の過程において，表現のよさを確認したり，改善する部分を修正したりす
るには，自分の書いたものを読み手に評価してもらうことが効果的である。そのためには，
書く文章の種類や特徴を踏まえ，書き手と読み手の相互の立場から推敲・評価することがで
きるように指導することが大切である。その際，事実と感想，意見，理由と根拠などに着目
しながら，表現の効果について検討することなどが考えられる。
-121-
小学校 国語Ｂ ２ 読書発表会をする<つりずきの宇宙人>
-122-
出題の趣旨
目的や意図に応じて，文章の内容や構成の効果をとらえ，自分の考えをまとめること
ができるかどうかをみる。
分析概要
○ 設問一(1)の正答率は，73.3％である。登場人物の行動や場面の移り変わりに注意しなが
ら，あらすじを書くことができるようにする必要がある。
○ 設問一(2)の正答率は，73.2％である。物語全体の構成の効果をとらえることができるよ
うにする必要がある。
○ 設問二の正答率は，82.5％である。物語を読んで思ったことや考えたことを，理由を明確
にしてまとめて書くことについては，相当数の児童ができている。
Ｂ２設問一(1)
趣旨
登場人物の行動や場面の移り変わりに注意しながら，あらすじを書くことができるかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 登場人物の心情や場面についての描写など，優れた叙述を味わいながら読むこと。
〔第５学年及び第６学年〕 言語事項
（１）オ 文及び文章の構成に関する事項
（ア） 文や文章にはいろいろな構成があることについて理解すること。
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
言語活動例 読書発表会を行うこと
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
２ 一 （正答の条件）
(1) 次の条件を満たして解答している。
① 「（宇宙人が）さかな（のいる星）をさがしに出かけた」ことに
ついて触れている。
② 40字以上，60字以内で書いている。
１ 条件①，②のいずれも満たしているもの 61.2 ◎
２
条件①，②のいずれも満たしているが， 部の最後の三行を
12.1 ◎抜き出すことで解答しているもの
３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの 2.2
条件①に関して，「（宇宙人が）さかな（のいる星）をさがしに出
かけた」ことについて触れているが，「宇宙人がコイノボリをつろう
４ としたこと」，「ケンちゃんに関すること」など， 部の範囲外の 3.1
あらすじを書いているもの
＊「宇宙人がつりずきであること」，「近所では大きなさかなのいる
星がすくなくなったこと」など，「はじめ」の部分に該当するよ
うな事柄については，内容の重複ととらえ，範囲外のあらすじで
あるとは判断しない。
＊条件②を満たしているかどうかは不問とする。
９ 上記以外の解答 16.3
０ 無解答 5.2
正答率 73.3
分析結果と課題
○ 本設問は，自分の考えをまとめるために，登場人物の行動や場面の移り変わりに注意しな
がら，あらすじを書くものである。指示された部分の内容について，登場人物の行動などの
必要な要素を押さえ，与えられた字数に即して要約する必要がある。正答率は，73.3％であ
る。そのうち，12.1％は，指示された範囲の最後の三行を抜き出して書いているものである。
○ 誤答には，「二人の宇宙人は，宇宙船にのってさかなのいる星をさがしに出かけた。二人
は，よさそうな場所を見つけた」のように，正答の二つの条件を満たしているが，指示され
た範囲のあとの叙述まで取り上げて解答しているもの（解答類型４）が3.1％，正答の条件
①を満たしているが，条件②で求められた字数に即さずに解答しているもの（解答類型３）
が2.2％ある。
解答類型９は，16.3％ある。その中に，「うんと遠くの星までいって，キラキラ光る，あ
たたかい星のまわりをまわっている小さな星を見つけた」のように，指示された範囲のあと
の叙述のみを取り上げて解答しているものがある。また，「一人は，『おかげで，腕がなって
しようがない。』と言って，もう一人は，『この近所のつり場はもうだめだ。』と言った」の
ように，指示された範囲内の叙述ではあるものの，宇宙人の会話の様子を取り上げ，「さか
なをさがしに出かけた」ことについて言及せずに解答しているものなどがある。
指示された範囲の叙述内容について，登場人物の行動などの必要な要素を適切に押さえ，
要約してあらすじを書くことができなかったと考えられる。
学習指導に当たって
○ 登場人物の行動や場面の移り変わりに注意しながらあらすじを書くには，中心となる人物
とその他の人物との関係をとらえるとともに，場面の展開に沿って変化する行動や心情を押
さえながら，叙述内容を要約できるようにすることが重要である。そのためには，読む目的
を明確にし，物語全体の構成や展開に即して作品を解釈していくことと，物語全体を繰り返
し読み，前後の文脈を関係付けながら解釈していくことの両方を指導することが大切である。
その上で，あらすじを書く目的や字数などを明確にし，登場人物の行動などの必要な要素を
取り上げながら，簡単に書いたり詳しく書いたりできるようにすることが必要である。
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Ｂ２設問一(2)
趣旨
物語全体の構成の効果をとらえることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 登場人物の心情や場面についての描写など，優れた叙述を味わいながら読むこと。
言語活動例 読書発表会を行うこと
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
２ 一 １ Ａに１，Ｂに４と解答しているもの 73.2 ◎
(2) ２ Ａに１と解答しているが，Ｂに４と解答していないもの 7.0
３ Ａに１と解答していないが，Ｂに４と解答しているもの 13.8
９ 上記以外の解答 4.1
０ 無解答 2.0
分析結果と課題
○ 本設問は，自分の考えをまとめるために，表現の仕方や優れた叙述に着目しながら，物語
全体の構成の効果をとらえるものである。物語の中に登場する人物や作者，読者の視点をと
らえて読む必要がある。正答率は，73.2％である。
○ 誤答には，Ｂが「宇宙人」であるということをとらえているもの（解答類型３）が13.8％，
Ａが「読者」であるということをとらえているもの（解答類型２）が7.0％ある。解答類型
９は，4.1％ある。その中には，Ａに「宇宙人」，Ｂに「ケンちゃん」と解答しているものな
どがある。
文中の「その日の夕方」以降の終わりの場面の描写を押さえた上で，物語全体の構成の効
果をとらえることができなかったと考えられる。
学習指導に当たって
○ 物語全体の構成の効果をとらえるには，物語の内容を理解するにとどまらず，それらを作
者がどのように描こうとしているといった形式面に着目できるようにすることが重要であ
る。そのためには，作品のジャンルや構造，語り手の位置，設定された状況など，物語全体
の構成の効果をとらえる視点をもつことができるように指導することが大切である。
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Ｂ２設問二
趣旨
物語を読んで思ったことや考えたことを，理由を明確にしてまとめて書くことができるか
どうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 登場人物の心情や場面についての描写など，優れた叙述を味わいながら読むこと。
言語活動例 読書発表会を行うこと
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
２ 二 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 思ったことや考えたことと，その理由を明確に書いている。
② 60字以上，80字以内で書いている。
１ 条件①，②のいずれも満たしているもの 82.5 ◎
２ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの 4.2
９ 上記以外の解答 5.6
０ 無解答 7.7
分析結果と課題
○ 本設問は，物語を読んで，登場人物の行動や場面についての描写など，優れた叙述につい
て自分が思ったことや考えたことを，理由を明確にしてまとめて書くものである。物語の内
容や表現に着目して自分の考えを明確にし，求められた字数に即して書く必要がある。正答
率は，82.5％である。
○ 正答率82.5％のうち，設問一(1)と設問一(2)のいずれも正答した児童の割合は，66.6％で
ある。物語を読み，登場人物の行動や場面についての描写をとらえて内容を要約したり，物
語全体の構成の効果をとらえたりした上で，自分の考えをまとめることについては，十分で
はない。つまり，叙述内容のある部分を取り上げて，それに対する自分の考えをもつことは
できるが，文章全体の内容や構成の効果を的確にとらえた上で，自分の考えをまとめるまで
には至っていないと考えられる。
○ 誤答には，正答の条件①を満たしているが，条件②で求められた字数に即さずに解答して
いるもの（解答類型２）が4.2％ある。
解答類型９は，5.6％ある。その中には，「宇宙人は，大きなさかながいるところにいって，
エサをきめて大きなさかなをつかまえようとしたら力が強くてつり糸が切れてしまったから，
つりをやめて帰った」のように，自分の考えを書かず，物語の叙述内容に即して事実だけを
取り出しているものがある。また，「わたしは，ケンちゃんだけがコイノボリの正体を知って
宇宙に帰っていったのは，ケンちゃんが宇宙人ではなく，人間だったからだと思います」の
ように，物語の叙述内容を誤って解釈しているものなどがある。
物語の叙述に即して内容を的確に解釈した上で，自分が思ったことや考えたことを，理由
を明確にしてまとめることができなかったと考えられる。
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学習指導に当たって
○ 物語を読んで思ったことや考えたことを，理由を明確にしてまとめて表すには，物語の内
容面，構成や表現面など，様々な特徴をとらえた上で，それらに対する自分の考えを明確に
もつことができるようにすることが重要である。そのためには，目的に応じて，様々な本や
文章を読み，自分が思ったことや考えたことについて，叙述内容の一部を引用したり要約し
たり，自分の体験や読書経験などと関係付けたりするとともに，本や文章全体の構成や展開，
表現の特徴などにも着目しながら，理由を明確にして発表し合うことができるように指導す
ることが大切である。
※出典等
小松左京『宇宙人のしゅくだい』（講談社，1981年８月）による。
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学　級 Aグループ
物語
つりずきの宇宙人 算数のできない子孫たち タコと宇宙人
状況設定人物設定
・宇宙人
　つり好きで…
・ケンちゃん
　コイノボリ…
あらすじ
感 　　
想
物語ごと
全 　
体
【指導のねらい】
物語の構成上の工夫をとらえたり，複数の物語を読んで自分の考えを広げたり深めたり
することができるようにする。
【例１】は課題を取り立てて指導する場合，【例２】は課題の解決を図る単元を通して指導する場合の具体例
【授業アイディア例１】要約したあらすじを物語の構成要素に着目した本の帯に書き換え
ることで，物語の構成上の工夫をとらえる。
【授業アイディア例２】ジャンルを決めて複数の物語を読み，読書発表会を行うことで，
自分の考えを広げたり深めたりする。
【留意点】
○ 学校図書館と連携して，実物の本の帯を集め，様々な観点に即して内容を比較できる
ようにする。また，児童が作った本の帯は，学校図書館などに展示できるようにする。
教師
３ 右の例を基にして，
あらすじを本の帯に書
き換える。
２ 物語の構成要素に着
目した本の帯の書き方
について考える。
４ 各自書いた本の帯の
内容や表現の仕方につ
いて評価する。
【物語の構成要素に着目した本の帯（例）】
＜Ａを中心に書いた帯＞
第一次
○ 各自の読書カードを基に，
これまでの読書傾向を振り
返り，学習課題「ジャンル
を決めて読み，読書発表会
をしよう」を設定する。
第ニ次
○ 学級全体で一つの物語を
読み，人物設定や状況設定，
あらすじなどの観点に即し
て内容をとらえた上で，感
想をまとめる。
○ グループごとに割り振っ
た複数の物語を読み，上記
と同じようにまとめる。
第三次
○ 読書発表会を行い，ジャン
ルを決めて読んだ感想などを
交流する。
例：平成19年度調査A5
『ごんぎつね』新美南吉作
１ 物語を読んで要約し
たあらすじが物語の構
成要素をどのように含
んでいるか検討する。
＜Ｂを中心に書いた帯：その①（発端・事件展開）＞
いたずらぎつねのごんは，村人の兵十が川でとったうなぎをぬすむ。ところが，
母に死なれてひとりになった兵十を気の毒に思ったごんは，松たけやくりを兵十
の家にこっそりと置き続ける。しかし，そのことに兵十は気づかない。ごんの気
持ちは届くのか…。
＜Ｂを中心に書いた帯：その②（山場・結末）＞
物置でなわをなっていた兵十。そのとき，ごんがこっそりと家の中へ入るのを
見かける。ある秋の日，せっかくとったうなぎをごんにぬすまれたくやしさがわ
きあがる。火なわじゅうを取り，火薬をつめる兵十。そして，今，戸口を出よう
とするごんを…。
【グループごとにまとめたワークシート（例）】
『算数のできない子孫
たち』では，ケンちゃん
の名前が，「野村健一」
だと分かりました。ケン
ちゃんたちの子孫だとい
う二人の未来人は，算数
が苦手で…。
『タコと宇宙人』では，
ケンちゃんの妹のチコが出
てきました。目には見えな
い何かの線に引っかかって
取れなくなったタコを取る
ために，チコの考えを生か
すと，宇宙人が…。
作品のもつテーマや作者に関する情報を紹介したり，作品につ
いて評価したり推薦したりする工夫も取り入れてみましょう。
夜でも昼でも，辺りの村へ出てきて，いたずらばかりしている，ひとりぼっち
のごん。おっかあと二人きりで，貧しい暮らしをしている，村人の兵十。ごんは，
兵十にしてしまったいたずらをつぐなおうとするのだが…。
例：平成22年度調査B2
『宇宙人のしゅくだい』小松左京作
※ 人類と文明の行方について，ユーモアを交え
ながら考えさせるSＦ短編集（25編）
「感想」の欄は，「物語ごと」の感想を書いた上で，
それぞれの物語の共通点や相違点に着目して「全体」の
感想も書く。その際，物語の内容のみならず，ジャンル
のもつ特徴，展開や構成，表現の工夫などにも触れた感
想になるようにする。
【物語の構成要素】 Ａ人物設定・状況設定 Ｂ発端・事件展開・山場・結末
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小学校 国語Ｂ ３ 写真を使って発表する<家の屋根の形>
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出題の趣旨
目的や意図に応じて，資料を活用しながら話し方を工夫したり，話の中心や話し
手の意図をとらえて質問したりすることができるかどうかをみる。
分析概要
○ 設問一の正答率は，写真①が80.9％，写真②が78.1％である。伝えたいことと資料と
を関係付け，資料を効果的に提示して話すことができるようにする必要がある。
○ 設問二の正答率は，73.3％である。目的や意図に応じて，聞き手を引き付けるように
話すことができるようにする必要がある。
○ 設問三の正答率は，70.1％である。話の中心や話し手の意図をとらえながら聞き，適
切に質問することに課題がある。
Ｂ３設問一
趣旨
伝えたいことと資料とを関係付け，資料を効果的に提示して話すことができるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 考えた事や自分の意図が分かるように話の組立てを工夫しながら，目的や場に応じた
適切な言葉遣いで話すこと。
言語活動例 自分の考えを資料を提示しながらスピーチをすること
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３ 一 １ 「写真①を示す」に ア と解答しているもの 6.8
① ２ 「写真①を示す」に イ と解答しているもの 3.0
３ 「写真①を示す」に ウ と解答しているもの 80.9 ◎
４ 「写真①を示す」に エ と解答しているもの 5.5
５ 「写真①を示す」に オ と解答しているもの 0.7
９ 上記以外の解答 1.1
０ 無解答 2.0
一 １ 「写真②を示す」に ア と解答しているもの 2.9
② ２ 「写真②を示す」に イ と解答しているもの 3.9
３ 「写真②を示す」に ウ と解答しているもの 3.1
４ 「写真②を示す」に エ と解答しているもの 78.1 ◎
５ 「写真②を示す」に オ と解答しているもの 8.8
９ 上記以外の解答 1.2
０ 無解答 2.1
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分析結果と課題
○ 本設問は，発表において，写真を提示する適切な箇所を選択するものである。選択肢には，
発表の展開の中で区切りとなる箇所の五つを取り上げた。考えたことや伝えたいことと収集
した資料とを関係付けながら，写真を提示する適切な場面を選択する必要がある。正答率は，
写真①が80.9％，写真②が78.1％である。
○ 写真①の誤答には，話の導入部の途中に示すアと考えたもの（解答類型１）が6.8％，写
真②の内容を端的に示すエと考えたもの（解答類型４）が5.5％ある。また，取材後の発見
について述べている途中に示すイと考えたもの（解答類型２）が3.0％，発表全体のまとめ
の直前に示すオと考えたもの（解答類型５）が0.7％ある。
写真②の誤答には，発表全体のまとめの直前に示すオと考えたもの（解答類型５）が8.8
％，取材後の発見について述べている途中に示すイと考えたもの（解答類型２）が3.9％あ
る。また，写真①の内容を端的に示すウと考えたもの（解答類型３）が3.1％，話の導入部
の途中に示すアと考えたもの（解答類型１）が2.9％ある。
二枚の写真と発表原稿の内容とを関係付け，「この」や「これ」という指示語などに着目
しながら，それぞれの写真を提示する適切な場面をとらえることができなかったと考えられ
る。
学習指導に当たって
○ 伝えたいことと資料とを関係付けながら，資料を効果的に提示して話すには，伝えたいこ
とに合わせた資料の収集と選択，聞き手を意識した提示のタイミングや提示の際の話し方を
工夫できるようにすることが重要である。そのためには，資料や情報が相手，目的や意図に
応じた適切なものであるかを吟味するとともに，発表原稿などを作成し，その中に資料を提
示する箇所や聞き手を引き付ける話し方を明示するなど，具体的に指導することが大切であ
る。
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Ｂ３設問二
趣旨
目的や意図に応じて，聞き手を引き付けるように話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 考えた事や自分の意図が分かるように話の組立てを工夫しながら，目的や場に応じた
適切な言葉遣いで話すこと。
イ 話し手の意図を考えながら話の内容を聞くこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３ 二 １ 話し手が聞き手に問いかけることによる効果や，聞き手が話し手
に問いかけられることによる効果について，次のように解答してい
るもの
＊ 聞き手が話の内容に対する興味や関心を高めることができると
いう効果について書いている。
＊ 聞き手が主体的に話の内容について予想したり考えたりするこ
とができるという効果について書いている。
73.3 ◎
＊ 話し手が取り上げる内容を聞き手に明確に示すことができると
いう効果について書いている。
＊ 話し手が話の流れを双方向的なものに調整することができると
いう効果について書いている。
＊ 話し手が聞き手の興味や関心，知識の程度，話の受け止め方を
察することができるという効果について書いている。
９ 上記以外の解答 15.6
０ 無解答 11.1
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分析結果と課題
○ 本設問は，発表において，話し手が聞き手に問いかけることのよさについて説明するもの
である。話し手が聞き手に問いかけた効果をとらえて説明する必要がある。正答率は，73.3
％である。
○ 誤答は，解答類型９が15.6％ある。その中には，「できるだけ雪が屋根に積もらないよう
にするため」や「雪を落とすため」のように，傍線部「なぜ，このように角度が急になって
いるのだと思いますか」という問いかけに対する答えの内容を解答しているものがある。ま
た，「聞くことはいいことだから」や「問いかけると相手が分かるから」のように，問いか
けることのよさを抽象的な表現で解答しているものなどがある。
問われている事柄を正しく解釈することができなかったり，聞き手へ問いかける効果につ
いて明確に説明することができなかったりしたと考えられる。
学習指導に当たって
○ 聞き手を引き付ける話し方をするには，聞き手の反応を確かめながら話を進めていくこと
ができるようにすることが重要である。そのためには，例えば，「このことを知っている人
は手を挙げてください。」と聞き手の知識の状況をとらえたり，「二つの資料のこの部分を
比べてみてください。共通点が一つあります。」と注目点や強調点を示したりするなど，話
の内容や資料への興味や関心が高まるような話し方の工夫について，具体的に指導すること
が大切である。
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Ｂ３設問三
趣旨
話の中心や話し手の意図をとらえながら聞き，適切に質問することができるかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 話し手の意図を考えながら話の内容を聞くこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３ 三 １ １ と解答しているもの 13.3
２ ２ と解答しているもの 7.1
３ ３ と解答しているもの 70.1 ◎
４ ４ と解答しているもの 4.6
９ 上記以外の解答 0.7
０ 無解答 4.3
分析結果と課題
○ 本設問は，話し手への質問がどのような観点によるものであるかを考え，適切な内容を選
択するものである。選択肢には，①話し手の意図を考え，伝えたい事柄をより深めるための
質問，②自分の理解度を確認するための質問，③取材や構成時の工夫についての質問，④自
分の意見と比べるための質問の四つを取り上げた。提示された質問の観点とそれを基に大野
さんが質問した内容とを照応し，適切なものを選択する必要がある。正答率は，70.1％であ
る。
○ 誤答には，話し手の意図を考え，伝えたい事柄をより深めるための質問と考えたもの（解
答類型１）が13.3％，自分の理解度を確認するための質問と考えたもの（解答類型２）が
7.1％ある。また，自分の意見と比べるための質問と考えたもの（解答類型４）が4.6％ある。
「どのようにして集めたのですか」が写真の取材方法について質問していること，また，
「なぜ，その二枚を選んだのですか」が写真の選択理由について質問していることをとらえ
ることができなかったと考えられる。
学習指導に当たって
○ 話の中心や話し手の意図をとらえながら聞き，適切に質問するには，話し手を尊重して主
体的に聞こうとする態度を高めるとともに，話し手と聞き手の両者にとって大事なことを押
さえ，話し手の意図や話の内容に合わせて質問を工夫できるようにすることが重要である。
そのためには，話し手の意図や話の中心を的確にとらえ，自分の意見と比べるなどした上で，
本設問で示したような様々な観点に合わせながら，聞きたいことを明確にして質問すること
ができるように指導することが大切である。
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【指導のねらい】
聞き手を引き付けながら分かりやすく説明したり，話し手の意図を踏まえながら的確に
聞いたりすることができるようにする。
【例１】は課題を取り立てて指導する場合，【例２】は課題の解決を図る単元を通して指導する場合の具体例
【授業アイディア例１】資料を提示する効果的なタイミングを理解することで，聞き手を
引き付けながら分かりやすく説明する。
【授業アイディア例２】観点に合わせて質問を工夫することで，話し手の意図を踏まえな
がら的確に聞く。
【留意点】
○ 資料については，本や文章，実物や映像，パンフレットやリーフレット，図表や写真など
の中から，相手や目的，意図，場や状況に応じた適切な資料を取り上げる。また，話の内
容や構成と資料との整合性に配慮する。
○ 効果的なタイミングを考えて資料を提示したり，観点に合わせて質問を工夫したりするこ
とについては，各教科等の学習や日常生活の場面においても活用できるようにする。
１ グループごとに作成した
発表原稿を基に，提示する
資料を準備する。
２ グループごとに資料を提
示するタイミングのパター
ンを話し合う。
３ グループごとにタイミン
グのパターンを選び，提示
の際の話し方も考えながら，
発表の練習をする。
４ グループごとに発表し合
い，相互評価する。
第一次
○ これまでの質問の仕方を振り返り，
学習課題「観点に合わせて質問を工夫
しよう」を設定する。
第ニ次
○ 課題やテーマに即して，各自400字
程度の発表原稿を書く。
○ 代表児童の発表を全員で聞き，各自
それに対する質問をカードに書く。
○ 全員が書いたカードを黒板に貼り，
質問を観点ごとに整理する。
第三次
○ グループの中で一人一人が発表し，
それに対して，自分が選んだ観点や指
定された観点で質問をする。
○ 観点に合わせて質問を工夫すること
ができたかどうかを評価する。
Ⅰ 複数の資料を一度に提示
■観点１
伝えたいことの中心
をとらえる質問
■観点３
取材や構成時の工夫
を引き出す質問
■観点４
自分の意見と相手の
意見とを比べる質問
・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・
・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
一人一人が書いた質問のカード
■観点２
自分の理解について
確かめる質問
【資料を提示するタイミングのパターン（例）】
Ⅱ 複数の資料を一つずつ提示
資料 話す内容
わたしは，…
というテーマに
ついて調べまし
た。
調べて分かっ
たことを，これ
ら三枚の資料を
使って，説明し
ていきます。
資料１は，…
を示しています。
資料
１
資料
２
資料
３
資料 話す内容
…ということが分
かりました。
そのことを示す
のが資料Ａです。
次に，資料Ｂを
見てください。
これは，…。
最後に，資料Ｃ
を見てください。
資料
Ａ
資料
Ｂ
資料
Ｃ
【黒板に整理した質問の観点（例）】
Aグループは一
つめの観点から，
Bグループは三つ
めの観点から質問
してみましょう。
四つめの観点
から質問します。
ぼくは…につい
て…考えます。
○○さんは…？
※ Ⅱのパターンについては，それぞれの資料に対して，
「①説明した後に資料を提示」，「②資料を提示した後
に説明」の二通りに分けることもできます。
※ 資料の一部分をかくして提示する工夫もできます。
教師
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小学校 国語Ｂ ４ 情報を関係付けて読む<目覚まし時計>
出題の趣旨
目的や意図に応じて，必要な情報を関係付けて読み，理由を明確にして説明するこ
とができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
エ 書かれている内容について事象と感想，意見の関係を押さえ，自分の考えを明確にし
ながら読むこと。
オ 必要な情報を得るために，効果的な読み方を工夫すること。
分析概要
○ 正答率は，65.7％である。目的や意図に応じて，必要な情報を関係付けて読み，理由
を明確にして説明することに課題がある。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
４ （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 選ぶ目覚まし時計を「Ｃ」と書いている。
② 目覚まし時計の価格について触れている。
＊ Ｃの目覚まし時計の価格について，【資料】にある「四二〇〇円」
と，【決めたこと】にある「五〇〇〇円より安い」という具体的
な数値をいずれも書いている。
③ 目覚まし時計の目覚まし音について触れている。
＊ Ｃの目覚まし時計の目覚まし音について，【資料】と【決めたこ
と】にある「音楽」という具体的な言葉を書いている。
④ 書き出しの言葉を含めて，60字以上，80字以内で書いている。
１ 条件①，②，③，④のいずれも満たしているもの 7.3 ◎
２ 条件①，③，④のいずれも満たしているもののうち，条件②につ
いて，【資料】あるいは【決めたこと】にのみ触れている，あるい
は，【決めたこと】に合うということにのみ触れているもの
条件①，②，④のいずれも満たしているもののうち，条件③につ
いて，【決めたこと】に合うということにのみ触れているもの
58.4 ○
条件①，④のいずれも満たしているもののうち，条件②，③に
ついて，【決めたこと】に合うということにのみ触れているもの
条件①，④のいずれも満たしているもののうち，条件②，③につ
いて，ＡとＢの目覚まし時計の価格と目覚まし音に触れ，ＡとＢを
消去することでＣの目覚まし時計を選んでいるもの
３ 条件①，②，③はいずれも満たしているが，条件④は満たしてい
ないもの
5.6
４ 条件①，②はいずれも満たしているが，条件③は満たしていない
もの（価格にのみ触れているもの）
＊ 条件④を満たしているかどうかは不問とする。
14.3
条件①，③はいずれも満たしているが，条件②は満たしていない
もの（目覚まし音にのみ触れているもの）
＊ 条件④を満たしているかどうかは不問とする。
５ 条件①は満たしているが，条件②，③はいずれも満たしていない
もの 3.6
＊ 条件④を満たしているかどうかは不問とする。
９ 上記以外の解答 7.9
０ 無解答 3.0
正答率 65.7
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分析結果と課題
○ 本問は，複数の資料を比べて読み，資料の情報と決定した条件とを関連付けながら，選択
したものとその理由を明確にして説明するものである。複数の情報を比べて読み，条件を満
たしているものを選択した上で，その理由を明確にして説明する必要がある。正答率は，65.7
％である。そのうち，58.4％は，条件を満たしているＣの目覚まし時計を選択した上で，そ
れを選択する理由について，目覚まし時計の価格と目覚まし音の両方に触れているものの，
十分に説明せずに解答したり，ＡとＢは条件を満たしていないことを解答したりしているも
のである。
○ 誤答には，「（選ぶ目覚まし時計は，）Ｃ（です。理由は，）価格が五〇〇〇円以下の四二
〇〇円だし，ボタンを押すと日付の表示に変えることができてよい」や「（選ぶ目覚まし時
計は，）Ｃ（です。理由は，）好きな音楽にできるので，起きたとき気持ちがよいから」の
ように，価格と目覚まし音のいずれか一方しか触れずに解答しているもの（解答類型４）が
14.3％，価格と目覚まし音の両方に触れているが，求められた字数に即さずに解答している
もの（解答類型３）が5.6％ある。また，「（選ぶ目覚まし時計は，）Ｃ（です。理由は，）ボ
タンを押すと日付けが分かるから」のように，選ぶ目覚まし時計の記号のみを正しく選択し
ているもの（解答類型５）が3.6％ある。
解答類型９は，7.9％ある。その中には，「（選ぶ目覚まし時計は，）Ａ（です。理由は，）
ほかの物よりＡのほうが安いし，設定した時こくになるとおはようといって起こしてくれる
からです」や「（選ぶ目覚まし時計は，）Ｂ（です。理由は，）価格が高いからいいものだと
思うし，『午前』『午後』という表示が変わるから使いやすい」のように，Ｃ以外の目覚ま
し時計を選択して解答しているものなどがある。
複数の情報を比べて読み，条件を満たしているものを選択した上で，その理由を明確にし
て説明することができなかったと考えられる。
○ 過去の全国調査では，平成19年度国語Ｂ４一「情報を読み取る＜お客様セールのちらし＞」
（正答率63.0％）において同様な問題を取り上げている。そこでは，目的に応じて，情報に
含まれた曜日や人数などの必要な事実を的確に読み取ることに課題があった。本問からは，
決定した条件に応じて，複数の情報を比較検討し，条件に即したものを的確に選択した上で，
その選択の理由を明確に説明することに課題があることが分かる。
これらのことを踏まえると，目的や意図に応じて，情報に含まれた必要な事実を的確に読
み取ったり，必要な情報を関係付けて読み取った上で，理由を明確にして説明したりするこ
とに課題があると考えられる。
学習指導に当たって
○ 目的や意図に応じて，必要な情報を収集し，選択するには，複数の情報を比べて読むなど，
効果的な読み方を工夫できるようにすることが重要である。そのためには，複数の情報に含
まれる共通点や相違点を整理して検討するように指導することが大切である。その際，複数
の情報について観点を明確にして分類するとともに，情報の内容がもつ特徴や情報の送り手
が強調している事柄などをとらえることができるようにすることが大切である。また，示さ
れた情報の内容だけでは分からないことや分かりにくいことなどについても検討することが
大切である。
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【指導のねらい】
目的や意図に合わせて，必要な情報を関係付けながら的確に読み取ったり，考えた理由
や根拠を明確にしたりすることができるようにする。
【例１】は課題を取り立てて指導する場合，【例２】は課題の解決を図る単元を通して指導する場合の具体例
【授業アイディア例１】目的や意図に合わせて行動計画を立てることを通して，必要な情報
を関係付けながら的確に読み取る。
【授業アイディア例２】目的や意図に合わせて優先する条件を決めることを通して，考えた
理由や根拠を明確にする。
【留意点】
○ 目的や意図に応じて，本や文章をはじめ，新聞や雑誌，パンフレットやリーフレット
などの資料を意図的に活用することが重要である。それらの資料の中から必要な情報を
取捨選択したり，情報に対する考えを交流したりできるように指導する。
，，
いって
■館内の案内図 ■イベントの案内（時間，場所，内容）
① 家の人の許可を得て，家
の本を持ち寄る
⑤ 高学年にふさわしい内容
の本
⑧ 分担したジャンルやテー
マに合わせる
⑦ みんなにすすめたいと思
う本
⑥ 国語の教科書に出てくる
作者が書いた本
③ １冊の価格が3000円
以下の本
② 一人が持ち寄る本の冊数
は５冊以内
④ いろいろな教科などの調
べ学習に役立つ本
１ 水族館を見学す
る目的と全体での
行動計画について
確認する。
２ 右のパンフレッ
トを基にして，グ
ループごとに，
①調べる具体的な内容
②見学する場所
③順路
④役割分担
⑤約束事 など
について話し合う。
第一次
○ 学級文庫の利用状況について
振り返り，学習課題「学級文庫
の本の入れ替えについて話し合
おう」を設定する。
第二次
○ グループごとに本の入れ替えに
ついての条件を話し合う。
○ グループごとに優先する条件を
三つ選び，その理由や根拠につい
て考える。
① 見学の目的：海に住む生き物の特ちょうと生活の様子を調べて報告する。
② 行動計画 ：グループ活動（13:00～15:00） 出入口に集合（15:15）…
〔例〕Ａグループの調べる内容…アザラシとアシカのちがいについて
３ グループごとに
決まったことを発
表する。
Ａグループでは，調べる内容や集合時刻のことなどを考え，まず，13:30か
らの「飼育員への質問」へ行きます。そこでは，…などについて質問しよう
と思います。その後は，14:30からの「えさやり体験」へ行きます。
～（発表が続く）～
わたしたちのグループでは，①「家の人に許可を得て，家の
本を持ち寄る」ことを第一の条件にしたらよいと考えました。
そのわけは，新しい本を買うとなると お金が必要になるから
です。また，家の人に許可をもらうと，学校に持って行っても
よい本かどうかを判断することができるからです。
第二の条件は… ～（発表が続く）～
第三次
○ グループごとに考えた理由や
根拠の明確さについて全員で検
討し，入れ替えの条件を決める。
【グループから出された本の入れ替えについての条件（例）】
【見学の目的と行動計画】
○ グループごとに考えた条件を
発表し合い，黒板に整理する。
➝◇イルカのショー イルカプールにおいて…
➝◇えさやり体験 アザラシ・アシカゾーンにおいて…
➝◇飼育員への質問 不思議発見スペースにおいて…
【水族館のパンフレット（例）】
イルカのショー（30分間） 11:30～ 15:00～
えさやり体験（25分間） 10:00～ 14:30～
飼育員への質問（20分間） 10:45～ 13:30～
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（２）算数
小学校 算数Ａ １ 四則計算
出題の趣旨
整数，小数の計算をすることができるかどうかをみる。
除法の結果を小数で表すことができるかどうかをみる。
四則の混合した計算をすることができるかどうかをみる。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は87.0％，設問(2)の正答率は84.4％，設問(3)の正答率は89.7％，設問(4)
の正答率は83.4％，設問(5)の正答率は86.2％である。「(３位数)－(２位数)」の計算，「(整
数)×(小数)」の計算，「(３位数)÷(１位数)」の計算，「(整数)－(小数)」の計算，商が小
数になる除法「(整数)÷(整数)」の計算については，相当数の児童ができている。
○ 設問(6)の正答率は，66.3％である。加法と乗法の混合した整数の計算をすることに課題
がある。
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Ａ１設問(1)
趣旨
繰り下がりのある減法「(３位数)－(２位数)」の計算をすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ａ 数と計算
(2) 加法及び減法の計算が確実にできるようにし，それらを適切に用いる能力を伸ばす。
イ 加法及び減法の計算が確実にでき，それらを適切に用いること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
１ (1) １ 178 と解答しているもの 87.0 ◎
２ 188 と解答しているもの 2.1
３ 278 と解答しているもの 0.3
４ 288 と解答しているもの 0.0
５ 222 と解答しているもの 0.2
９ 上記以外の解答 10.1
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 243－65 を計算する問題である。ここでは，「(２位数)－(２位数)」の計算技能を基に，
10のまとまりに着目して計算することが求められる。正答率は87.0％であり，相当数の児童
ができている。
学習指導に当たって
○ 第３学年の指導内容である繰り下がりのある減法「(３位数)－(２位数)」の計算が確実に
できるようにすることが大切である。解答を誤った児童には，繰り下がりに気を付けさせた
り，計算の確かめをさせたりして，児童の実態に応じて継続して指導する必要がある。
○ 基礎的な計算技能については，その習熟や維持を図るために，学習する学年以降も適宜練
習の機会を設けて継続して指導する必要がある。
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※１）昭和37年度全国小学校学力調査（昭和37年7月実施）対象：第５学年（抽出）約387,000人，第６学年（抽出）
約425,000人
※２）平成19年度全国学力・学習状況調査（平成19年4月実施）対象：第６学年（悉皆）約1,139,000人
なお，各調査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要
がある。
Ａ１設問(2)
趣旨
小数の乗法「(整数)×(小数)」の計算をすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(3) 小数の乗法及び除法の意味について理解し，それらを適切に用いることができるよ
うにする。
ウ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。また，余
りの大きさについて理解すること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
１ (2) １ 91.8 と解答しているもの 84.4 ◎
２ 918 と解答しているもの 4.1
３ 918 以外の位取りの誤りがあるもの 1.1
４ 18.9 や 189 などと解答しているもの 0.1
９ 上記以外の解答 9.9
０ 無解答 0.4
（参考）昭和37年度調査(第６学年)※１ 正答率79.2％
平成19年度調査(第６学年)※２ 正答率85.6％
分析結果と課題
○ 27×3.4 を計算する問題である。ここでは，「(整数)×(整数)」の計算技能を基に，乗数
が小数であることに着目した小数点の移動が求められる。正答率は84.4％であり，相当数の
児童ができている。
○ 誤答について
・ 「18.9」や「189」などと解答した解答類型４と解答類型９の反応率を合わせると，10.0
％である。「27×34」という「(２位数)×(２位数)」の計算ができていないと考えられる。
・ 「918」と解答した解答類型２と「918以外の位取りの誤りがあるもの」を解答した解答類
型３の反応率を合わせると，5.2％である。積の小数点の付け方を誤っていると考えられる。
学習指導に当たって
○ 小数の乗法「(整数)×(小数)」の計算の基礎として，第３学年の学習内容である「(整数)
×(整数)」の計算が確実にできるようにすることが大切である。基礎的な計算技能について
は，その習熟や維持を図るために，第４学年以降も適宜練習の機会を設けて計画的に指導す
る必要がある。
○ 計算の指導においては，和や差，積，商の見当を付けてから計算できるようにすることが
大切である。計算結果の見通しについて話し合う活動を取り入れたり，求めた計算結果が妥
当かどうかを確かめる活動を取り入れたりすることが考えられる。
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※１）平成16年度特定の課題に関する調査（平成17年2月実施）対象：第４，５，６学年（抽出）各学年約3,000人
なお，各調査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要
がある。
Ａ１設問(3)
趣旨
除法「(３位数)÷(１位数)」の計算をすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ａ 数と計算
(3) 整数の除法についての理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを適切
に用いる能力を伸ばす。
イ 除法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
１ (3) １ 228 と解答しているもの 89.7 ◎
230 と解答しているもの
２ 203 と解答しているもの 0.7
23 と解答しているもの
９ 上記以外の解答 7.9
０ 無解答 1.7
（参考）平成16年度調査(第４学年)※１ 73.8％
分析結果と課題
○ 912÷４ を計算する問題である。ここでは，「(２位数)÷(１位数)」の計算技能を基に，計
算することが求められる。正答率は89.7％であり，相当数の児童ができている。
学習指導に当たって
○ 第４学年の指導内容である「(３位数)÷(１位数)」の計算が確実にできるようにすること
が大切である。解答を誤った児童には，計算の確かめをさせるなどして，児童の実態に応じ
て継続して指導する必要がある。
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Ａ１設問(4)
趣旨
小数の減法「(整数)－(小数)」の計算をすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ａ 数と計算
(4) 小数の意味とその表し方について理解するとともに，小数の加法及び減法の意味に
ついて理解し，それらを用いることができるようにする。
ウ の位までの小数の加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
１ (4) １ 7.5 と解答しているもの 83.4 ◎
２ ３ と解答しているもの 0.3
３ 0.3 と解答しているもの 10.2
９ 上記以外の解答 5.0
０ 無解答 1.1
分析結果と課題
○ ８－0.5 を計算する問題である。ここでは，位をそろえて計算することが求められる。正
答率は83.4％であり，相当数の児童ができている。
○ 誤答については，「３」と解答した解答類型２と「0.3」と解答した解答類型３の反応率を
合わせると，10.5％である。一の位の数８から の位の数５を引いたと考えられる。
学習指導に当たって
○ 小数の減法では，小数点をそろえ，位をそろえて計算することを確実にできるようにする
ことが大切である。解答を誤った児童には，例えば８を8.0とみることで位をそろえて計算
できるようにするなど，児童の実態に応じて継続して指導する必要がある。
○ 計算の仕方を考えたり，計算技能を習得したりする上で，数の大きさについての豊かな感
覚を身に付けられるようにすることが大切である。
例えば，８－0.5の計算を数直線を用いて考える活動を取り入れ，８や0.5の数の大きさを
数直線上で確認したり，0.5を引くという操作を数直線上で確認したりすることが考えられ
る。
１
10
１
10
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Ａ１設問(5)
趣旨
商が小数になる除法「(整数)÷(整数)」の計算をすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(3) 小数の乗法及び除法の意味について理解し，それらを適切に用いることができるよ
うにする。
ウ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。また，余
りの大きさについて理解すること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
１ (5) １ 1.2 と解答しているもの 86.2 ◎
２ 12 と解答しているもの 6.9
３ 0.8，0.83 など， を小数で表しているもの 0.2
５ ｜ ６
４ と解答しているもの （大きさの等しい分数を含む） 0.1
６ ｜ ５
５ と解答しているもの （大きさの等しい分数を含む） 0.0
５ ｜ ６
６ １あまり１ と解答しているもの 0.0
９ 上記以外の解答 4.9
０ 無解答 1.7
分析結果と課題
○ ６÷５ の商を小数で表す問題である。ここでは，単位の考えを基にして計算し，小数点
の位置を考えることが求められる。正答率は86.2％であり，相当数の児童ができている。
○ 誤答については，「12」と解答した解答類型２の反応率が6.9％である。商の小数点の付け
方を誤っていると考えられる。
学習指導に当たって
○ 「(整数)÷(整数)」の場合で，商が整数の範囲で割り切れないときや，被除数が除数より
小さいとき，単位の考えを基にして，割り進んで計算できるようにすることが大切である。
例えば，６÷５の計算の場合には，余りの１を0.1が10個とみて，商を小数で求めること
ができる。指導に当たっては，単位の考えを基にして計算できることに児童が気付けるよう
にして，形式的な取扱いに偏ることのないよう配慮する必要がある。
-146-
Ａ１設問(6)
趣旨
加法と乗法の混合した整数の計算をすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 数量の関係を式で簡潔に表したり，それをよんだりすることができるようにする。
ア 四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し，正しく計算すること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
１ (6) １ 350 と解答しているもの 66.3 ◎
２ 400 と解答しているもの 29.3
９ 上記以外の解答 3.7
０ 無解答 0.8
分析結果と課題
○ 50＋150×２ を計算する問題である。ここでは，乗法を加法より先に計算するという計算
の順序についてのきまりを理解していることが求められる。正答率は，66.3％である。加法
と乗法の混合した整数の計算をすることに課題がある。
○ 誤答については，「400」と解答した解答類型２の反応率が29.3％である。加法と乗法の混
合した計算にもかかわらず，式の左「50＋150」から順に計算していると考えられる。
○ 平成19年度全国学力・学習状況調査（以下「平成19年度調査」という。）では，Ａ１(7)で
６＋0.5×２を計算する問題を出題し，正答率は69.1％であった。誤答については，「13」と
いう解答(解答類型２)が13.3％であった。平成20年度全国学力・学習状況調査（以下「平成
20年度調査」という。）では，Ａ１(5)で３＋２×４を計算する問題を出題し，正答率は71.1
％であった。誤答については，「20」という解答(解答類型２)が23.3％であった。平成21年
度全国学力・学習状況調査（以下「平成21年度調査」という。）では，Ａ１(6)で80－30÷５
を計算する問題を出題し，正答率は67.0％であった。誤答については，「10」という解答(解
答類型２)が26.1％であった。
学習指導に当たって
○ 計算の順序についてのきまりに従って計算することの重要性を理解できるようにすること
が大切である。例えば，50＋150×２の計算について，乗法を先に計算した場合と加法を先
に計算した場合を比較して，式のどの部分から計算するかによって計算結果が異なることを
児童が認識できるようにすることが考えられる。
〈乗法を先に計算した場合〉 〈加法を先に計算した場合〉
50 ＋ 150 × ２ 50 ＋ 150 × ２
① 150×２＝300 ① 50＋150＝200
② 50＋300＝350 ② 200×２＝400
○ 計算の順序についてのきまりの理解を一層深めるためには，乗法と加法,減法の混合した
計算だけでなく，除法と加法，減法の混合した計算など，四則の混合した様々な計算をする
機会を設けて継続して指導する必要がある。
①
②
①
②
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小学校 算数Ａ ２ 除法の意味
出題の趣旨
除法の意味について理解しているかどうかをみる。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，54.1％である。商が１より小さくなる等分除「(整数)÷(整数)」の
場面で，除法が用いられることの理解に課題がある。
○ 設問(2)の正答率は，40.6％である。数量を等分したときの１つ分を求めるために除法が
用いられること，商を分数で表せることの理解に課題がある。
Ａ２設問(1)
趣旨
商が１より小さくなる等分除 「(整数)÷(整数)」の場面で，除法が用いられることを理
解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(3) 小数の乗法及び除法の意味について理解し，それらを適切に用いることができるよ
うにする。
ア 乗数や除数が整数である場合の乗法及び除法の意味について理解すること。
ウ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。また，余
りの大きさについて理解すること。
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解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
２ (1) (注意)
式については，答えの有無や答えの正誤は問わない。
式 答え
１ 0.5 と解答しているもの 54.1 ◎
と解答しているもの
４ ｜ ８
２
４÷８ と解答
0.0 ◎
（大きさの等しい分数を含む）
３ ２ と解答しているもの 0.3
４ 上記以外の解答 0.5
５ ８÷４ と解答しているもの 31.1
６
８×４ と解答しているもの
5.2
４×８ と解答しているもの
９ 上記以外の解答 5.2
０ 無解答 3.6
正答率 54.1
分析結果と課題
○ ８ｍの重さが４kgの棒の１ｍの重さを求める式と答えを書く問題である。ここでは，被除
数に当たる数と除数に当たる数を判断して立式することが求められる。正答率は，54.1％で
ある。商が１より小さくなる等分除「(整数)÷(整数)」の場面で，除法が用いられることの
理解に課題がある。
○ 誤答については，式を「８÷４」と解答した解答類型５の反応率が31.1％と最も高い。「(整
数)÷(整数)」の除法では，被除数の方が除数より大きくなると考え，８÷４と立式してい
ると考えられる。
学習指導に当たって
○ 商が１より小さくなる等分除「(整数)÷(整数)」の場面では，何が被除数で，何が除数か
をとらえて立式できるようにすることが必要である。
例えば，本問題では，下のような図をかく活動を取り入れ，１ｍ分の重さを求めるために
４kgを８等分すればよいことを理解できるようにすることが大切である。
具体的には，次のことを丁寧に確認し，「４÷８」と立式できるようにすることが考えら
れる。
・長さで考えると，１ｍは，８ｍを８等分した１つ分。
・重さで考えると，１ｍの重さは，８ｍの重さ４kgを８等分した１つ分。
また，上のような図を初めから自由に児童にかかせるだけでなく，完成された図を提示し
ておいて考える活動を取り入れることも考えられる。さらに，図の一部分を示しておいて，
棒の１ｍの長さに色を塗らせる活動を取り入れ，８ｍを８等分した１つ分が１ｍであること
を実感的に理解できるようにすることも考えられる(下図参照)。このように，児童の実態や
授業のねらいに応じて図を用いる活動の中身を工夫することが必要である。
１ｍ
４kg
８ｍ
□kg
１ｍ
４kg
８ｍ
□kg
１ｍ
４kg
８ｍ
４kg
８ｍ
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１ｍ
【指導のねらい】
場面から数量の関係をとらえ，除法を適切に用いることができるようにする。
【授業アイディア例】 ≪主な学習内容・活動≫
● 数量の関係を
図に表す。
● 図を基に式を
考える。
● 求めた答えが
問題に合ってい
ることを確かめ
る。
【留意点】
○ 何が除数で，何が被除数かを，図を見て考えられるようにする。
８ｍの重さが４kgのぼうがあります。
このぼうの１ｍの重さは何kgですか。
どのような図をかきましたか。かいた順番を説明しましょう。
ぼうの長さが８ｍで，重さが
４kgなので，左の図をかきました。
４kg
８ｍ
４kg 「１ｍ分の重さ」を求めるので，
８ｍを８等分して，１ｍに当たる
部分に色をぬりました。１ｍ ８ｍ
□kg
<小>
４kg 最後に，求める１ｍの重さを
□kgとしました。
８ｍ
図を基に，どのような式になるかを考えましょう。
長さが８倍になると，重さも８倍になります。
１ｍの重さが□kgだから，８ｍの重さは□×８＝４と表せます。
□を求める式は４÷８になります。
４÷８＝0.5 で，１ｍの重さは0.5kgです。
１ｍの重さが0.5kgのぼうの８ｍ分の重さは，
0.5×８＝４なので問題に合っています。
実際に計算して，確かめましょう。
教師
長さで考えると，１ｍは，８ｍを８等分した１つ分です。
重さで考えると，１ｍの重さは，８ｍの重さ４kgを８等分
した１つ分です。
１ｍの重さを求めるので，式は４÷８になります。
問題を図に表しましょう。
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Ａ２設問(2)
趣旨
数量を等分したときの１つ分を求めるために除法が用いられること，商を分数で表せるこ
とを理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(4) 分数についての理解を深めるとともに，同分母の分数の加法及び減法の意味について
理解し，それらを適切に用いることができるようにする。
ウ 整数の除法の結果は，分数を用いると常に一つの数として表すことができること
を理解すること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
２ (2)
１ と解答しているもの （大きさの等しい分数を含む） 40.6 ◎
２ ｜ ３
２ と解答しているもの （大きさの等しい分数を含む） 14.7
３ ｜ ２
３ と解答しているもの （大きさの等しい分数を含む） 19.7
１ ｜ ３
４ 0.66，0.67 など，商を小数で表しているもの 0.5
５ と解答しているもの （大きさの等しい分数を含む） 2.0
６ ｜
10
９ 上記以外の解答 17.2
０ 無解答 5.3
分析結果と課題
○ ２ℓのジュースを３等分したときの１つ分の量を分数で表す問題である。ここでは，被除
数に当たる数と除数に当たる数を判断することが求められる。正答率は，40.6％である。数
量を等分したときの１つ分を求めるために除法が用いられること，商を分数で表せることの
理解に課題がある。
○ 誤答について
・ 「 」(ℓ)と解答した解答類型３の反応率が19.7％である。「３等分」という表現にの
１ ｜ ３
み着目していると考えられる。
・ 「 」(ℓ)と解答した解答類型２の反応率が14.7％である。「(整数)÷(整数)」の除法
３ ｜ ２
では，被除数の方が除数より大きくなると考え，式を３÷２と考えて商を と解答した児
３ ｜ ２
童もいると考えられる。また，式を２÷３と考えたが，被除数を分母に除数を分子にして
商を とした児童もいると考えられる。
３ ｜ ２
・ 解答類型９の反応率が17.2％である。その中には，「1.5」(ℓ)という解答がある。３÷
２の商を小数で答えていると考えられる。
○ 平成20年度調査では，Ａ１(6)で２÷３の商を分数で表す問題を出題し，正答率は73.8％
であった。誤答については，「 」という解答（解答類型２）が5.3％であった。「 」とい
３ ｜ ２ １ ｜ ３
う解答は解答類型９（上記以外の解答）に分類されており，解答類型９の反応率は13.4％で
あった。
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○ 本設問Ａ２(2)とＡ２(1)のクロス集計から，Ａ２(1)で正答，Ａ２(2)で誤答または無解答
である児童の割合は，全体の28.6％である。これは，Ａ２(1)で正答した児童の52.9％に当た
る。商が１より小さくなる等分除「(整数)÷(整数)」の場面で除法が用いられることを理解
しているが，量を等分したときの１つ分の量を分数で表すことができないと考えられる。
Ａ２(2)とＡ２(1)のクロス集計表
Ａ２(2)
正答 誤答 無解答 合計
類型１，２
25.5 27.5 1.1 54.1
式を４÷８ (正答)
と解答
類型３，４ 0.3 0.5 0.1 0.8
Ａ２(1)
式を８÷４と解答（類型５） 11.4 18.4 1.4 31.1
上記以外の解答（類型６，９） 3.0 6.6 0.7 10.3
無解答（類型０） 0.4 1.0 2.1 3.6
合計 40.6 54.1 5.3 100.0
学習指導に当たって
○ 分数の意味については，その観点の置き方によって様々なとらえ方ができる。本問題に関
連して，次のような意味の違いをとらえられるようにすることが必要である。
・ は，具体物を３等分したものの１つ分の大きさを表し， は２つ分の大きさを表す。
１ ｜ ３ ２
|３
・ は， ℓのように測定したときの量の大きさを表す。
２ ｜ ３２
|３
・ は，整数の除法「２÷３」の結果（商）を表す。
２ ｜ ３
例えば，１ℓのジュースと２ℓ，３ℓのジュースをそれぞれ３等分する操作を図にかいて考え
る活動を取り入れ，１つ分の量の大きさが違っていることを確認できるようにすることが考
えられる。このとき，基にする量が異なるため，同じ３等分の操作であっても１つ分の量の
大きさが異なることを理解できるようにすることが大切である。また，２ℓを３等分した
１つ分の量が， ℓの２つ分と等しいことを実感できるようにすることも大切である（下図参
１ ｜ ３
照）。
１ℓ
１ℓを３等分すると， １ℓを３等分した1つ分の量は ℓ
１ ｜ ３
式で表すと，１÷３＝
１ ｜ ３
２ℓ １ℓ
２ℓを３等分すると， ２ℓを３等分した１つ分の量は ℓ
２ ｜ ３
（ ℓの２つ分と同じ）
１ ｜ ３
式で表すと，２÷３＝
２ ｜ ３
３ℓ １ℓ
３ℓを３等分すると，
３ℓを３等分した1つ分の量は１ℓ
（ ℓの３つ分と同じ）
１ ｜ ３
式で表すと，３÷３＝１
１
３ℓ
１
３ℓ
１
３ℓ
１
３ℓ
１
３ℓ
１
３ℓ
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○ 求めた答えが問題に合っているかどうかを，問題場面と対応させて検討したり，確かめた
りできるようにすることが大切である。
例えば，本問題で，３÷２と立式し「 」(ℓ)という答えを求めた児童に対しては，２ℓを
３ ｜ ２
３等分したときの１つ分が１ℓよりも少なくなることを図などを基に確認する活動を取り入れ，
ℓという答えが問題に合わないことを理解できるようにすることが考えられる。また，
３ ｜ ２
「 」(ℓ)と解答を誤った児童に対しては， ＋ ＋ ＝１と計算して，１ℓになるので問題
１ ｜ ３ １ ｜ ３１ ｜ ３１ ｜ ３
に合わないことを確認する場を設定し，誤りに気付けるようにすることが考えられる。この
ように，求めた答えを確かめる経験ができる学習場面を設定し，答えを確かめることの大切
さを理解できるようにし，求めた答えを吟味する態度を育てることが必要である。
○ ａ÷ｂ（ａ，ｂは整数でｂは０でない）の商を という分数で表すようにすると，どの
ａ ｜ ｂ
ようなときでも除法の結果を１つの数で表すことができる。このことをよさとして認識でき
るようにし，商を分数で表すことができるようにすることが大切である。
例えば，６÷３＝２や２÷４＝0.5 のように商が整数や小数になる場合，２÷３＝0.666…
のように商を小数まで割り進めても割り切れない場合などについて，商を分数で表す活動を
取り入れ，整数の除法の結果を分数で表せることを確実に理解できるようにすることが考え
られる。
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だから，１つ分の量は Ｌです。
【指導のねらい】
除法の結果を表す分数について理解できるようにする。
【授業アイディア例】 ≪主な学習内容・活動≫
● 量の大きさを
表す分数につい
て確認する。
● ２Ｌを３等分
した１つ分の量
が Ｌになるこ
とを，図や操作
で確認する。
● 整数の除法の
結果が分数で表
せることを確認
する。
【留意点】
○ この授業は，整数の除法の結果を分数で表す学習の導入場面で行う。
○ 分数を用いて除法の結果を表す場合に，何を等分しているのかに着目できるようにする。
○ 児童の実態に応じて，リットルますの図を示したワークシ トーを用いたり，実際に操作をさせたりする。
Ｌは，１Ｌを３等分
した１つ分の量です。
３
１
２Ｌのジュースを３等分します。１つ分の量は，何Ｌになりますか。
求める式を書いて，言葉と図で説明しましょう。
１
３L
１L
Ｌや Ｌがどのような量かを，言葉と図で説明しましょう。
L
１L
２
３
Ｌは，１Ｌを３等分
した２つ分の量です。
３
２
３
２
求める式は２÷３です。
２÷３＝0.666…となり，
割り切れません。
２L
だから，１つ分の量は Ｌです。
１L １L １L １L １L
２Ｌを１Ｌずつ順番に３等分
して１つ分の量を考えます。
２Ｌを３等分して１つ分の量を考えます。
１Ｌずつに分
けて考える
あわせる
３
２
２Ｌを３等分
した１つ分
１つ目の１Ｌを
３等分して入れる
２つ目の１Ｌを
３等分して入れる
３
２
２
３L
１L １L １L
２
３L
２
３L
１L １L
１
３L
１
３L
２L
１L １L １L
１
３L
１
３L
１
３L
２
３L
１L
３
１
３
２
２÷３の答えは，分数を使って と表すことができます。３
２
教師
〈板書の例〉
<小>
Ｌ。
整数どうしの割り算の商は，
分数で表すことができる。
このとき，割る数を分母に，
割られる数を分子にする。
２Ｌを３等分した
１つ分の量は，
式で書くと，
２÷３＝
●÷■＝ ■
●３
２
３
２
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小学校 算数Ａ ３ 分数の意味
出題の趣旨
分数の意味について理解しているかどうかをみる。
分析概要
○ 本問題の正答率は，69.0％である。等分してできる部分の大きさを表すのに分数が用いら
れることの理解に課題がある。
Ａ３
趣旨
等分してできる部分の大きさを表すのに分数が用いられることを理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ａ 数と計算
(5) 分数の意味とその表し方について理解できるようにする。
ア 端数部分の大きさや等分してできる部分の大きさなどを表すのに分数を用いること。
また，分数の表し方について知ること。
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(4) 分数についての理解を深めるとともに，同分母の分数の加法及び減法の意味につい
て理解し，それらを適切に用いることができるようにする。
ア 簡単な場合について，大きさの等しい分数があることに着目すること。
ウ 整数の除法の結果は，分数を用いると常に一つの数として表すことができること
を理解すること。
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※１）国際数学･理科教育動向調査（Trends in International Mathematics and Science Study 平成19年3月実施）
対象：第４学年（抽出）約4,500人
なお，各調査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要
がある。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
３ １ １ と解答しているもの 1.1
２ ２ と解答しているもの 69.0 ◎
３ ３ と解答しているもの 24.3
４ ４ と解答しているもの 4.9
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.8
（参考）TIMSS2007(第４学年)※１ 正答率39.2％
分析結果と課題
○ 長方形の黒い部分を表す分数を選ぶ問題である。ここでは，示された長方形が３等分され
ているととらえたり，長方形（全体）と黒い部分（部分）のそれぞれが小さい正方形の幾つ
分に当たるのかを考えたりすることが求められる。正答率は，69.0％である。等分してでき
る部分の大きさを表すのに分数が用いられることの理解に課題がある。
○ 誤答については，「 」を選択した解答類型３の反応率が24.3％である。黒い部分は正方
形６個分，白い部分は正方形12個分であることに着目して判断していると考えられる。
学習指導に当たって
○ 日常生活における量の等分の経験を基にして，表し方が異なっていても大きさの等しい分
数があることを理解できるようにすることが大切である。
例えば，本問題に関連して下のような図を観察する活動を取り入れ，分割の回数は異なる
けれども，全体に対する黒い部分の大きさがすべて同じ であることを理解できるようにす
１ ｜ ３
ることが考えられる。
１ ｜ ３ ３ ｜ ９ ６ ｜
18
６
12
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小学校 算数Ａ ４ 円の面積の求め方
出題の趣旨
円の面積の求め方について理解しているかどうかをみる。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，80.3％である。円を分割して並べ替えたときにできる長方形につい
て，縦の長さが円の半径であることは，相当数の児童が理解している。
○ 設問(2)の正答率は，55.5％である。円を分割して並べ替えたときにできる長方形につい
て，横の長さが円周の半分であることの理解に課題がある。
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※１）平成15年度小･中学校教育課程実施状況調査（平成16年２月実施）対象：第５･６学年（抽出）各学年約16,000人
なお，各調査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要
がある。
Ａ４設問(1)
趣旨
円を分割して並べ替えたときにできる長方形について，縦の長さが円の半径であることを
理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定
(1) 基本的な平面図形の面積が計算で求められることの理解を深め，面積を求めること
ができるようにする。
イ 円の面積の求め方を考え，それを用いること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
４ (1) １ １ と解答しているもの 80.3 ◎
２ ２ と解答しているもの 5.4
３ ３ と解答しているもの 3.3
４ ４ と解答しているもの 9.9
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 0.9
（参考）平成15年度調査(第５学年)※１ 正答率76.4％
分析結果と課題
○ 円を分割して並べ替えたときにできる長方形について，縦の長さが円のどの部分に当たる
かを選ぶ問題である。ここでは，円の面積の求め方を考える際の等積変形の仕方について理解
していること，その様子が示された図を基に，各部分の長さを元の円と対応させて考えることが
求められる。正答率は80.3％であり，相当数の児童ができている。
○ 誤答については，「円周の半分」を選択した解答類型４の反応率が9.9％である。示された
円や長方形の図形，円の等積変形の図などを基にそれらを対応させて考えられなかったり，
長方形の○あと○いの部分を混同したりしていると考えられる。
学習指導に当たって
○ 円の面積の公式を学習する際には，円を等分して並べ替えた図形を平行四辺形や長方形と
みなす考え方や方法を実感的に理解できるようにすることが大切である。教科書の図を観察
したりコンピュータの画面上で図形の変形の様子を観察したりするだけでなく，例えば，紙
にかいた円を実際に扇形に切り分けて並べ替えるなどの活動を取り入れることが考えられ
る。
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※１）平成15年度小･中学校教育課程実施状況調査（平成16年２月実施）対象：第５･６学年（抽出）各学年約16,000人
なお，各調査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要
がある。
Ａ４設問(2)
趣旨
円を分割して並べ替えたときにできる長方形について，横の長さが円周の半分であること
を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定
(1) 基本的な平面図形の面積が計算で求められることの理解を深め，面積を求めること
ができるようにする。
イ 円の面積の求め方を考え，それを用いること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
４ (2) １ １ と解答しているもの 5.6
２ ２ と解答しているもの 15.3
３ ３ と解答しているもの 22.4
４ ４ と解答しているもの 55.5 ◎
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 1.0
（参考）平成15年度調査(第５学年)※１ 正答率56.5％
分析結果と課題
○ 円を分割して並べ替えたときにできる長方形について，横の長さが円のどの部分に当たる
かを選ぶ問題である。ここでは，円の面積の求め方を考える際の等積変形の仕方について理解
していること，その様子が示された図を基に，各部分の長さを元の円と対応させて考えることが
求められる。正答率は，55.5％である。円を分割して並べ替えたときにできる長方形につい
て，横の長さが円周の半分であることの理解に課題がある。
○ 誤答については，「円周」を選択した解答類型３の反応率が22.4％である。円周が二等分
され，それぞれが長方形の２つの辺に対応していることを図から読み取ることができていな
いと考えられる。
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○ 本設問Ａ４(2)とＡ４(1)のクロス集計から，Ａ４(1)で正答，Ａ４(2)で「円周」または「円
周の半分」を選択している児童の割合は，全体の67.0％である。示された長方形の縦の部分
が元の円の半径に当たることを理解できており，横の部分が元の円の円周と関連しているこ
とは判断できていると考えられる。
Ａ４(2)とＡ４(1)のクロス集計表
Ａ４(2) 長方形の横
円周の
半径 直径 円周 半分 その他 無解答 合計
(正答)
Ａ４ 半径
2.0 11.2 17.7 49.4 0.0 0.1 80.3
(1) (正答)
長 直径 1.1 0.3 2.0 2.0 0.0 0.0 5.4
方 円周 0.8 1.3 0.2 1.0 0.0 0.0 3.3
形 円周の半分 1.7 2.5 2.5 3.1 0.0 0.0 9.9
の その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.2
縦 無解答 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.9
合計 5.6 15.3 22.4 55.5 0.2 1.0 100.0
学習指導に当たって
○ 円の面積の求め方を考える際の等積変形の仕方について理解できるようにするためには，
紙にかいた円を実際に切って並べ替えるなどの活動を取り入れることが大切である。その際，
円を長方形に並べ替えるだけでなく，並べ替えてできた長方形を元の円に並べ直したり，円
周や半径などに色や印を付けて，並べ替える前の図形と並べ替えた後の図形の対応が確認し
やすいように工夫したりすることが必要である。また，円の分割回数を増やした場合の様子
を観察する活動を取り入れ，長方形に近づくことを確認できるようにすることも大切である。
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【指導のねらい】
円を分割して並べ替えた図形と元の円を対応させて，円の面積の求め方を考えられるようにする。
【授業アイディア例】 ※(1)から順に(2),(3),(4),(5)と進む。 ≪主な学習内容・活動≫
● (1) 実際に円
を切って並べ替
えて，平行四辺
形のように見え
ることを確認す
る。
● (2) (1)とは逆
の操作をして，
平行四辺形と円
との対応を調べ
る。
● (3) さらに細
分していくと長
方形に近づくこ
とを，図を見て
確認する。
● (4) 平行四辺
形の場合を基に，
長方形と円との
対応を考える。
● (5) 平行四辺
形や長方形の面
積を求める式を
基に，円の面積
を求める式を考
える。
【留意点】
○ (1)で円を並べ替える操作，(2)で円に戻す操作をして，各部分の対応を丁寧に確認する。
○ (1)と(2)の操作活動では，色を付けたり，円周の部分を紐でつなげたりするなどの工夫をする。
ひ も
○ (5)で考えた式を基にして円の面積を求める公式の学習を進め，公式の意味を理解できるよう
にする。
平行四辺形の高さと底辺
に当たる部分に色を付けて，
元の円にもどして調べまし
ょう。
(3) 円をさらに細かく切ってならべ
かえると，どのような図形になる
と考えられますか。
(1) 円の面積の求め方を考えるために，
円を８等分して，図のようにならべ
かえましょう。
教師
ならべかえると，平行四辺形の
ように見えます。
(2) 平行四辺形の高さと底辺に当
たる部分は，元の円のどの部分
ですか。
平行四辺形の高さに当たる部分は，
元の円の半径です。
細かく切ってならべかえると，
長方形になると考えられます。
(4) 長方形のたてと横に当たる部
分は，元の円のどの部分ですか。
平行四辺形の面積は，
「(底辺)×(高さ)」で求められます。
長方形の面積は，
「(たて)×(横)」で求められます。
だから，円の面積を求める式は，
「(半径)×(円周の半分)」と考えられ
ます。
高さ
底辺
続きは右上へ
長方形のたてに当たる部分は，
元の円の半径です。横に当たる
部分は，元の円の円周の半分です。
(5) 円の面積を求める式を考えま
しょう。
たて
横
左下から続く
平行四辺形の底辺に当たる部分は，
元の円の円周の半分です。
-161-
小学校 算数Ａ ５ 角の大きさ，台形の面積
出題の趣旨
角の大きさを求めることができるかどうかをみる。
基本的な平面図形の面積の求め方を理解しているかどうかをみる。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，82.9％である。補角（２つの角の和が180度になるとき，一方は他方
の補角であるという）の大きさを求めることは，相当数の児童ができている。
○ 設問(2)の正答率は，70.4％である。台形の面積の求め方を理解し，面積を求めることは，
更にできるようにする必要がある。
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Ａ５設問(1)
趣旨
補角の大きさを求めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｂ 量と測定
(2) 角の大きさについて理解し，それを測定することができるようにする。
ア 角の大きさを回転の大きさとしてとらえ，その単位と測定の意味について理解す
ること。
イ 角の大きさの単位（度( °)）について知ること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
５ (1) １ 120 と解答しているもの 82.9 ◎
２ 鋭角（０度より大きく，90度より小さい角）を解答しているもの 3.6
３ 90 と解答しているもの 0.8
４ 105 と解答しているもの 4.0
５
類型１，類型４以外の鈍角（90度より大きく，180度より小さい角）
3.8
を解答しているもの
６ 300 と解答しているもの 0.3
９ 上記以外の解答 2.2
０ 無解答 2.3
分析結果と課題
○ 三角定規が示された場面で，60度の補角の大きさを求める問題である。ここでは，一直線で表
される角の大きさが180度であることを理解していることが求められる。正答率は82.9％であり，
相当数の児童ができている。
○ 誤答について
・ 「105」（度）と解答した解答類型４の反応率が4.0％である。角アの近くに示されてい
る60度と45度をたした児童もいると考えられる。
・ 鋭角を解答した解答類型２の反応率が3.6％である。角アが90度より大きいという見通
しをもつことができていないと考えられる。
学習指導に当たって
○ 角の大きさの指導においては，角の大きさについての感覚を豊かにすることが大切である。
例えば，様々な角の大きさを調べる活動を取り入れ，求める角の大きさが90度より大きい
かどうかを判断したり，見通しをもって角の大きさを測定したりできるようにすることが考
えられる。
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Ａ５設問(2)
趣旨
台形の面積の求め方を理解し，面積を求めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定 〔学習指導要領（平成20年告示）〕
(1) 図形の面積を計算によって求めることができるようにする。
ア 三角形，平行四辺形，ひし形及び台形の面積の求め方を考えること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
５ (2) (注意)
式については，答えの有無や答えの正誤は問わない。
乗数と被乗数を入れ替えた式なども許容する。
式 答え
１ (３＋７)×４÷２ と解答 69.6 ◎
２
(上底＋下底)×高さ÷２ など，
0.3 ○
言葉の式を解答
三角形に分割するなど，台形の面
３ 積を求める式を工夫して解答 20 と解答しているもの 0.5 ○
例 ３×４÷２＋７×４÷２
（ ）を用いずに，類型１の式を
４ 解答 2.6
例 ３＋７×４÷２
７×４ と解答しているもの
５
３×４ と解答しているもの
6.4
７×４÷２ と解答しているもの
３×４÷２ と解答しているもの
６
(３＋７)×４ と解答しているもの
6.1
３×４＋７×４ と解答しているもの
７
類型１から６以外を解答
20 と解答しているもの 0.5
無解答
８ 類型１，類型２を解答
20 以外を解答しているもの
1.3
無解答
９ 上記以外の解答 10.2
０ 無解答 2.4
正答率 70.4
分析結果と課題
○ 上底３cm，下底７cm，高さ４cmの台形の面積を求める式と答えを書く問題である。ここで
は，台形の面積を求めるために必要な上底，下底，高さを，示された図からとらえることが
求められる。正答率は，70.4％である。
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○ 誤答について
・ 式を「７×４」「３×４」「７×４÷２」「３×４÷２」と解答した解答類型５の反応率
が6.4％である。台形の面積を求める公式と平行四辺形や三角形の面積を求める公式とを
混同している児童もいると考えられる。
・ 式を「（３＋７）×４」「３×４＋７×４」と解答した解答類型６の反応率が6.1％であ
る。「÷２」を書いていない解答である。
・ 式を「３＋７×４÷２」，答えを「20」（ｃ㎡）と解答した解答類型４の反応率が2.6％で
ある。面積は正しく求められているが，必要な（ ）を使って式を書いていない解答である。
学習指導に当たって
○ 台形の面積を求める公式の意味を理解し，面積を求めることができるようにすることが大
切である。
例えば，２つの合同な台形を組み合わせて平行四辺形を作り，平行四辺形の底辺と高さが
台形のどこに当たるかを色分けして確認する活動を取り入れ，（上底＋下底）の意味や「÷
２」の意味を理解できるようにすることが考えられる。また，台形の面積を求めるための式
として，誤った式を提示し，式のどこが誤っているかを考えたり，正しい式に修正したりす
る活動を取り入れ，公式の意味を確実に理解できるようにすることも考えられる。
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小学校 算数Ａ ６ 立方体の展開図
出題の趣旨
基本的な立体図形を展開図から構成できるかどうかをみる。
分析概要
○ 本問題の正答率は，88.4％である。立方体を展開図から構成することは，相当数の児童が
できている。
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Ａ６
趣旨
立方体を展開図から構成できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｃ 図形 〔学習指導要領（平成20年告示）〕
(2) 図形についての観察や構成などの活動を通して，立体図形について理解できるよう
にする。
ア 立方体，直方体について知ること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
６ １ ア と解答しているもの 4.2
２ イ と解答しているもの 1.7
３ ウ と解答しているもの 2.8
４ エ と解答しているもの 88.4 ◎
５ オ と解答しているもの 1.3
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 1.4
分析結果と課題
○ 立方体の展開図をかく場面で，５つの面が示されたとき，残りの１つの面をかく場所を選
ぶ問題である。ここでは，示された展開図を基に立方体を想像し，不足している面を考えて
展開図を完成することが求められる。正答率は88.4％であり，相当数の児童ができている。
○ 誤答については，「ア」を選択した解答類型１の反応率が4.2％である。辺や面のつながり
やそれらの位置関係を考えて立方体を想像することができていない児童もいると考えられ
る。
学習指導に当たって
○ 辺や面のつながりやそれらの位置関係を考えて，展開図からできあがる立体図形を想像で
きるようにすることが大切である。
例えば，展開図を念頭操作で組み立てる活動を取り入れ，念頭操作に慣れるようにするこ
とが考えられる。その際，ある１つの面を底面と考えて，その面を動かさずに固定して立体
図形を組み立てる様子を想像するなど，念頭操作しやすい方法を身に付けられるようにする
ことが大切である。また，念頭で操作したとおりに具体物を操作して確認する活動を取り入
れることも考えられる。
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小学校 算数Ａ ７ 平行四辺形の作図
出題の趣旨
基本的な平面図形の定義や性質について理解しているかどうかをみる。
分析概要
○ 本問題の正答率は，76.3％である。平行四辺形の定義や性質については，更に理解できる
ようにする必要がある。
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Ａ７
趣旨
平行四辺形の定義や性質について理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｃ 図形
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，基本的な平面図形についての理解
を一層深めるとともに，図形の構成要素及びそれらの位置関係に着目して考察できる
ようにする。
イ 平行四辺形，台形，ひし形について知り，それらをかいたり，作ったり，平面上
で敷き詰めたりすること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
７ １ １ と解答しているもの 5.9
２ ２ と解答しているもの 4.7
３ ３ と解答しているもの 3.8
４ ４ と解答しているもの 76.3 ◎
５ ５ と解答しているもの 4.6
６ ６ と解答しているもの 2.7
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 1.9
分析結果と課題
○ 方眼紙上に平行四辺形をかく場面で，隣り合う２辺が示されたとき，残りの１つの頂点の
位置を選ぶ問題である。ここでは，向かい合う２組の辺がそれぞれ平行で長さが等しいとい
う平行四辺形の定義と性質に基づいて，もう１つの頂点を選び，平行四辺形を構成すること
が求められる。正答率は，76.3％である。
○ 平成19年度調査では，Ａ６(2)で底辺が方眼に平行な平行四辺形を完成する問題を出題し，
正答率は88.6％であった。
○ 誤答については，「１」を選択した解答類型１の反応率が5.9％である。「１」を用いて構
成した四角形を直感的に平行四辺形と判断している児童もいると考えられる。
学習指導に当たって
○ 図形を作図する際に，図形の定義や性質を基にして考えられるようにすることが大切である。
例えば，本問題のような平行四辺形の頂点を選ぶ問題を扱い，平行四辺形のどのような定
義や性質を基にしたのかを説明する活動を取り入れることが考えられる。
○ 図形の定義や性質を学習する際に，定規やコンパス，分度器を使って測定する活動を取り
入れ，定義や性質を確認できるようにすることが大切である。
例えば，本問題を用いて，方眼紙上に選択肢ごとに四角形をかいてみる活動を取り入れ，
それぞれの四角形の辺の長さを測定したり，辺が平行であるかどうかを調べたりして，平行
四辺形になっているかどうかを調べることが考えられる。
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小学校 算数Ａ ８ 図形の定義や性質
出題の趣旨
面積の保存性を理解しているかどうかをみる。
基本的な平面図形の定義や性質について理解しているかどうかをみる。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，82.3％である。図形の一部を移動して形の異なる図形に変形した場
合に，面積が変わらないことは，相当数の児童が理解している。
○ 設問(2)の正答率は，84.9％である。二等辺三角形の定義や性質は，相当数の児童が理解
している。
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Ａ８設問(1)
趣旨
図形の一部を移動して形の異なる図形に変形した場合に，面積が変わらないことを理解し
ているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｂ 量と測定
(1) 面積の意味について理解し，簡単な場合について，面積を求めることができるよう
にする。
ア 面積について単位と測定の意味を理解すること。
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定
(1) 基本的な平面図形の面積が計算で求められることの理解を深め，面積を求めること
ができるようにする。
ア 三角形及び平行四辺形の面積の求め方を考え，それらを用いること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
８ (1) １ １ と解答しているもの 5.1
２ ２ と解答しているもの 3.9
３ ３ と解答しているもの 5.9
４ ４ と解答しているもの 82.3 ◎
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 2.6
分析結果と課題
○ 長方形を１本の対角線で切って組み合わせてできた図形の面積が，元の長方形の面積と比
べてどれだけの大きさになるかを選ぶ問題である。ここでは，図形を変形する様子が示され
た図を基に，元の長方形と，その一部を移動してできた図形を対応させて考えることが求め
られる。正答率は82.3％であり，相当数の児童ができている。
○ 誤答については，「面積は，２倍になる。」を選択した解答類型３の反応率が5.9％，「面積
は，0.5倍になる。」を選択した解答類型１の反応率が5.1％である。面積が変わらないこと
を理解できていない児童もいると考えられる。また，長方形を対角線で２等分した直角三角
形と，組み合わせてできた二等辺三角形や元の長方形とを比べている児童もいると考えられ
る。問題の文章や示された図から考察する対象を特定できていなかったり，図形の大きさを
比べる際に，基にする図形がどれで，比べる図形がどれかをとらえられていなかったりする
と考えられる。
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学習指導に当たって
○ 平行四辺形などの基本的な図形の面積を求める学習では，等積変形によって，既習の求積
可能な図形に置き換えて，面積の求め方を考えることがある。その際，図形を分割し再構成
して形を変えても面積は変わらないという面積の保存性を理解していることが必要である。
例えば，第４学年で正方形や長方形の求積公式を学習する際に，方眼紙にかいた正方形を
実際に切って長方形を作り，正方形と長方形の面積を調べる活動を取り入れ，面積が同じで
あることを確認できるようにしたり，変形して作った長方形を元の正方形に戻して，面積が
変わっていないことを確認できるようにしたりすることが考えられる。さらに，これらの活
動では，どの図形に着目しているのか，考察の対象とする図形を児童が正確にとらえられて
いるのかを見取ることが必要である。
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Ａ８設問(2)
趣旨
二等辺三角形の定義や性質を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ｃ 図形
(1) ものの形についての観察や構成などの活動を通して，基本的な図形について理解で
きるようにする。
イ 図形を構成する要素に着目して，正方形，長方形，直角三角形について知り，
それらをかいたり，作ったり，平面上で敷き詰めたりすること。
〔第４学年〕 Ｃ 図形
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，基本的な図形についての理解を深
める。
ア 図形を構成する要素に着目して，二等辺三角形，正三角形について知り，それ
らをかいたり，作ったり，平面上で敷き詰めたりすること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
８ (2) １ １ と解答しているもの 5.4
２ ２ と解答しているもの 84.9 ◎
３ ３ と解答しているもの 4.9
４ ４ と解答しているもの 1.2
５ ５ と解答しているもの 1.0
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 2.5
分析結果と課題
○ 長方形を１本の対角線で切って組み合わせてできた図形の名前を選ぶ問題である。ここで
は，示された図を基に，図形の構成要素に着目して図形を判断することが求められる。正答
率は84.9％であり，相当数の児童ができている。
○ 誤答については，「直角三角形」を選択した解答類型１の反応率が5.4％である。組み合わ
せてできた図形の辺の長さと，角の大きさに着目できていないと考えられる。
学習指導に当たって
○ 作業的・体験的な算数的活動を通して，基本的な平面図形の定義や性質を理解できるよう
にすることが大切である。
例えば，二等辺三角形については，長さの等しい辺を合わせて折り重ねたり，角の大きさ
を実測したりする活動を取り入れ，定義や性質を確認できるようにすることが考えられる。
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小学校 算数Ａ ９ 割合，折れ線グラフ
出題の趣旨
割合の意味について理解しているかどうかをみる。
折れ線グラフから変化の様子を読み取ることができるかどうかをみる。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，57.8％である。割合の意味の理解に課題がある。
○ 設問(2)の正答率は，74.0％である。折れ線グラフから，増え方が最も大きい区間を読み
取ることは，更にできるようにする必要がある。
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Ａ９設問(1)
趣旨
割合の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 百分率の意味について理解し，それを用いることができるようにする。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
９ (1) 0.8 と解答しているもの（「～倍」と書いているものを含む）
0.8と同じ割合を分数で解答しているもの（「～倍」と書いているも
１ のを含む） 26.9 ◎
例 8 倍
10
２
80％ と解答しているもの
30.9 ◎
８割 と解答しているもの
３
複数の解答が書かれており，正答と誤答の両方を解答しているもの
0.0
例 0.8（８％）
0.8 の位取りの誤りがあるもの
４ 0.8 を基に百分率や歩合を書いているがその表現に誤りがあるもの 4.0
例 80
1.25 または，1.25と同じ割合を解答しているもの
５
1.25 の位取りの誤りがあるもの
3.6
1.25 を基に百分率や歩合を書いているがその表現に誤りがあるもの
例 1.25
0.2 または，0.2と同じ割合を解答しているもの
６
0.2 の位取りの誤りがあるもの
2.1
0.2 を基に百分率や歩合を書いているがその表現に誤りがあるもの
例 0.2％
４ または，４と同じ割合を解答しているもの
７
４ の位取りの誤りがあるもの
6.1
４ を基に百分率や歩合を書いているがその表現に誤りがあるもの
例 40％
８
90，90ｍ ，90％，９割 と解答しているもの
9.0
2
10，10ｍ ，10％，１割 と解答しているもの2
９ 上記以外の解答 7.1
０ 無解答 10.2
正答率 57.8
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分析結果と課題
○ じゃがいも畑の面積40㎡が，学校の畑の面積50㎡のどれだけの割合に当たるかを書く問題
である。ここでは，割合を(比較量)÷(基準量)で求められることを理解し，小数や分数，百
分率，歩合のいずれかを用いて割合を表現することが求められる。正答率は，57.8％である。
割合の意味の理解に課題がある。
○ 誤答について
・ 解答類型８の反応率は，9.0％である。「90％」や「10㎡」などと解答しているものであ
り，「100(％)－10(㎡)」，「50(㎡)＋40(㎡)」などと計算して割合を求めた児童もいると考
えられる。割合が(比較量)÷(基準量)で求められることを理解できていないと考えられる。
・ 解答類型７の反応率は，6.1％である。「40％」や「４割」などと解答しているものであ
り，「40㎡」を基に「40％」と考えたり，「40÷10」と計算したりした児童もいると考えら
れる。割合を求めるために必要な２量に着目できていないと考えられる。
・ 解答類型４の反応率は，4.0％である。「80」などと解答しているものであり，「40÷50
＝0.8」と計算していると考えられる。百分率を用いた割合の表し方が理解できていない
と考えられる。
・ 解答類型５の反応率は，3.6％である。「1.25」などと解答しているものであり，「50÷
40」と計算している児童もいると考えられる。割合を求めるために必要な２量に着目でき
ていないと考えられる。
○ 平成20年度調査では，Ａ９(2)で620冊の本の40％の冊数を求める式と答えを書く問題を出
題し，正答率は55.1％であった。誤答については，式を「620÷0.4」と書いた解答（解答類
型６）が14.8％であった。平成21年度調査では，Ａ７で200人のうち80人が女子のとき，女
子の人数の割合は全体の何％かを選ぶ問題を出題し，正答率は57.1％であった。誤答につい
ては，「2.5％」を選択した解答（解答類型２）が22.6％であった。
学習指導に当たって
○ 割合の意味の理解を促すためには，例えば，次のような「Ａ数と計算」領域の学習指導に
おいても割合の考えを意識しておくことが必要である。
・ 第３学年： 包含除の場面での倍の意味の学習
・ 第４，５学年： (整数)÷(整数)＝(小数)の場面での小数倍の意味の学習
（例えば，「５ｍは２ｍの何倍か」という場面で2.5倍という小数倍を考える）
・ 第５学年： 分数倍の意味の学習
これらに共通する「何が何の何倍か」を考えることは，割合の考えの基礎となるものであ
る。数直線を用いた図や線分図などに数量を表してそれらの関係をとらえることができるよ
うに繰り返し指導し，あらゆる場面で基準量を意識できるようにすることが大切である。
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○ 割合を求める場合，問題の文章から何が比較量で何が基準量かをとらえること，(比較量)
÷(基準量)で割合を求めることができることを理解していることなどが必要である。例えば，
本問題を用いて，次のような事柄を丁寧に確認することが考えられる。
・ じゃがいも畑の面積の割合を求めるために必要な２量は何か。
・ ２量（学校の畑の面積とじゃがいも畑の面積）の関係をテープ図に表すと，どのよう
になるか（下図参照）。
・ テープ図を基にすると，じゃがいも畑の面積は学校の畑の面積の半分よりも大きいか
小さいか。
次に，問題の文章「じゃがいも畑の面積40㎡は，学校の畑の面積50㎡のどれだけの割合
にあたりますか。」から，学校の畑の面積が基準量で，じゃがいも畑の面積が比較量と読み
取れることを確認し，これら２量の関係を下のようなテープ図に表すことが考えられる。
さらに，テープ図から，じゃがいも畑の面積の割合は，「40÷50」で求められることを確認
することが考えられる。
じゃがいも畑
学校の畑
50ｍ２
40ｍ２
じゃがいも畑
学校の畑
50ｍ２
40ｍ２
１(100％)
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【指導のねらい】
割合が(比較量)÷(基準量)で求められることを理解できるようにする。
【授業アイディア例】 ※問題Ａ９(1)を提示する。 ≪主な学習内容・活動≫
● ２量の関係を
方眼紙上に図で
表す。
● 割合の意味を
確認する。
● 基準量，比較
量が何になるか
を確認する。
● 割合を図に書
き入れる。
● 割合を計算し
て求める。
【留意点】
○ 児童の実態に応じて，数直線などを提示したりすることも考えられる。
じゃがいも畑の面積と学校の畑全体の面積を方眼紙上に図で表しましょう。
教師
割合の意味をふり返ってみましょう。
図を見ると，じゃがいも畑は，学校の畑全体の半分より
大きいことが分かります。
じゃがいも畑
学校の畑
50㎡
40㎡
じゃがいも畑は，40㎡なので
４ます，学校の畑全体は，50㎡
なので５ますになるようにかき
ました。
この問題で，比べる量，もとにする量は何ですか。
じゃがいも畑の面積40㎡は，学校の畑全体の面積50㎡のどれだけの割合に
当たるか考えましょう。
学校の畑全体のどれだけに当たるかを求めるので，
学校の畑全体の50㎡が，もとにする量です。
もとにする量を１とみて，比べる量がどれだけに当たるかを考え
ればよいですね。もとにする量の割合を１，比べる量の割合を□と
して，図にかき入れましょう。
じゃがいも畑の割合を求めるので，
じゃがいも畑の40㎡が，比べる量です。
じゃがいも畑が学校の畑全体の□倍だから，50×□＝40と表せます。
□を求める式は 40÷50 で，計算すると0.8になります。
(じゃがいも畑)÷(学校の畑全体) を計算すると，40÷50＝0.8 です。
じゃがいも畑は，学校の畑全体の0.8に当たります。
図を見て，割合を求めましょう。
比べる量が，もとにする量の何倍に当たるかを
表した数を割合といいます。
《割合》
学校の畑全体が，もとにする量
なので１です。
じゃがいも畑が，比べる量なの
で□です。
40㎡
50㎡
学校の畑
じゃがいも畑
１
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Ａ９設問(2)
趣旨
折れ線グラフから，増え方が最も大きい区間を読み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(3) 目的に応じて資料を集め，分類整理したり，特徴を調べたりすることができるよう
にする。
ウ 資料を折れ線グラフに表したり，グラフから特徴や傾向を調べたりすること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
９ (2) (注意)
「午後」の用語の有無は問わない。
１ 午後１ 時と 午後２ 時の間 と解答しているもの 74.0 ◎
２ 午後４ 時と 午後５ 時の間 と解答しているもの 0.8
３ 午後２ 時と 午後３ 時の間 と解答しているもの 14.2
４ 午前10 時と 午前11 時の間 と解答しているもの 0.2
５ 午前９ 時と 午後２ 時の間 と解答しているもの 0.3
９ 上記以外の解答 6.4
０ 無解答 4.2
分析結果と課題
○ 折れ線グラフを読み，気温の上がり方が最も大きい時間を書く問題である。ここでは，折
れ線グラフの傾きに着目することが求められる。正答率は，74.0％である。
○ 誤答については，「午後２(時と)午後３(時の間)」と解答した解答類型３の反応率が14.2
％である。気温が一番高い区間を書いているものである。
学習指導に当たって
○ 折れ線グラフから，変化の特徴を読み取ることができるようにすることが大切である。
例えば本問題を扱い，各部分の折れ線の傾きから気温の増減を読み取る活動を取り入れ，
変わり方を調べるためには線の傾きを見ればよいこと，変わり方が大きいか小さいかを調べ
るためには線の傾きの大きさを見ればよいことを確認できるようにすることが考えられる。
また，気温が一番高い時刻が午後２時，午後３時であること，１時間ごとの気温の上がり
方が一番大きかったのが午後１時から午後２時の間であることを読み取る活動を取り入れ，
「気温」と「気温の上がり方」が違うものであることを確認したり，グラフ上で着目する部
分が異なっていることを確認したりすることが必要である。
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小学校 算数Ｂ １ 問題や式の解釈・修正（おつり）
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出題の趣旨
示された場面を解釈して，次のことができるかどうかをみる。
・ 条件に合うように問題の中の数を考え，変更すること。
・ 計算の順序についてのきまりを基に，式を修正すること。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，56.2％である。示された式を解釈し，えんぴつ１本の定価が整数に
なるおつりの金額を判断することに課題がある。
○ 設問(2)の正答率は，42.7％である。計算の順序についてのきまりを理解し，最初に考え
た式に（ ）を書き加えて正しい式に修正することに課題がある。
Ｂ１設問(1)
趣旨
示された式を解釈し，えんぴつ１本の定価が整数になるおつりの金額を判断できるかどう
かをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ａ 数と計算
(4) 除法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。
ア 除法が用いられる場合について知り，それを式で表したり，その式をよんだりす
ること。また，余りの意味について理解すること。
〔第４学年〕 Ａ 数と計算
(3) 整数の除法についての理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを適切
に用いる能力を伸ばす。
イ 除法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(3) 小数の乗法及び除法の意味について理解し，それらを適切に用いることができるよ
うにする。
ウ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。また，余
りの大きさについて理解すること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
１ (1) １ １ と解答しているもの 5.7
２ ２ と解答しているもの 12.0
３ ３ と解答しているもの 56.2 ◎
４ ４ と解答しているもの 24.3
９ 上記以外の解答 1.3
０ 無解答 0.6
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分析結果と課題
○ えんぴつ１本の定価を整数にするために，おつりの金額を何円に変えればよいかを選ぶ問
題である。ここでは，問題文や示された式から，おつりの金額が変わることを理解すること
が求められる。正答率は，56.2％である。示された式を解釈し，えんぴつ１本の定価が整数
になるおつりの金額を判断することに課題がある。
○ 誤答について
・ 解答類型４より，「150円」を選択している解答は，24.3％である。おつりの金額ではな
く，えんぴつ１本の定価を考えようとして，３で割り切れる数を選んだ児童もいると考え
られる。問題で示されている京子さんの式「400÷３＝133.3…」に着目して，133.3に近
い数や３で割り切れる数を選んだりした児童もいると考えられる。
・ 解答類型２より，「300円」を選択している解答は，12.0％である。おつりの金額ではな
く，えんぴつ１本の定価を考えようとして，３で割り切れる数を選んだ児童もいると考え
られる。問題で示されている京子さんの式「400÷３＝133.3…」に着目して，３で割り切
れる数を選んだ児童もいると考えられる。
学習指導に当たって
○ 問題づくりの場面で，つくった問題を吟味したり修正したりできるようにすることが大切
である。問題をつくって終わりにするのではなく，つくった問題を実際に解いてみて，適切
でない部分があるか否か，どの部分をどのように修正すればよいかを考える活動を取り入れ
ることが考えられる。
例えば，本問題の「えんぴつ１本の定価を求める問題」を基に，次のような内容を確認し
て，つくった問題を修正する経験ができるようにすることが考えられる。
・ 400÷３＝133.3… となり，えんぴつ１本の定価が整数にならないこと。
・ おつりの金額を変えると，えんぴつ１本の定価を整数にできること。
・ 出した金額やえんぴつの本数などを変えると，えんぴつ１本の定価を整数にできること。
さらに，修正した問題を実際に解いてみる活動を取り入れ，えんぴつ１本の定価が整数に
なることを確認できるようにすることも考えられる。
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【指導のねらい】
問題づくりの場面で，つくった問題を吟味して修正できるようにする。
【授業アイディア例】 ≪主な学習内容・活動≫
● 問題を解いて，
えんぴつ１本の
定価が整数にな
らないことを確
認する。
● 問題の修正の
仕方を考える。
● 条件に合うえ
んぴつの本数を
考える。
● いろいろな数
を当てはめて調
べる。
● 問題が修正で
きていることを
確認する。
● 条件に合うおつ
りの金額を考え
る。
【留意点】
○ えんぴつの本数やおつりの金額を変えるなど，修正の仕方を複数考えられるようにする。
同じ定価のえんぴつを 本買って，500円出しました。
おつりは100円でした。
えんぴつ１本の定価は何円でしょうか。
同じ定価のえんぴつを３本買って，500円出しました。
おつりは 円でした。
えんぴつ１本の定価は何円でしょうか。
えんぴつ３本の代金は，500円からおつりを引いて，500－100＝400 なので，
400円です。
えんぴつ１本の定価は，400÷３＝133.3 …となって，整数になりません。
京子さんは，次の問題をつくりました。
この問題を解いてみましょう。
同じ定価のえんぴつを３本買って，500円出しました。
おつりは100円でした。
えんぴつ１本の定価は何円でしょうか。
えんぴつ１本の定価が整数になるように，問題の中の数を変えてみましょう。
どの数を変えますか。
おつりの金額を変える
こともできます。
えんぴつの本数を変える
ことができそうです。
えんぴつの本数を何本に変えればよいでしょう。
にいろいろな数を当てはめて，調べましょう。
もし，えんぴつの本数が６本だったらどうなりますか。
教師
400÷6＝66.6 …となって，えんぴつ１本の定価が整数になりません。
他の場合を調べてみましょう。
もし，えんぴつの本数が４本だったら，
400÷４＝100 となって，えんぴつ１本の
定価が整数になります。
400円がえんぴつの本数で割りきれればよいと思います。
400は８でも割りきれるから，えんぴつの本数を８本に
変えても大丈夫です。
おつりの金額を何円に変えればよいか，調べてみましょう。
おつりの金額を50円にすると，えんぴつ３本の代金は450円になります。
450÷３＝150 なので，えんぴつ１本の定価は，150円になります。
えんぴつ３本の代金が３で割りきれるように，
おつりの金額を変えればよいです。
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Ｂ１設問(2)
趣旨
計算の順序についてのきまりを理解し，最初に考えた式に（ ）を書き加えて正しい式に
修正できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 数量の関係を式で簡潔に表したり，それをよんだりすることができるようにする。
ア 四則の混合した式や ( ) を用いた式について理解し，正しく計算すること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
１ (2) １ 500－(50＋150×２) と解答しているもの 42.7 ◎
２ 500－(50＋150)×２ と解答しているもの 11.2
３ 500－50＋(150×２) と解答しているもの 16.5
４ (500－50)＋150×２ と解答しているもの 10.2
５ (500－50＋150)×２ と解答しているもの 1.0
９ 上記以外の解答 6.5
０ 無解答 12.0
分析結果と課題
○ おつりを正しく求められるように式に（ ）を書き加える問題である。ここでは，言葉の
式の意味を理解して計算の順序を考え，正しい式を完成することが求められる。正答率は，
42.7％である。計算の順序についてのきまりを理解し，最初に考えた式に（ ）を書き加え
て正しい式に修正することに課題がある。
○ 誤答については，「500－50＋(150×２)」と解答した解答類型３の反応率が16.5％である。
かけ算に着目して，150×２の部分に（ ）を書いたと考えられる。
学習指導に当たって
○ （ ）を用いると，数量の関係をひとまとまりとして表すことができるというよさを理解
できるようにすることが大切である。
例えば，本問題のように，複数の式（分解式）を１つの式（総合式）に表現し直す場を設
定することが考えられる。また，言葉の式 (出したお金)－(買ったものの代金)＝(おつり)
を基にして，数の式を (500)－(50＋150×２) のように（ ）を用いて表した後に，不要な
（ ）を取り除き，500－(50＋150×２) となることを確認する活動を取り入れることも考
えられる。そのような活動を通して，（ ）が表している意味を理解できるようにすること
が必要である。
○ 四則が混合したり，（ ）が用いられたりした計算が確実にできるようにすることが大切
である。そのためには，乗除や（ ）を先に計算するきまりを，計算結果と照らし合わせて
理解できるようにすることが大切である。
例えば，本問題の場合，500－50＋150×２ を実際に計算すると答えが 750 になること，
（ ）を書く位置によって計算結果が様々になることなどを確認する活動を取り入れ，計算
の順序についてのきまりを理解できるようにすることが考えられる。
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【指導のねらい】
計算の順序についてのきまりを基に，数量の関係を１つの式（総合式）で表すことができるよ
うにする。
【授業アイディア例】 ≪主な学習内容・活動≫
● おつりが150円
になることを確
認する。
● 示された総合
式を読み取り，
吟味する。
● これまでに学
習した「計算の
順序のやくそく」
を確認し，式の
どの部分に（ )
を書き加えれば
よいかを考える。
【留意点】
○ （ ）を用いることで数量の関係をまとまりとして表せるというよさに気付けるようにする。
50円の消しゴム１個と１本150円のえんぴつを２本買って，500円出し
ました。おつりは何円になりますか。
消しゴムとえんぴつの代金は，50＋150×２＝350 で350円です。
だから，おつりは，500－350＝150 で150円です。
Ａさんが書いた式
500－50－150×２
おつりを求める式を１つの式で表します。２人が次のように式を書きました。
Ｂさんが書いた式
500－50＋150×２
２人の式について考えましょう。
Ａさんは，
(出したお金)－(消しゴム１個の代金)－(えんぴつ２本の代金) と考えて，
500 － 50 － 150×２ と式を
書いたと思います。
計算すると，答えが150になって，正しいです。
Ｂさんは，
(出したお金)－(買ったものの代金) と考えて，
500 － 50＋150×２ と式を書いたと思います。
でも，500－50＋150×２を計算すると，答えが750になって，おつりが
150円になりません。
「計算の順序のやくそく」を基にして，500－50＋150×２の式に，（ ）を
書いて正しい式にしましょう。
計算の順序のやくそく
ア ふつうは，左から計算する。
イ （ ）のある式は，（ ）の中を先に計算する。
ウ ＋，－と×，÷がまじっているときは，×や÷は，＋や－より先に計算する。
買ったものの代金の部分に（ ）を書けばよいです。
500－(50＋150×２) とすれば，答えは150になります。
50と150×２を合わせた全部を500からひくので，
500－(50＋150×２) のように（ ）を書けばよいです。
（ ）を使うと，買ったものの代金が
ひとまとまりに表されて見やすいです。
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小学校 算数Ｂ ２ 図形の観察・対応と数学的表現（本立て）
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出題の趣旨
示された図形を観察して，条件を基に次のことができるかどうかをみる。
・ 長方形の大きさを筋道を立てて考え，数学的に表現すること。
・ 台形の大きさを筋道を立てて考え，平面上にかかれた立体図形と対応させること。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，32.0％である。平面上にかかれた立体図形や平面図形，与えられた
条件を基に長方形の大きさを考え，それを辺の長さと言葉を用いて記述することに課題があ
る。
○ 設問(2)の正答率は，65.9％である。示された平面図形や与えられた条件を基に台形の大
きさを考え，平面上にかかれた立体図形と対応させることに課題がある。
Ｂ２設問(1)
趣旨
平面上にかかれた立体図形や平面図形，与えられた条件を基に長方形の大きさを考え，そ
れを辺の長さと言葉を用いて記述できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ｃ 図形
(1) ものの形についての観察や構成などの活動を通して，基本的な図形について理解で
きるようにする。
イ 図形を構成する要素に着目して，正方形，長方形，直角三角形について知り，
それらをかいたり，作ったり，平面上で敷き詰めたりすること。
〔第５学年〕 Ｃ 図形 〔学習指導要領（平成20年告示）〕
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，平面図形についての理解を深める。
イ 図形の合同について理解すること。
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解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
２ (1) （注意）
「縦」と「横」の対応は問わない。
（正答の条件）
辺の長さが15cm，20cmであることと，長方形であることを書いている。
（正答例）
・たてが15cm，横が20cmの長方形
・辺の長さが15cmと20cmの長方形
１
辺の長さが15cm，20cmであることと，長方形であることを書いてい
28.6 ◎
るもの
２
辺の長さが15cm，20cmであることのみを書いているもの
3.4 ○
例 たて15cm，横20cm
３
「15cm」，「20cm」，長方形であることのみを書いているもの
0.4
例 15cmと20cmの長方形
４
「15cm」，「20cm」のみを書いているもの
0.1
例 15cm，20cm
類型１から４以外で，「15cm」，「20cm」を書いているもの（誤った記述の
５ あるものなど） 1.0
例 たて15cm，横20cmの四角形
「15」，「20」を書いているが，単位（cm）が誤っているもの
６ 「15」，「20」を書いているが，単位（cm）を書いていないもの 0.4
例 辺の長さが15と20の長方形
７
白い部分の半分であることを書いているもの
1.1
例 白い部分の半分の長方形
８
白い部分を表す言葉や数値を書いているもの
17.8
例 たて30cm，横20cmの長方形
９ 上記以外の解答 33.8
０ 無解答 13.4
正答率 32.0
分析結果と課題
○ 本立ての部品の図を見て，どのような長方形かを書く問題である。ここでは，合同の意味
や図形を表現する仕方を理解していることが求められる。正答率は，32.0％である。平面上
にかかれた立体図形や平面図形，与えられた条件を基に長方形の大きさを考え，それを辺の
長さと言葉を用いて記述することに課題がある。
○ 正答の条件について
・ 本問題では，「（え）はどのような長方形か」を辺の長さと言葉を使って記述することを求め
ている。(a)「15cm」，「20cm」という長さ，(b)何の長さかを表すための「たて」，「横」などの
辺を表す言葉，の２つを用いて図形の大きさを表現し，(c)「長方形」という用語を用いて図
形の形を表現することが必要である。
○ 正答については，解答類型１より，辺の長さが15cm，20cmであることと，長方形であるこ
とを書いている正答（◎）は28.6％，解答類型２より，辺の長さが15cm，20cmであることの
みを書いている正答（○）は3.4％である。
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○ 誤答について
・ 解答類型３，４，５，６を合わせた反応率は，1.9％である。与えられた条件を基に長
方形の辺の長さ15cm，20cmを求めることはできたが，辺を表す言葉や形を表す言葉を用い
て表現できていない解答である。辺の長さ15cm，20cmを求めることができたものは，解答
類型１，２（正答）と合わせると33.9％である。
・ 解答類型８より，白い部分を表す言葉や数値を書いている解答は，17.8％である。その
中には「たて30cm，横20cmの長方形」という解答がある。
・ 解答類型９の反応率は，33.8％である。その中には，次のような解答がある。
例１：長方形の性質を基に説明している
向かい合っている辺の長さが等しい長方形
例２：長方形（お）との関係を書いている
（お）と合同な長方形
例３：１つの辺の長さのみを書いている
辺の長さが20cmの長方形
学習指導に当たって
○ 問題に示された数値や条件を基に，分かることを１つ１つ明らかにしていき，筋道を立て
て考え，問題を解決できるようにすることが大切である。
例えば，本問題を用いて，複数の図を見比べて分かる事柄を整理したり，辺の長さを図に
書き入れたりする活動を取り入れ，分かることを１つ１つ明らかにしていけば問題が解決で
きることを児童が実感できるようにすることが考えられる。また，問題を解決した後に考え
の道筋を振り返る場を設定し，どのような順番で考えを進めたのか，何を基に何が分かった
のかを確認して，児童が考えの進め方に着目できるようにすることが考えられる。さらに，
考え方を話し合う場面で，算数の用語を用いて図形を表現できているかなどを確認すること
も考えられる。
○ 本問題では，板の切り方や組み立て方が言葉や図で説明されている。このような場合に，
言葉と図を対応させて考えられるようにすることが必要である。
例えば，本問題を用いて，（え），（お）を作るために板の残りの の部分をどのように切
ればよいか，実際に図にかき入れる活動を取り入れ，説明の文章と示された図との対応を確
認することが考えられる。
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（え）
（お）
５ｃｍ
（い）
（う）
（あ）
３０ｃｍ
５ｃｍ
（あ）
（い）
（う）
５０ｃｍ
５ｃｍ
５ｃｍ
３０ｃｍ
３０ｃｍ Ａ
（あ）
（い）
（う）
５０ｃｍ
５ｃｍ
５ｃｍ
３０ｃｍ
３０ｃｍ
２０ｃｍ
２０ｃｍ
（え）
（お） １５ｃｍ
１５ｃｍ
【指導のねらい】
与えられた条件を基に，図と文章を対応させて筋道を立てて考えられるようにする。
【授業アイディア例】 ※問題Ｂ２(1)を提示する。 ≪主な学習内容・活動≫
● (え)について
分かることを話
し合い，整理す
る。
(▶▶▶ は，分かること)
▶▶▶
● 板の の部分
について分かる
ことを話し合い，
整理する。
▶▶▶
▶▶▶
● 板の の部分
に，切る線をか
き入れる。
● (え)がどのよ
うな長方形かを
言葉で表現する。
【留意点】
○ 複数の図を見比べて分かることを整理したり，得られた長さを図に書き入れたりして考えられ
るようにする。
○ 辺を表す言葉と形を表す言葉を用いて，図形を表現できるようにする。
④ 問題文「板の の部分はあまりが出ないよ
うに切って，合同な２つの長方形(え),(お)を
作ります。」
板の の部分は，半分に切る。
① 【図１】から，(え)の辺( )の長さは，
(う)の辺( )の長さと同じ。
② 【図２】から，(う)の辺( )の長さは，
30－５－５ で 20cm。
(え)の辺( )の長さは，20cm。
問題文や図を基にして，長方形(え)について分
かることを整理しましょう。 【図１】
【図２】
板の の部分をどのように切ればよいかを考えます。
板の の部分について分かることを整理しましょう。
(え)は，たて15cm，横20cmの長方形です。
(え)の辺( )の長さは20cmで，
Ａと同じです。
だから，左の図のように切ります。
(え)のたての辺の長さは，30÷２
で 15cmです。
③ 【図２】から，Ａの長さは，50－30 で 20cm。
板の の部分は，たて30cm，横20cmの長方形。
板の の部分を切る線をかき入れて，(え)がどのような長方形かを言いましょう。
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Ｂ２設問(2)
趣旨
示された平面図形や与えられた条件を基に台形の大きさを考え，平面上にかかれた立体図
形と対応させることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｃ 図形 〔学習指導要領（平成20年告示）〕
(2) 図形についての観察や構成などの活動を通して，立体図形について理解できるよう
にする。
ア 立方体，直方体について知ること。
〔第５学年〕 Ｃ 図形
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，基本的な平面図形についての理解
を一層深めるとともに，図形の構成要素及びそれらの位置関係に着目して考察できる
ようにする。
イ 平行四辺形，台形，ひし形について知り，それらをかいたり，作ったり，平面
上で敷き詰めたりすること。
〔第５学年〕 Ｃ 図形 〔学習指導要領（平成20年告示）〕
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，平面図形についての理解を深める。
イ 図形の合同について理解すること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
２ (2) １ １ と ５ と解答しているもの 65.9 ◎
２ １ と ４ と解答しているもの 4.4
３ ４ と ５ と解答しているもの 2.2
４ 類型１，２以外で，１ を解答しているもの 6.0
５ 類型１，３以外で，５ を解答しているもの 7.7
９ 上記以外の解答 12.2
０ 無解答 1.5
分析結果と課題
○ 示された部品を組み立てて，作ることができる本立てを２つ選ぶ問題である。ここでは，
図形の構成要素に着目して考えることが求められる。正答率は，65.9％である。示された平
面図形や与えられた条件を基に台形の大きさを考え，平面上にかかれた立体図形と対応させ
ることに課題がある。
○ 誤答について
・ 解答類型２，３より，「１と４」「４と５」を選択した解答は，6.7％である。本立ての
側板の台形について，上底と下底が10cmと20cmであることに着目できていると考えられる。
・ 解答類型９の反応率は，12.2％である。その中には，「４と６」を選択した解答がある。
台形の上底，下底，高さの３辺の長さを10cm，15cm，20cmととらえた児童もいると考えら
れる。
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○ 本設問Ｂ２(2)とＢ２(1)のクロス集計から，Ｂ２(2)で正答，Ｂ２(1)で解答類型７から９
または無解答である児童の割合は，全体の36.9％である。これは，Ｂ２(2)で正答した児童
の56.0％に当たる。Ｂ２(2)で切り方の線が示された場合に，図形の辺の長さを求めて立体
図形と対応させることができるが，Ｂ２(1)で切り方の線が示されていない場合に，図形の
辺の長さを求めることができないと考えられる。
Ｂ２(2)とＢ２(1)のクロス集計表
Ｂ２(2）
正答 誤答 無解答 合計
正答 類型１，２ 27.5 4.5 0.1 32.0
誤答
類型３～６ 1.5 0.4 0.0 1.9
Ｂ２(1) 類型７～９ 31.5 20.9 0.3 52.7
無解答 5.4 6.8 1.2 13.4
合計 65.9 32.6 1.5 100.0
学習指導に当たって
○ 図の中に示された長さなどを基にして，筋道を立てて図形の大きさを考えられるようにす
ることが大切である。
例えば，本問題を用いて，台形（か），（き）の上底を５＋５と考えたり，高さを50－30と
考えたりしながら，図の中に長さを書き入れる活動を取り入れ，分かることを１つ１つ明ら
かにしていけるようにすることが考えられる。
○ 複数の合同な図形が，ずらしたり回したり裏返したりして示された場合に，辺や角を対応
させて考えられるようにすることが大切である。
例えば，本問題を用いて，下の図のように，台形の長さが等しい辺に印を付けて対応する
辺やその位置関係を確認したり，直角に印を付けてその位置が対応していることを確認した
りすることが考えられる。
選択肢 １
（あ）
（い）
（う）
（か）
（き）
50cm
30cm
30cm
5cm
20cm
20cm
10cm
5cm
10cm
20cm
20cm
20cm
10cm
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小学校 算数Ｂ ３ 情報の選択と資料の関連付け（学校でのけが）
出題の趣旨
示されたグラフと表を基に，次のことができるかどうかをみる。
・ 目的に応じて円グラフから情報を読み取ること。
・ 二次元表の中の数が表す事柄を読み取り，数学的に表現すること。
・ 二次元表と円グラフを関連付けて考えること。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，96.0％である。示された３つの円グラフから目的に合うものを選び，
その円グラフから，必要な情報を読み取ることは，相当数の児童ができている。
○ 設問(2)の正答率は，61.6％である。二次元表の中の数が表す事柄を２つの項目と単位に
着目して読み取り，その内容を表の中の言葉を用いて記述することに課題がある。
○ 設問(3)の正答率は，40.2％である。二次元表に示された数の意味を考え，円グラフと関
連付けることに課題がある。
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Ｂ３設問(1)
趣旨
示された３つの円グラフから目的に合うものを選び，その円グラフから，必要な情報を読
み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(3) 目的に応じて資料を分類整理し，それを円グラフ，帯グラフを用いて表すことがで
きるようにする。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
３ (1) １ 運動場 と解答しているもの 96.0 ◎
２ 切りきず・すりきず と解答しているもの 0.6
３ 休み時間 と解答しているもの 0.5
４ 運動場 以外の場所を解答しているもの 0.1
９ 上記以外の解答 1.8
０ 無解答 1.1
分析結果と課題
○ ３つの円グラフを見て，けがが最も多く起こった場所を書く問題である。ここでは，円グ
ラフの読み方やかき方を理解していることが求められる。正答率は96.0％であり，相当数の
児童ができている。
○ 誤答については，「切りきず・すりきず」と解答した解答類型２の反応率が0.6％，「休み
時間」と解答した解答類型３の反応率が0.5％である。けがが一番多く起った場所を読み取
るために「② 場所」の円グラフに着目すればよいことを判断できていないと考えられる。
学習指導に当たって
○ 目的に応じて表やグラフなどから必要な資料を選択できるようにすることが大切である。
例えば，複数のグラフを示してその中から必要なグラフを選択し，情報を読み取る活動を
取り入れることが考えられる。
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Ｂ３設問(2)
趣旨
二次元表の中の数が表す事柄を２つの項目と単位に着目して読み取り，その内容を表の中の
言葉を用いて記述できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ｄ 数量関係
(1) 資料を表やグラフで分かりやすく表したり，それらをよんだりすることができるよ
うにする。
ア 日時，場所などの簡単な観点から分類したり，整理して表にまとめたりすること。
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(3) 目的に応じて資料を集め，分類整理したり，特徴を調べたりすることができるよう
にする。
ア 二つの事柄に関して起こる場合について調べること。
イ 資料の落ちや重なりについて調べること。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
３ (2) （正答の条件）
次の①，②，③のすべてを書き，①と②の両方を満たしていることを適
切に表現している。
① けがが起こった時間が放課後であること
② けがの種類がだぼくであること
③ 人数であること
（正答例）
・放課後にだぼくをした人数
・だぼくを放課後にした人の数
１
①，②，③のすべてを書き，①と②の両方を満たしていることを適切に
61.6 ◎
表現しているもの
２
①，②，③を書いているもの
2.7
例 放課後とだぼくの人数
３
①，②を書いているもの
25.2
例 放課後にだぼくした人
①を書いているもの
４ ①，③を書いているもの 1.0
例 放課後にけがをした人数
５
②を書いているもの
2.1
②，③を書いているもの
９ 上記以外の解答 3.8
０ 無解答 3.6
分析結果と課題
○ 二次元表の中の数が何を意味しているのかを書く問題である。ここでは，二次元表の見方
を理解していることが求められる。正答率は,61.6％である。二次元表の中の数が表す事柄を
２つの項目と単位に着目して読み取り，その内容を表の中の言葉を用いて記述することに課題
がある。
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○ 正答の条件について
・ 本問題では，「二次元表に示された 36 という数が何を表しているか」を記述すること
を求めている。二次元表の中の数が表す事柄を記述するためには，二次元表の２つの項目
に着目して，(a)けがが起こった時間が放課後であること，(b)けがの種類がだぼくである
こと，を書き，表に示された単位を基に，(c)人数であること，を書く必要がある。さらに，
(a)と(b)の両方を満たしていることを適切に表現する必要がある。
○ 誤答について
・ 解答類型２，３と解答類型１（正答）を合わせた反応率は，89.5％である。けがが起こ
った時間が放課後であること，けがの種類がだぼくであることの２つの項目に着目できて
いる解答である。
・ 解答類型３の反応率は，25.2％である。36という数が，人数を表していることを書いて
いない解答である。その中には，次のような解答がある。
例１：「人」を表していることを書いている
放課後にだぼくした人
例２：「数」を表すことを書いている
放課後にだぼくした数
例３：人数であることを書いていない
放課後のだぼく
・ 解答類型４，５を合わせた反応率は，3.1％である。１つの項目についてのみ書いてい
る解答であり，２つの項目に着目できていないと考えられる。
学習指導に当たって
○ 二次元表の中の数が表す事柄について，その数が何を表しているのか，単位に着目して表
現できるようにすることが大切である。
例えば，本設問(2)を用いて，「36」という数の意味を説明する活動を取り入れ，２つの項
目だけに着目して「放課後にだぼくした人」と表現するのではなく，数の単位に着目して「人
数」と表現することの必要性を理解できるようにすることが考えられる。
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Ｂ３設問(3)
趣旨
二次元表に示された数の意味を考え，円グラフと関連付けることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ｄ 数量関係
(1) 資料を表やグラフで分かりやすく表したり，それらをよんだりすることができるよ
うにする。
ア 日時，場所などの簡単な観点から分類したり，整理して表にまとめたりすること。
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(3) 目的に応じて資料を集め，分類整理したり，特徴を調べたりすることができるよう
にする。
ア 二つの事柄に関して起こる場合について調べること。
イ 資料の落ちや重なりについて調べること。
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 百分率の意味について理解し，それを用いることができるようにする。
(3) 目的に応じて資料を分類整理し，それを円グラフ，帯グラフを用いて表すことがで
きるようにする。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
(％)
３ (3) １ １ と解答しているもの 40.2 ◎
２ ２ と解答しているもの 9.8
３ ３ と解答しているもの 6.4
４ ４ と解答しているもの 42.2
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 1.2
分析結果と課題
○ 二次元表の一部分の数を使ってかくことのできる円グラフを選ぶ問題である。ここでは，
二次元表に示された複数の数の意味やそれらの関連を考えること，百分率の意味を理解して
いることが求められる。正答率は，40.2％である。二次元表に示された数の意味を考え，円
グラフと関連付けることに課題がある。
○ 誤答については，「①と③の円グラフ」を選択した解答類型４の反応率が42.2％である。
二次元表の２つの項目である「時間」と「種類」を見て判断したと考えられる。
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○ クロス集計について
・ 本設問Ｂ３(3)とＡ９(1)のクロス集計から，Ａ９(1)で正答，Ｂ３(3)で誤答または無解
答である児童の割合は，全体の29.9％である。これは，Ａ９(1)で正答した児童の51.7％
に当たる。割合を求めることはできるが，二次元表に示された数の意味を考え，円グラフ
と関連付けることができないと考えられる。
Ｂ３(3)とＡ９(1)のクロス集計表
Ｂ３(3)
正答 誤答 無解答 合計
正答 27.9 29.7 0.2 57.8
Ａ９(1)
誤答 9.8 21.9 0.2 31.9
無解答 2.6 6.9 0.7 10.2
合計 40.2 58.6 1.1 100.0
・ 本設問Ｂ３(3)とＢ３(2)のクロス集計から，Ｂ３(2)で解答類型１から３，Ｂ３(3)で誤
答または無解答である児童の割合は，全体の51.7％である。これは，Ｂ３(2)で解答類型
１から３である児童の57.8％に当たる。二次元表の中の１つの数が表す事柄を読み取るこ
とはできるが，二次元表の合計の欄に並んだ複数の数の関係を円グラフと対応させて読み
取ることができないと考えられる。
Ｂ３(3)とＢ３(2)のクロス集計表
Ｂ３(3)
正答 誤答 無解答 合計
正答 類型１ 27.8 33.6 0.2 61.6
誤答
類型２，３ 10.0 17.7 0.1 27.9
Ｂ３(2) 類型４，５，９ 1.8 5.1 0.1 6.9
無解答 0.7 2.2 0.7 3.6
合計 40.2 58.6 1.2 100.0
学習指導に当たって
○ 二次元表に示されている数と，それを基にかかれた円グラフとの関連を理解できるように
することが大切である。
例えば，本問題で示されている二次元表「けがの種類とけがが起った時間」を基に，実際
に円グラフをかく活動を取り入れ，二次元表のある行や列に着目して合計の数とその部分の
数との関係を考えたり，実際に割合を計算して求め，円グラフと比較して考えたりできるよ
うにすることが考えられる。
○ 二次元表にはいろいろな情報が示されており，数の意味を考えながら目的に応じて必要な
情報を取り出し，資料の傾向を読み取ったり特徴を分析したりできるようにすることが大切
である。
例えば，二次元表を提示して，１つの欄の数の意味を読み取るだけでなく，ある行や列に
着目して，そこに並んで示されている複数の数を関連付けて読み取る活動を取り入れること
が考えられる。
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【指導のねらい】
二次元表と円グラフを関連付けて考えられるようにする。
【授業アイディア例】 ≪主な学習内容・活動≫
● 二次元表を見
て，合計の欄に
示された数の意
味を考える。
● 「500」が他の
数の合計である
ことを確認する。
● 二次元表に示
された数を使う
と，どの円グラ
フがかけるかを
考える。
● 二次元表に示
された数を使う
と，何の割合が
求められるかを
考える。
下の表は，学校で１年間に起こったけがの種類とけがが起こった時間につ
いてまとめたものです。
の部分の数の意味を考えましょう。
教師
学校で１年間に起こったけが
① 時間 ② 場所 ③ 種類
休み時間
36％
体育
24％
放課後
18％
その他
22％
その他
10％
すりきず
切りきず
44％
だぼく
20％
その他
26％運動場
45％
教室
24％
ろうか
14％
体育館
11％
ねんざ
6％
けがの種類とけがが起こった時間
「180」は，休み時間にけがをした人数の合計です。
「120」は，体育の時間にけがをした人数の合計です。
「500」は，各時間にけがをした人数の合計です。
「180，120，90，110」は，各時間にけがをした人数を表していて，
「500」はそれらの合計の人数を表していますね。
下の３つの円グラフは，けがが起こった時間別，場所別，けがの種類別
の人数の割合を表しています。
上の表の の部分の数を使ってかいた円グラフは，①から③のどれで
すか。
①の円グラフがかけると思います。
①の円グラフがかけるかどうかを，割合を計算して確かめましょう。
表の の部分の数を使うと，何の割合が求められますか。
の数「180，120，90，110」は，各時間にけがをした人数で，
その合計が「500」なので，(各時間にけがをした人数)÷500 でけが
をした人数の時間別の割合が求められます。
合計 １８０ １２０ ９０ １１０ ５００
その他 ５１ ３８ １７ ２４
（人）
９ １１
１５ ２０
４９ ５５
その他放課後
ねんざ １０ ２０
だぼく ４０ ２５
切りきず
すりきず ７９ ３７
休み時間 体育時間種類 合計
２２０
１００
５０
１３０
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● 計算して割合
を求めて，円グ
ラフとの対応を
確かめる。
● 合計が100にな
っている行を見
て，円グラフを
かく。
【留意点】
○ 表に示された数を，全体と部分の関係でとらえられるようにして，割合を考えられるように
する。
下の表の の部分の数を使って，円グラフをかきましょう。
何の割合を表す円グラフがかけますか。
だぼくをした人数の時間別の割合を表す円グラフがかけます。
円グラフをかきましょう。
休み時間にけがをした人数の割合は，180÷500＝0.36 で36％と
なって，①の円グラフと同じです。
体育の割合は，120÷500＝0.24 で24％です。
放課後の割合は，90÷500＝0.18 で18％です。
その他の割合は，110÷500＝0.22 で22％で，
①の円グラフと同じです。
割合はどのように求めますか。
だぼくをした人数の合計が100人なので，計算しなくても
各時間の人数を見れば割合が分かります。
休み時間
40％
体育
25％
放課後
15％
その他
20％
だぼくをした人数の時間別の割合 各時間のだぼくをした人数は，
休み時間が40人，体育の時間が25人，
放課後が15人，その他の時間が20人
なので，左の円グラフがかけます。
けがの種類とけがが起こった時間
合計 １８０ １２０ ９０ １１０ ５００
その他 ５１ ３８ １７ ２４
（人）
９ １１
１５ ２０
４９ ５５
その他放課後
ねんざ １０ ２０
だぼく ４０ ２５
切りきず
すりきず ７９ ３７
休み時間 体育時間種類 合計
２２０
１００
５０
１３０
の部分の数を使って割合を計算して，①の円グラフに
示された割合になるか確かめましょう。
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小学校 算数Ｂ ４ 説明の解釈と振り返り（等しい面積）
出題の趣旨
示された説明を解釈し，用いられている考えを別の図形に適用して説明を考え，その説明
を数学的に表現することができるかどうかをみる。
分析概要
○ 本問題の正答率は，33.5％である。平行四辺形に対してなされた説明を解釈し，それを台
形に適用して，示された面積が等しいことの説明を言葉を用いて記述することに課題がある。
Ｂ４
趣旨
平行四辺形に対してなされた説明を解釈し，それを台形に適用して，示された面積が等し
いことの説明を言葉を用いて記述できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定
(1) 基本的な平面図形の面積が計算で求められることの理解を深め，面積を求めること
ができるようにする。
ア 三角形及び平行四辺形の面積の求め方を考え，それらを用いること。
〔第５学年〕 Ｃ 図形
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，基本的な平面図形についての理解
を一層深めるとともに，図形の構成要素及びそれらの位置関係に着目して考察できる
ようにする。
イ 平行四辺形，台形，ひし形について知り，それらをかいたり，作ったり，平面上
で敷き詰めたりすること。
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解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
４ （正答の条件）
たかしさんの説明と同様に，
「三角形⑥が，２つの三角形（三角形カキクと三角形ケキク）に共
通している」ことと，「三角形④と三角形⑤は，面積が等しい三角形か
ら共通の三角形⑥をひいたものである」ことを言葉で書いている。
（正答例）
「三角形⑥は，これら２つの三角形に共通しています。三角形④と
１ 三角形⑤は，面積が等しい三角形から共通の三角形⑥をひいたもので 15.0 ◎
す。」と書いているもの
「三角形⑥が，２つの三角形（三角形カキクと三角形ケキク）に共
通している」ことと「三角形④と三角形⑤は，面積が等しい三角形か
２ ら共通の三角形⑥をひいたものである」ことを言葉で書いているが，
18.5 ○
たかしさんの説明と表現が異なるもの
例 三角形カキクと三角形ケキクに共通している三角形⑥を，そ
れらの２つの三角形からひいたものが三角形④と三角形⑤です。
３ たかしさんの説明を書いているもの 2.0
類型１，２の④，⑤，⑥の一部分を①，②，③と誤って書いている
もの
４ 例 三角形⑥は，これら２つの三角形に共通しています。 3.6
三角形④と⑤は，面積が等しい三角形から共通の三角形③をひい
たものです。
三角形④，⑤，⑥，三角形カキク，ケキクの関係を，式で書いてい
５ るもの
0.1
例 三角形カキク－三角形⑥＝三角形④
三角形ケキク－三角形⑥＝三角形⑤
下のいずれか一方を言葉で書いているもの
・三角形⑥が，２つの三角形（三角形カキクと三角形ケキク）に共
６ 通していること 11.2
・三角形④と⑤は，面積が等しい三角形から共通の三角形⑥をひい
たものであること
７ 三角形カキクと三角形ケキクの面積が等しい理由を書いているもの 3.4
三角形④と三角形⑤について，図形の構成要素や形の特徴を書いて
８ いるもの 4.7
例 三角形④は幅が広いけれど，三角形⑤は細長いから。
９ 上記以外の解答 19.7
０ 無解答 21.8
正答率 33.5
三角形カキクと三角形ケキクは，
底辺と高さが同じなので，面積が等しくなります。
三角形⑥は，これら２つの三角形に共通しています。
三角形④と三角形⑤は，
面積が等しい三角形から共通の三角形⑥をひいたものです。
だから，三角形④と三角形⑤の面積は等しくなります。
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分析結果と課題
○ 平行四辺形から台形に図形を変えて，示された２つの三角形の面積が等しいことの説明を
書く問題である。ここでは，平行四辺形に対してなされた説明が台形に適用できることを理
解し，示された説明のどの部分をどう変えればよいかを考えることが求められる。正答率は，
33.5％である。平行四辺形に対してなされた説明を解釈し，それを台形に適用して，示され
た面積が等しいことの説明を言葉を用いて記述することに課題がある。
○ 正答の条件について
・ 本問題では，台形の中にある三角形④と三角形⑤の面積が等しいことを，たかしさんと
同じ考え方を使って言葉で記述することを求めている。三角形カキクと三角形ケキクの面
積が等しいことが示されているため，(a)三角形⑥が２つの三角形（三角形カキクと三角
形ケキク）に共通していること，(b)三角形④と三角形⑤は，面積が等しい三角形から共
通の三角形⑥を引いたものであること，の２つの事柄を言葉で書くことが必要である。
○ 正答については，解答類型１より，「三角形⑥は，これら２つの三角形に共通しています。
三角形④と三角形⑤は，面積が等しい三角形から共通の三角形⑥をひいたものです。」と書
いている正答（◎）は15.0％である。解答類型２より，「三角形⑥が，２つの三角形（三角
形カキクと三角形ケキク）に共通している」ことと「三角形④と三角形⑤は，面積が等しい
三角形から共通の三角形⑥をひいたものである」ことを言葉で書いているが，たかしさんの
説明と表現が異なる正答（○）は18.5％である。
○ 誤答について
・ 解答類型６の反応率は，11.2％である。「三角形⑥が，２つの三角形(三角形カキクと三
角形ケキク)に共通していること」，「三角形④と三角形⑤は，面積が等しい三角形から共
通の三角形⑥をひいたものであること」のいずれか一方を言葉で書いている解答である。
その中には，次のような解答がある。
例１：「三角形⑥が，２つの三角形（三角形カキクと三角形ケキク）に共通しているこ
と」を書いているが，２文目の記述が不足していて，「何から」共通の三角形⑥
を引くかを書いていないもの。
三角形カキクと三角形ケキクは，
底辺と高さが同じなので，面積が等しくなります。
三角形⑥は，これらの２つの三角形に共通しています。
三角形④と三角形⑤は面積が等しい三角形⑥をひいたものです。
だから，三角形④と三角形⑤の面積は等しくなります。
例２：「三角形⑥が，２つの三角形（三角形カキクと三角形ケキク）に共通しているこ
と」を書いているが，２文目の記述が誤っているもの。
三角形カキクと三角形ケキクは，
底辺と高さが同じなので，面積が等しくなります。
三角形⑥は，これら２つの三角形に共通しています。
三角形カキクと三角形ケキクは，面積が等しい三角形から共通の
三角形⑥をひいたものです。
だから，三角形④と三角形⑤の面積は等しくなります。
・解答類型９の反応率は，19.7％である。その中には，次のような解答がある。
例：三角形④と三角形⑤がどの図形を指しているのかあいまいなもの
三角形カキクと三角形ケキクは，
底辺と高さが同じなので，面積が等しくなります。
三角形⑥は，④と⑤の三角形に共通しています。
④と⑤は共通している⑥の三角形をひいたものになります。
だから，三角形④と三角形⑤の面積は等しくなります。
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○ 無解答率は，21.8％である。問題で示されているたかしさんの説明が解釈できなかった児
童や，たかしさんの説明は解釈できたが，それを台形に適用できなかったり，表現の仕方が
分からなかったりした児童などがいると考えられる。無解答だった児童のうちの44.0％は，
調査問題（算数Ｂ）の解答時間について質問した児童質問紙項目(77)で，「時間があまった」
または「ちょうどよかった」と回答している。
学習指導に当たって
○ 他者が記述した言葉の説明を解釈できるようにすることが大切である。
例えば，本問題を用いて，たかしさんの説明で書かれている三角形アイウ，三角形エイウ
がどの図形のことを指しているのかを，図と対応させて確認する活動を取り入れ，言葉や記
号の意味を考えながら説明を読み進めることができるようにすることが考えられる。また，
本問題のように，他者と同じ考え方を使って別な場合の説明を記述する活動を取り入れ，他
者の説明で用いられていた考え方が理解できているかどうかを確認することも考えられる。
○ 根拠を明らかにして考えを進め，その考えを口述できるようにするとともに記述できるよ
うにすることが大切である。いろいろな場面で説明を記述する活動を取り入れ，言葉や数，
式，図などを用いて説明を記述することに慣れるようにすることが必要である。また，本問
題のように，説明の一部を提示しておいて残りの説明を完成する活動を取り入れるなど，児
童の実態や授業のねらいに応じて活動の中身を工夫することが大切である。
○ 教師は問題解決に用いられる考えを意識して指導し，児童がその考えに着目できるように
することが大切である。本問題で用いられている考えは，面積が等しい２つの図形から共通
部分を除いた場合に残りの面積は等しいというものである。この考えは，図形の面積に限っ
たものではなく，例えば次のように，10cmのテープを３cm重ねて貼り合わせたときに，重な
っていないテープの部分が同じ長さになるという場面でも用いられる。
問題解決に用いられるこのような考えの重要性を教師が意識し，児童が問題解決に用いた
考えを既習の内容と関連付けて確認したり，その考えを用いて新たな問題を解決したりする
活動を取り入れることが考えられる。
○ 算数の学習指導では，答えを導くことだけを目的とするのではなく，答えを導き出す過程
に焦点を当てることが大切である。解決過程を重視することは，算数を学習する上で必要な
ことである。教師はこのことを意識して授業を行い，答えだけでなく解決過程に児童が着目
できるようにすることが大切である。
10㎝
３㎝
10㎝
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【指導のねらい】
説明で使われている考えを理解できるようにする。
【授業アイディア例】 ≪主な学習内容・活動≫
● ２つの説明を
見比べて，気付
いたことを話し
合う。
ア
イ
エ
ウ
オ
②①
③
カ
クキ
ケ
コ
⑤④
⑥
三角形アイウと三角形エイウ
は，底辺と高さが同じなので，
面積が等しくなります。
三角形③は，これら２つの三
角形に共通しています。
三角形①と三角形②は，面積
が等しい三角形から共通の三角
形③をひいたものです。
だから，三角形①と三角形②
の面積は等しくなります。
三角形カキクと三角形ケキク
は，底辺と高さが同じなので，
面積が等しくなります。
三角形⑥は，これら２つの三
角形に共通しています。
三角形④と三角形⑤は，面積
が等しい三角形から共通の三角
形⑥をひいたものです。
だから，三角形④と三角形⑤
の面積は等しくなります。
下の２つの説明に共通していることは何ですか。言葉や図で説明しましょう。
底辺と高さが同じ三角形は，面積が等しい，ということを使って
説明しています。
〈平行四辺形アイウエの場合〉
台形カキクケの場合，
三角形カキクと三角形ケキク
は，底辺と高さが同じなので，
面積が等しいです。
カ
クキ
ケ
コ ⑤
④
⑥
高さ
底辺
ア
イ
エ
ウ
オ
②①
③
高さ
底辺
〈台形カキクケの場合〉
三角形④と三角形⑤の
面積が等しいことの説明
三角形①と三角形②の
面積が等しいことの説明
平行四辺形アイウエの場合，
三角形アイウと三角形エイウ
は，底辺と高さが同じなので，
面積が等しいです。
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● ２つの説明に
同じ考えが使わ
れていることを
確認する。
● 別の問題を解
いて，用いてい
る考えを確認す
る。
【留意点】
○ 図に色を塗るなどして，言葉の説明を図と対応させて解釈できるようにする。
○ 問題解決に用いられる考えの重要性を教師が意識して指導し，その考えを既習の内容
と関連付けたり，同じ考えを用いて別の問題を解決したりする経験ができるようにする。
どちらも，共通な三角形をひいて考えています。
平行四辺形アイウエの場合，
三角形③が共通しています。
ア
イ
エ
ウ
オ① ②
③
カ
クキ
ケ
コ
④ ⑤
⑥
台形カキクケの場合，
三角形⑥が共通しています。
台形カキクケの場合，
三角形カキクから三角形⑥をひ
いて，三角形ケキクから三角形
⑥をひいています。
平行四辺形アイウエの場合，
三角形アイウから三角形③をひ
いて，三角形エイウから三角形
③をひいています。
２つの説明では，同じ考えが使われています。
等しいものから等しいものをひいたら，残りも等しい，という
考えです。
この考えは，いろいろな問題を解くときに使うことができます。
今までにも使っているかもしれませんね。
下の問題を考えてみましょう。
教師
長さが10㎝のテープが２本あります。下の図のように一部を重ねると，
重なっていない部分の長さは，それぞれ何㎝になるでしょう。
どちらも，10－３で，７㎝です。
同じ長さの10㎝から，重なっている３㎝をひくので，
重なっていない部分の長さは，どちらも７㎝です。
そして，共通な三角形をひいて，残った２つの三角形の面積が等しい，
と説明しています。
10㎝
３㎝
10㎝
（ ）㎝
（ ）㎝
最初に見た２つの説明と，使っている考えが同じですね。
共通する三角形に着目して説明しています。
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小学校 算数Ｂ ５ 事象の数学的な解釈と判断の根拠の説明（買い物）
出題の趣旨
割合が使われている場面を理解し，次のことができるかどうかをみる。
・ ２つの数量の関係を判断し，正しい図を選択すること。
・ 割合の考えを基に，数の大小を判断し，その判断の理由を数学的に表現すること。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，69.2％である。基準量と比較量の関係を表している図を判断するこ
とに課題がある。
○ 設問(2)の正答率は，17.4％である。割合が一定の場面で，比較量が最も大きくなるとき
の基準量を判断し，その理由を言葉や式を用いて記述することに課題がある。
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Ｂ５設問(1)
趣旨
基準量と比較量の関係を表している図を判断できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 百分率の意味について理解し，それを用いることができるようにする。
解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
５ (1) １ １ と解答しているもの 2.0
２ ２ と解答しているもの 16.6
３ ３ と解答しているもの 69.2 ◎
４ ４ と解答しているもの 8.9
５ ５ と解答しているもの 0.8
９ 上記以外の解答 0.6
０ 無解答 1.8
分析結果と課題
○ 定価1000円の図に対して，定価の30％引き後の値段を表している図を選ぶ問題である。こ
こでは，100を４等分したときの１つ分が25であることに着目し，図が示す大きさを判断す
ることが求められる。正答率は，69.2％である。基準量と比較量の関係を表している図を判
断することに課題がある。
○ 誤答について
・ 「２」を選択した解答類型２の反応率は，16.6％である。定価の30％を示した図を選ん
だものであり，30％に着目できたが，問題で問われていることをとらえられずに，定価の
30％引き後の値段ではなく，値引きされる金額に着目して判断したと考えられる。「定価
の30％」と｢定価の30％引き｣という表現の違いが理解できていない児童もいると考えられ
る。
・ 「４」を選択した解答類型４の反応率は，8.9％である。定価の97％を示した図を選ん
だものであり，100を４等分したときの１つ分が25であることに着目できていないと考え
られる。
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○ 本設問Ｂ５(1)とＡ９(1)のクロス集計から，次のことが示される。
・ Ａ９(1)で正答，Ｂ５(1)で選択肢２を選んだ誤答（解答類型２）の児童の割合は，全体
の7.8％である。割合を求めることはできるが，「定価の30％」と｢定価の30％引き｣の表現
の違いが理解できないと考えられる。
・ Ａ９(1)で誤答または無解答，Ｂ５(1)で正答である児童の割合は，全体の24.8％である。
これは，Ａ９(1)で誤答または無解答である児童の58.7％に当たる。割合を求めることは
できないが，「定価の30％」と｢定価の30％引き｣の表現の違いは理解できると考えられる。
Ｂ５(1)とＡ９(1)のクロス集計表
Ｂ５(1)
正答 誤答 無解答
類型３ 類型２
類型
類型０
合計
１，４，５，９
正答 44.5 7.8 5.2 0.3 57.8
Ａ９(1)
誤答 19.3 6.8 5.4 0.4 31.9
無解答 5.5 1.9 1.3 1.1 9.9
合計 69.2 16.6 12.0 1.8 100.0
学習指導に当たって
○ 割合を考える場面で用いられる言葉の意味を理解し，テープ図などと対応させて数量の関
係をとらえることができるようにすることが大切である。
例えば，本問題を用いて，図の の部分と の部分が何を表しているのかを考え
る場を設定し， の部分が値引き後の値段（定価の30％引き後の値段）を表し，
の部分が値引きされる金額（定価の30％の金額）を表していることを理解できるようにする
ことが考えられる。また，図の意味を話し合う活動やノートに書き表す活動を取り入れ，的
確な言葉を用いることができているかを確認することも考えられる。
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Ｂ５設問(2)
趣旨
割合が一定の場面で，比較量が最も大きくなるときの基準量を判断し，その理由を言葉や
式を用いて記述できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 百分率の意味について理解し，それを用いることができるようにする。
解答類型と反応率
反応率問題番号 解 答 類 型
(％)
正答
５ (2) （注意）
乗数と被乗数を入れ替えた式なども許容する。
（正答の条件）
記号を ウ と解答し，次の①，②，③のすべて，または④を書いている。
① 商品の定価（基準量）はくつが最も高いこと
② 割引率（割合）が一定（20％）であること
③ 比較量，基準量，割合の関係
④ ３つの商品の値引きされる金額を求める式，またはそれらの金額
（正答例）
・【記号】ウ
【わけ】値引きされる金額は，定価×値引きの割合 で求められる。どの
商品に割引券を使っても，値引きの割合は20％で同じなので，定価
が高いほど値引きされる金額も大きくなる。３つの商品の中で定価
がいちばん高いのはくつなので，くつに割引券を使うと値引きされ
る金額がいちばん大きくなる。
記号 わけ
①，②，③，④を書いているもの
①，②，③を書いているもの
①，②，④を書いているもの
①，③，④を書いているもの
１ ②，③，④を書いているもの 17.1 ◎
①，④を書いているもの
②，④を書いているもの
③，④を書いているもの
④を書いているもの
２ ウ と解答 ①，③を書いているもの 0.3 ○
①，②を書いているもの
３ ①を書いているもの 22.8
例 くつがいちばん高いから
②，③を書いているもの
４
③を書いているもの
1.0例 値引きされる金額＝定価×値引きの割合 だ
から。
類型１から類型４以外の解答
例 定価5800円のくつを20％引きすると4640円で
５ 1160円も引いてくれることになるので，くつが 36.8
いちばん値引きされる値段が大きくなる
無解答
６ 商品の定価はシャツが最も安いことを書いているもの 2.7
７ ア と解答 類型６以外の解答 8.6
無解答
８ 記号を イ と解答しているもの 4.7
９ 上記以外の解答 1.6
０ 無解答 4.4
正答率 17.4
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分析結果と課題
○ 割引券を使うと値引きされる金額が最も大きくなる商品を選び，その理由を書く問題であ
る。ここでは，比較量，基準量，割合の関係を基に，比較量の大小を判断することが求めら
れる。正答率は，17.4％である。割合が一定の場面で，比較量が最も大きくなるときの基準
量を判断し，その理由を言葉や式を用いて記述することに課題がある。
○ 正答の条件について
・ 本問題では，割合が一定である場面で比較量の大小を判断し，その判断の理由を，比較量，
基準量，割合の関係を基に記述することを求めている。(a)商品の定価はくつが最も高いこと
（基準量の大小），(b)割引率が一定であること（割合の大小），(c)比較量，基準量，割合の関
係，の３つの事柄を書くことが必要である。あるいは，３つの商品の値引きされる金額を求め
る式，またはそれらの金額を書いて説明することもできる。
○ 正答については， 解答類型１より，解答として求める条件をすべて満たしている正答
（◎）は17.1％，解答類型２より，設問の趣旨に則し必要な条件を満たしている正答（○）
は0.3％である。
○ 誤答について
・ 解答類型３，４，５を合わせた反応率は，60.7％である。「ウ」のくつに割引券を使う
と値引きされる金額が一番大きくなると判断できているが，理由の記述が不十分であった
り，誤りを含んでいたり，理由を書いていなかったりする解答である。「ウ（くつ）」を選
択できているものは，解答類型１，２（正答）と合わせると78.0％である。その中には，
次のような解答がある。
例１：商品の定価（基準量）はくつが最も高いことのみを書いている（解答類型３）
【記号】ウ
【わけ】 くつがいちばん高いから
例２：くつの値引きされる金額についてのみ書いている（解答類型５）
【記号】ウ
【わけ】 定価5800円のくつを20％引きすると4640円で1160円も引いてくれる
ことになるので，くつがいちばん値引きされる値段が大きくなる
例３：３つの商品の値引きされる金額を書かずに，２つの商品についてのみ書いている
（解答類型５）
【記号】ウ
【わけ】 いちばん高いくつは5800円が4640円になる。いちばん安いシャツ
は1900円が1520円になる。くつは1160円安くなって，シャツは380円
安くなるので，くつがいちばん値引きされる値段が大きくなる
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学習指導に当たって
○ 判断の理由やある事柄が成り立つ理由を説明する際に，根拠となる事柄を明らかにして論
理的に説明できるようにすることが大切である。理由の説明の仕方を考える場を設定し，説
明するために必要な事柄を理解できるようにすることが考えられる。
例えば，本問題を用いて，計算結果を示して説明する場合と計算結果を示さずに言葉で説
明する場合の２つについて，次のようなことを確認することが考えられる。
・ 計算結果を示して説明する場合には，比べる金額や式を３種類すべて示して説明する
ことが必要であること。
・ 計算結果を示さずに言葉で説明する場合には，割合の考えを基にして，定価（基準量）
と割引率（割合）と値引きされる金額（比較量）の関係を示して説明することが必要で
あること。
また，説明の仕方を考える際に，児童の実態に応じて，定価が高いほど値引きされる金額
が大きくなることを，下のような図を基に理解できるようにしたり，実際の計算結果を基に
理解できるようにしたりすることが必要である。
その上で，比べる商品の定価が変わっても，（定価）×（割引率）＝（値引きされる金額）
の数量の関係は同じであり，この式を根拠として言葉による説明が同じようにできることを
確認して，言葉で説明することのよさに児童が気付けるようにすることが大切である。さら
に，説明に必要な事柄を教師が分かりやすく板書して児童が理解できるようにしたり，ノー
トに整理して書かせる活動を取り入れたりすることも考えられる。
ズボン
0
シャツ
くつ
5800（円）1900 3900
値引きされる金額（ の部分）は，
1900×0.2＝380（円）
値引きされる金額（ の部分）は，
3900×0.2＝780（円）
値引きされる金額（ の部分）は，
5800×0.2＝1160（円）
1900円の20％
3900円の20％
5800円の20％
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【指導のねらい】
判断の理由を説明するために必要な事柄を考えられるようにする。
【授業アイディア例】 ※問題Ｂ５(2)を提示する。 ≪主な学習内容・活動≫
● 比べる数をす
べて示して，理
由を説明する仕
方を確認する。
● 割合の考えを
基にして，言葉
による理由の説
明を考える。
【板書のポイント】
定価が高いほど
値引きされる金額
が大きくなること
を，図に表したり，
３つの商品の値引
きされる金額と関
係付けて表したり
して，説明のため
に必要な事柄を児
童が理解できるよ
うにする。
● 発言を基にし
て，理由を説明
するために必要
な事柄を整理し
てノートに書く。
【留意点】
○ 児童の発言などをうまく取り上げ，工夫して板書することで，説明のために必要な事柄を
理解できるようにする。
○ 計算結果を示して説明する場合，計算結果を示さずに言葉で説明する場合のそれぞれで必
要な事柄を明らかにする。
値引きされる金額を計算すると，
（シャツ） 1900 × 0.2 ＝ 380 380円
（ズボン） 3900 × 0.2 ＝ 780 780円
（く つ） 5800 × 0.2 ＝ 1160 1160円
値引きされる金額は，くつがいちばん大きい｡
花子さんは，次のような説明を書きました。説明
の仕方を見ましょう。
【花子さんが
書いた説明】
値引きされる金額を
全部書いて説明してい
ます。
このように，比べる数
をすべて示してわけを説
明する方法もあります。
くつは，定価がいちばん高いからです。
どうして，定価がいちばん高いと，値引きされる金額が大きくなるのですか。
＜板書の例＞
<小>
(定価) (値引きの割合) (値引きされる金額)
（シャツ） 1900 × 0.2 ＝ 380 380円
（ズボン） 3900 × 0.2 ＝ 780 780円
（く つ） 5800 × 0.2 ＝ 1160 1160円
くつに割引券を使うと，値引きされる金額が1160円でいちばん大きくなる
定価 × 0.2 ＝ 値引きされる金額
(定価) (値引きの割合）(値引きされる金額)
（シャツ） 1900 × 0.2 ＝ 380
（ズボン） 3900 × 0.2 ＝ 780
（く つ） 5800 × 0.2 ＝ 1160<高い>
<安い>
同じ
（くつの定価が高い） （くつの値引きされる金額が大きい）
定価が高いほど，値引きされる金額は大きくなる
商品の個数が変わっても，商品の定価が変わってもいえること
<大>
<小>
値引きされる金額は，（定価）×（値引きの割合）で求められるからです。
値引きの割合は，どの商品も20％で同じなので，値引きされる金額は，どの
商品も （定価）×0.2 で求められるからです。
計算しなくても言葉で説明できるんですね。
くつに割引券を使うと，値引きされる金額がいちばん大きくなるわけを，言葉で
整理してノートに書きましょう。
＜ノートの例＞
くつに割引券を使うと，値引きされる金額がいちばん大きくなるわけを，値引
きされる金額を求めないで言葉で説明しましょう。
だから，定価が高
ければ値引きされる
金額が大きくなるの
ですね。
このことは商品の
個数や定価が変わっ
てもいえますね。
教師
くつに割引券を使うと，値引きされる金額がいちばん大きくなるわけ
・値引きされる金額は，（定価）×（値引きの割合）で求められる。
・値引きの割合は，どの商品も20％で同じ。
・定価が高いほど，値引きされる金額は大きくなる。
・３つの商品の中では，くつの定価がいちばん高い。
だから，くつに割引券を使うと，値引きされる金額がいちばん大きくなる。
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小学校 算数Ｂ ６ 事象の観察と論理的な考察（バス）
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出題の趣旨
日常の事象を数理的にとらえ，次のことができるかどうかをみる。
・ 事象を観察して，図形を見いだすこと。
・ 示された考えを基に，長さの求め方と長さの大小を判断した理由を数学的に表現する
こと。
分析概要
○ 設問(1)の正答率は，65.1％である。与えられた条件や図形の定義，性質を基に，事象か
ら見いだした図形を判断し，その理由を選択することに課題がある。
○ 設問(2)の正答率は，14.9％である。示された図や考えを基に，長さの大小を判断し，そ
の判断の理由を円周の４分の１の長さを求める式と言葉を用いて記述することに課題があ
る。
Ｂ６設問(1)
趣旨
与えられた条件や図形の定義，性質を基に，事象から見いだした図形を判断し，その理由
を選択できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｃ 図形
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，基本的な図形についての理解を深
める。
ア 図形を構成する要素に着目して，二等辺三角形，正三角形について知り，それら
をかいたり，作ったり，平面上で敷き詰めたりすること。
〔第５学年〕 Ｃ 図形 〔学習指導要領（平成20年告示）〕
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，平面図形についての理解を深める。
イ 図形の合同について理解すること。
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解答類型と反応率
反応率
問題番号 解 答 類 型 正答
（％）
６ (1) 三角形 わけ
１ い と解答しているもの 65.1 ◎
２ う と解答しているもの 6.8
あ と解答しているもの
３ ２ と解答 え と解答しているもの 3.4
お と解答しているもの
４
類型１から類型３以外の解答
4.8
無解答
５
え と解答しているもの
1.8
１ と解答 お と解答しているもの
６
類型５以外の解答
5.4
無解答
７ あ と解答しているもの 4.9
８
３ と解答 類型７以外の解答
3.5
無解答
９ 上記以外の解答 1.2
０ 無解答 3.1
分析結果と課題
○ バスのドアの下にできる三角形について，その名前を選び，判断の理由を選ぶ問題である。
ここでは，合同の意味や，図形の定義や性質を理解していることが求められる。正答率は，
65.1％である。与えられた条件や図形の定義，性質を基に，事象から見いだした図形を判断
し，その理由を選択することに課題がある。
○ 誤答については，解答類型２，３，４を合わせた反応率が15.0％である。「２（二等辺三
角形）」を選択しているが，理由が選択できていない解答である。三角形が二等辺三角形で
あると判断できているものは，解答類型１（正答）と合わせると80.1％である。
学習指導に当たって
○ 身の回りの事象を観察して平面図形や立体図形を見いだすことができるようにすることが
大切である。直感的に図形を見いだしたり，図形の定義や性質を根拠に筋道を立てて考えて
図形を見いだしたりするなど，目的に応じて図形を見いだす活動を取り入れることが考えら
れる。
例えば，本問題を用いて，ドアの動きから二等辺三角形を見いだした後に，二等辺三角形
のどんな性質が根拠になるのかを説明する活動を取り入れたり，示されたすべての図で根拠
となる性質が成り立つことを確認する活動を取り入れたりすることが考えられる。
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Ｂ６設問(2)
趣旨
示された図や考えを基に，長さの大小を判断し，その判断の理由を円周の４分の１の長さ
を求める式と言葉を用いて記述できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｃ 図形
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，基本的な平面図形についての理解
を一層深めるとともに，図形の構成要素及びそれらの位置関係に着目して考察できる
ようにする。
エ 円周率の意味について理解すること。
解答類型と反応率
反応率問題番号 解 答 類 型
(％)
正答
６ (2) （注意）
乗数と被乗数を入れ替えた式なども許容する。
（正答の条件）
番号を ２ と解答し，次の①，②，③のすべてを書いている。
① ○Ｂの長さを求める式
①について，以下のものは許容する。
・「50×２」を「100」としたもの
・「÷４」を「４で割る」などの言葉で表現したもの
② 式の計算結果，または式の形に着目した比較
③ 「○Ｂの長さは」など，式で求める対象を示す言葉
（正答例）
・【記号】 ２
【わけ】 角○けの大きさが90度なので，○Ｂの長さは，半径50cmの円の円周の
４分の１になる。よって，○Ｂの長さは，50×２×3.14÷４＝78.5で，
78.5cmになる。
だから，○Ｂの長さは，○Ａの長さの100cmより短い。
番号 わけ
１ ①，②，③のすべてを書いているもの 14.9 ◎
２ ①，②を書いているもの 5.9
例 50×２×3.14÷４＝78.5 だから。
①，③を書いているもの
例 ○Ｂの長さは，50×２×3.14÷４ だから。
②，③を書いているもの
例 ○Ｂの長さは，78.5cmだから。
３ ２ と解答 例 ○
Ｂの長さは，314÷４＝78.5 だから。 5.2
①を書いているもの
例 50×２×3.14÷４
②を書いているもの
例 78.5cm
４ 円周を，(半径)×(円周率) で求めているもの 1.9
例 ○Ｂの長さは，50×3.14÷４＝39.25 だから。
類型１から類型４以外の解答
５ 例 円周の求め方は，直径×円周率で，その答え 21.2
を÷４をすればよいから。
無解答
６ 円周を求めているもの 1.9
例 ○Ｂの長さは，50×２×3.14＝314 だから。
１ または 円周を，(直径)×２×(円周率) で求めているもの
７ ３ と解答 例 ○Ｂの長さは，100×２×3.14÷４＝157 だから。 0.0
円周を，(半径)×(半径)×(円周率) で求めているもの
８
例 ○Ｂの長さは，50×50×3.14÷４ で求められる。
2.6
９ 上記以外の解答 37.4
０ 無解答 9.1
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分析結果と課題
○ バスのドアが動く様子を表した図を見て，円周の一部と直線の長さの大小についての正し
い記述を選び，判断の理由を書く問題である。ここでは，円周の求め方を理解していること，
示された図や考えを基に，求める部分が円周の４分の１に当たると判断することが求められ
る。正答率は，14.9％である。示された図や考えを基に，長さの大小を判断し，その判断の
理由を円周の４分の１の長さを求める式と言葉を用いて記述することに課題がある。
○ 正答の条件について
・ 本問題では，○Ａと○Ｂの長さの大小を判断し，その判断の理由を，○Ｂの長さを求める式と
言葉を使って記述することを求めている。(a)○Ｂの長さを求める式，(b)式の計算結果，ま
たは式の形に着目した比較，(c)「○Ｂの長さは」などの式で求める対象を示す言葉，の３
つの事柄を書くことが必要である。
○ 誤答について
・ 解答類型２，３，４，５を合わせた反応率は，34.1％である。「２」を選択しているが，
理由の説明が不十分であったり，誤りを含んでいたり，理由を書いていなかったりする解
答である。○Ｂの長さが ○Ａの長さ（100cm）より短いと判断できている（「２」を選択して
いる）ものは，解答類型１（正答）と合わせると49.0％である。
・ 解答類型２，３を合わせた反応率は，11.0％である。理由の説明で根拠や対象が明確に
記述されていない解答である。
・ 解答類型５の反応率は，21.2％である。その中には，次のような解答がある。
例１：○Ｂを示す言葉や○Ｂの長さを求める式を書いていない
【番号】２
【わけ】 円周の求め方は，直径×円周率で，その答えを÷４をすればよいから。
例２：円周を，（半径）×（半径）×（円周率）で求めている
【番号】２
【わけ】 ○Ａの長さは，100cmで，○Ｂの長さは，50×50×3.14÷4＝1962.5(cm)
だから。
・ 解答類型９の反応率は，37.4％である。その中には，次のような解答がある。
例：点が通る部分の長さではなく，点が動く時間に着目して判断している
【番号】１
【わけ】 点イと点ウがいっしょに動いているから。
○ 無解答率は，9.1％である。そのうちの70.8％の児童は，調査問題（算数Ｂ）の解答時間
について質問した児童質問紙項目(77)で，解答時間が「やや足りなかった」または「全く足
りなかった」と回答している。
学習指導に当たって
○ 式を書いて自分の考えや解決方法を説明する際に，なぜその式になるのかという根拠や，
何を求めようとする式なのかという説明の対象を明らかにして説明できるようにすることが
大切である。例えば，児童の説明を基に，分かりやすく説明されている内容を確認したり説
明を補わなければならない内容を話し合ったりする活動を取り入れることが考えられる。
本問題を用いて，式だけが書かれた説明「50×２×3.14÷４＝78.5だから○Ｂの長さは○Ａの
長さ(100cm)より短い」を基に，どのように考えたかを他者に的確に伝えるために，どんな
ことを書いたらよいかを話し合うことが考えられる。また，結果だけが書かれた説明「○Ｂの
長さを求めたら78.5cmになったので，○Ｂの長さは○Ａの長さ(100cm)より短い」や，解決のア
イディアだけが書かれた説明「点アのところは直角で円の４分の１になるので，円周を求め
て４分の１にしたら100cmを超えません。だから，○Ｂの長さは○Ａの長さ(100cm)より短い」な
どの複数の説明を見比べて違いを話し合う活動を取り入れることも考えられる。
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○ 問題を解決する際に，解決結果の見通しに加えて，解決方法の見通しをもつことができる
ようにすることが大切である。例えば，何に着目すればよいか，問題から分かることは何か，
習ったことの何が使えそうか，などを話し合う活動を取り入れることが考えられる。
本問題では，○Ｂの長さを求めるために必要なことは何かを話し合う活動を取り入れ，○Ｂを
含む円周の長さが分かればよいこと，○Ｂの長さが円周のどれだけに当たるかが分かればよい
ことを明らかにすることが考えられる。さらに，問題から分かることは何かを話し合う活動
を取り入れ，半径(50cm)が分かるから円周の長さを求められるということに気付けるように
したり，円周のどれだけに当たるかについて，角○けの大きさが90度であることに着目すれば
よいことに気付けるようにしたりすることが考えられる。
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【指導のねらい】
問題を解決する方法の見通しをもつことができるようにする。
【授業アイディア例】 ※問題Ｂ６(2)を提示する。 ≪主な学習内容・活動≫
● 問題を解決す
る方法の見通し
を話し合う。
【板書のポイント】
児童の発言に応
じて，
・何を調べればよ
いか
・問題から分かる
ことは何か
・習ったことで使
えそうなことは
何か
などを教師が整理
して分かりやすく
板書し，児童が問
題を解決する方法
の見通しをもつこ
とができるようす
る。
● 見通しを基に
Ｂの長さを求め
角けの大きさが90度なので，Ｂの長さは，半径50cmの円の円周の る。
４分の１になる。よって，Ｂの長さは，50×２×3.14÷４＝78.5 ● Ａの長さとＢ
で，78.5cmになる。 の長さを比べる。
だから，Ｂの長さは，Ａの長さの100cmより短い。
【留意点】
○ 解決結果の見通しに加えて，解決方法の見通しをもつことが問題解決に役立つことを実感
できるようにする。
Ｂの長さはどうやったら求められるかな。
Ｂの長さを求めるための方法を考えましょう。
教師
Ｂの長さを求めるために，何が分かればよいですか。
Ｂは円周の一部だから，円周のどれ
くらいなのか分かればよいと思います。
Ｂは円周の一部だから，まず，
円周を求めればよいです。
直径が分かれば，円周の長さが求められます。
問題から分かることや習ったことで，使えそうなことは何でしょうか。
半径が50cmだから,
直径は100cmです。
Ｂの長さは，円周の４分の１
になりそうです。
角けの大きさが90度と
いうことを使えないかな。
円周は，直径×3.14 で
求めることができます。
Ｂの長さを求めて，Ａの長さ(100cm)と比べる
＜板書の例＞
Ｂの長さは円周のどれくらいか分かればよい
Ｂの長さを
求めるために
調べること
円周のどれだけに当たるかどんな円か 円周の長さは
どれだけか
使えそうなこと 半径50㎝ 円周＝直径×3.14 角けの大きさは90度
Ｂの長さを求めて，Ａの長さと比べましょう。
問題
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